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			第一章　突然の嫁と親友の告白

			


			（わ、着物だぁ……！）

			　毎朝の登校ルート。郊外の駅前を通りかかった桃もも之の瀬せ透とおるは、普段とは違う光景に目を引かれて立ち止まった。

			　着物姿の少女がひとり、風呂敷包みを両手で抱えて佇んでいる。

			　それは、通勤通学の人たちが忙しく行き交う日常の中で、異彩を放っていた。明るい薄紫色の振袖。裾や袖には枝いっぱいの藤の花が描かれて、上品であり可愛らしい。

			　そして、道行く人を振り返らせているのは、着物のせいばかりではなかった。

			　色白の肌。少し垂れ目で、ぽってり唇。流れるように輝く黒髪のポニーテールは、白く大きなリボンを解いたら、お尻まで届きそうだ。ちょっと古風な顔立ちながら、身に着けている物と同様、上品さと可愛らしさをあわせ持つお淑しとやかな女の子。

			　駅周辺を歩く学生の中には、ピンクのラインの入った白ブレザーに、同じピンクのネクタイと襞スカートという女子生徒が多い。この近隣では有名な、お嬢様学園の制服だ。そして、そこに通う透も、同じ制服を身に着けている。個人的には可愛らしくて気に入っているけれど、何しろ白とピンクの配色は目立つ。人目を引いて悪い事ができないように、という思惑があるとか何とか。

			　それはともかく、そんな派手な出で立ちの少女たちに囲まれてなお、着物少女の存在感は別格だった。美人と可愛いの中間にあるような整った顔立ち、洗練された佇まい。ただ立っているだけなのに、不思議なほど輝いて見える。

			（まあ、お嬢様学園っていっても、みんながお淑やかってわけじゃないしね。にしても、何で着物？　成人式って季節でもないし……。ていうか、多分あたしと同い年くらいだよね。この辺でお祭りとかあったかなぁ）

			　だとしても、平日の朝っぱらからという事はないだろう。透は電車を使わない徒歩通学なので、着物がどれだけ車内で目立っていたか、ちょっと見てみたかった気もする。

			　あれこれ想像していたら、少女と目が合った。彼女は透を見るなり驚いたような表情になって、何かを言いたげに唇をわずかに開く。

			（おっと、いけない）

			　いくらなんでもジロジロ見すぎだ。失礼と思われたに違いない。それに、透も登校中。慌てて視線を外して歩き出す。今日は遅刻なんてしたくない理由があるのだ。

			　だって、透の誕生日だから。そんな日の朝ぐらい、気分よく過ごしたい。

			「きゃあぁぁ!?」

			　しかし、その足を悲鳴が引き留めた。何事だろうと振り返ると、いきなり若い男が突進してきていた。反射的に「うわっ」と声を上げ、身体を一回転させながら避ける。

			　でも、その一瞬で状況が全部見えた。男の腕に抱えられた風呂敷包みと、そして、着物少女の蒼あお褪ざめた顔。状況を察した透は、回転の勢いを残したまま身を翻し、ひったくり犯の背中に飛びついた。

			「待ちなさい、こらぁ!!」

			　自分でも驚くほどの怒声。わずかに手が届かず、男の服を掴むのが精一杯。辛うじて仰け反らせる事ができたけど、透の方が転んでしまった。

			「あいたっ！」

			　その悲鳴が、呆気に取られていた周囲の人たちを我に返らせた。次々とひったくり犯に飛びかかり、折り重なって取り押さえる。いくら体格のいい若い男でも、五人もの男性に圧し潰されては逃げようがない。ほどなく警察もかけつけて、現行犯で御用となった。

			「こんなに大勢がいるところで、無謀な奴だな」

			「畜生！　その女がぼーっと立ってやがるからだよ！」

			　警官に連行されながら、往生際悪く捨て台詞を吐く。それを見送りながら、透もため息を吐いた。朝からとんだ事件に巻き込まれてしまった。

			「はぁ～。びっくりしたぁ」

			　騒ぎがひと段落して、野次馬も速足で通勤通学の日常に戻っていく。でも透はまだ動く気になれず、駅前バス停のベンチに腰かけていた。今頃になって脚が震えてくる。無謀なのは自分も同じ。無意識に身体が動いたとはいえ、よくあんな事ができたものだ。

			「あの……助けていただき、ありがとうございました」

			　ぼんやりしていたら、警官に事情を聞かれていた着物少女が、途中で透の元にトコトコ駆け寄ってきた。深々とお辞儀をするその手には、例の風呂敷包み。無事に取り戻せたみたいだ。おっとりとした雰囲気で、背は百六十センチの透よりやや低め。自分を見詰める真っ直ぐで綺麗な黒い瞳に、鼓動が大きく跳ね上がる。まだ興奮が収まっていないんだろうか。心臓の辺りに手を当てて、とにかく平然を装ってみる。
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			「お、大事にならなくてよかったね」

			「はい。おかげさまで。でも申し訳ありません。そんなケガまでさせてしまって……」

			「ケガ？」

			　彼女の視線に誘導されるように、自分の脚を見る。すると、膝に血が滲んでいた。ひったくり犯に飛びついた時に擦りむいたんだろう。道理で、さっきからズキズキすると思った。とはいえ、ほんのかすり傷。広げた両手を小さく振って無事をアピールする。

			「こんなの大した事ないよ。平気平気」

			「いけませんっ。バイ菌が入ってしまいますわ」

			　見た目だけでなく、喋り方まで古風だ。なんて思っていたら、彼女はいきなり、リボンを解きながら跪ひざまずいた。そうしてそれを、透の膝に巻きつける。

			「今はこのような物しかなくて……後できちんと手当てなさってください」

			「あ、ありがと……」

			　ふわふわと柔らかい、肌触りのいい純白リボン。それを、自分のケガで汚してしまう事に申し訳ない気持ちになる。

			「それで、あの、わたくし……」

			　着物少女が立ち上がる。その肩越しに、駅前広場の中央花壇に立つ時計が目に入った。

			「…………やばい、遅刻だー!!」

			　顔から一気に血の気が引いた。慌てて見渡せば、周囲には、すでに同じ制服がいなくなっている。今から走っても、果たして間に合うかどうか。

			「あー、君もちょっと話を聞かせてもらっていいかな」

			「よくないですっ！」

			　手帳を持った警官が近寄ってきたけれど、そんなものに構ってはいられない。着物少女も、手を伸ばして「あうあう」と何か言いたげ。それらを尻目に、透は初速から全力疾走でその場を後にした。

			


			「桃之瀬さん、今度遅刻したら罰当番と言いましたよね」

			　職員室に呼び出された透は、教育ママ然としたおばさん学年主任の前で、力なく項垂れた。この学園の校風は、時間厳守。規則正しい生活の基盤との考え方らしく、一秒の遅れでも厳しく叱責される。それなのに、今日の透は三分の遅刻。一時限目はとっくに始まっているのに、お説教タイムが止まらない。そっちの方がよほど時間の無駄だと思うのだけど、反論できる立場ではないので、おとなしく聞いているしかない。

			「あなたは何度遅刻をすれば気が済むのですか」

			「はい……すみません」

			　実は、透は、教師の間では遅刻魔で通っていた。

			　もちろん好きで遅刻しているわけじゃない。寝坊なんかしていないし、十分に間に合う時間に家を出ている。なのに、なぜか、しばしば面倒に巻き込まれてしまうのだ。今日のような大事件は初めてだけど、散歩中に犬に逃げられたお爺さんを助けたり、大喧嘩をしていた小学生を仲裁したり。別に透が構わなくても済むものもあったのだろうけど、見過ごす事ができないのは、損な性格だと、自分でも思っている。

			　そんな感じで、週に一度はこんな感じでお説教。悪い意味ですっかり慣れて、神妙な顔をしながら平然と右から左へ聞き流せるようになってしまった。

			「……ご両親が代議士だからといって、好き勝手できるものではありませんよ」

			　でも、この言葉は聞き捨てならなかった。

			　確かに透の両親は政治家だ。父親は大臣も経験していて、国民に顔も知られている。でも、それを学園で話した事なんてない。クラスでも知らない生徒の方が多いくらいだ。

			「あたしは別に……！」

			　反論しかけて、引っ込めた。どうせ教師の目には、親は立派なのにだらしない娘としか映っていないだろう。

			（有名人の子供って、意外と気苦労が多いんだけどな……）

			　まだ小さい頃の話だけど、親がニュースや新聞に出ただけで悪ガキは単純にからかってくるし、大人は大人で、利権で儲けているんだろうなんて色眼鏡で見てくる人もいる。政治家の子供は誘拐されるぞなんて脅されて、数日間眠れなかった事もある。そんな幼少期の経験の数々から、無暗むやみに言いふらさない方が賢明と判断した。

			　だからといって、他人にそれを理解しろとまでは思わない。思わないけど、隠しきれない不服が唇を突き出させた。

			「何ですかその態度は。だいたい何です？　膝の……リボン？　そんなお洒落なんかに気を取られているから……！」

			「ああ違いますっ。これは包帯代わりっていうか……。今朝、ちょっと転んじゃって」

			　リボンをめくって傷を見せる。すると、さすがに学年主任も理解してくれたようだ。

			「……もういいわ。早く保健室に行って絆創膏でも貼ってもらいなさい」

			　やっと終わった。しかしここで溜息なんて吐こうものなら、説教が第二ステージに突入するのは必至。息を詰めながら退出し、扉を閉めきってから一気に吐き出そうとする。

			「お疲れ様、透」

			「ふぐ!?　げふっ、げふげふっ！」

			　しかし、その前に声をかけられ咳き込んだ。職員室の扉の脇で、長身長髪の少女が壁に寄りかかっている。クラスメイトの藍あい沢ざわ玲れ奈なだ。

			「な……なんだ玲奈か。おどかさないでよー」

			　呼吸困難で涙目になる透を、彼女は切れ長の目を細めて微笑んだ。こちらは遅刻魔とは違って、教師たちからの覚えもめでたい、いたって真面目な優等生。

			（……の割には、時々変なイタズラしてくるんだよなぁ）

			　こんな風に急に声をかけてきたり、いきなり後ろから抱きついてきたり。背の高い、ちょっと冷たい印象さえある美人なのだけど、いつも何か企んでいるように、妖しい笑みを浮かべている。正直、彼女の心底は透にもよくわからない。頭がいい人には変わり者も多いらしいし、彼女もそんなタイプなのかもしれない。

			（ま、そんな玲奈と一番つるんでるあたしも変わり者なのかも）

			　ひとり納得していると、彼女は無言で透の手に指を絡めてきた。小指で小指をくすぐられる微妙な感触が、背筋まで逆撫でしてくる。

			「ど、どうしたの玲奈？」

			「保健室に行くんでしょ。私が手当てしてあげる」

			　だったらそう言えばいいのに。悪戯心が旺盛で困った親友だ。

			　保健室は無人だったので、玲奈が手当てをしてくれた。透を椅子に座らせ、濡らしたタオルで傷口を拭き、大判の絆創膏を貼ってくれる。

			「でも、透がケガなんて珍しいわね。運動神経だけはいいのに」

			　彼女は解いたリボンを手にしながら、怪訝けげんそうに透を見上げてきた。

			「ちょっとね、色々あって…………おいコラ待て。だけって何よっ」

			「それにしても学年主任って性格悪いわね。あれじゃまるで、透がご両親の威光を笠に着てるみたいじゃない。むしろ秘密にしているくらいなのに、見当違いも甚だしいわ」

			　透の突っ込みは華麗にスルーされた。それはそれとして、何だか本人よりも苛立っているように見える。珍しく感情を表に出して、ツンと唇を尖らせる。

			「いいよ。あたしは気にしてないし」

			「駄目。むしろ、もっと気にするべきよ。噂って、悪い事ほど無責任に広がっていくものなんだから。でも過剰反応は逆効果だから、否定すべき時に、きっぱりと否定するの」

			「あ……うん、そうだね。ごめん」

			　下から覗き込むように玲奈が咎める。優等生に整然と説得されたら、深い考えがあるわけではない透は素直に頷くしかない。

			「で、今日の遅刻とケガの原因は？　どうせまた人助けなんでしょ」

			　玲奈にはお見通しだったみたいだ。呆れたように眉を顰める。そうだと言うのも気恥ずかしいし、それこそ自慢になってしまう。それに彼女には、他人のために貧乏くじを引くような真似をするなと、常日頃から言われている。透が曖昧に苦笑いでごまかすと、それ以上の追及はなく、諦め気味の苦笑いを返された。

			「それより透、今日の約束は覚えてる？」

			「あー、うん。それなんだけど……」

			　放課後、玲奈の買い物に付き合う事になっている。互いの誕生日に、そうやってプレゼントを渡し合うのが、毎年の恒例行事。

			「罰当番を言いつけられちゃって。遅くなりそうだから、また今度で」

			「それじゃ誕生日の意味ないじゃない」

			　予定が崩れて、玲奈の眉が不満そうに真ん中に寄る。本当は自分のプレゼント選びなんて、無理にしなくてもいいのだけど、そうすると玲奈の時に受け取ってもらえない。両手を合わせて謝ると、彼女は念押ししながら立ち上がった。

			「それじゃあ、明日ね。……さ、もうすぐ一時限目が終わるわ。行きましょう」

			「うん。……て、あれ？　もしかして玲奈、サボり？」

			「透が先生に苛められていないか、心配だったんだもの」

			　親友が、目を細めて妖しく微笑む。その表情は、相変わらず本音か冗談か分からない。

			　教室に戻ると、ちょうど休み時間になった。日直が、黒板に大きく書かれた「自習」という文字を消している。なるほど、玲奈が堂々と抜け出せたわけだ。

			「あ、透ぅ。今朝は大変だったみたいだね」

			　机に鞄を置くなり、数人のクラスメイトが寄ってきた。もう駅前の騒ぎが伝わったのかと身構えたけど、彼女たちの顔を見ると、そういうわけではないらしい。

			「でも一時間も使ってお説教って、連続遅刻くらいで大袈裟だよねー」

			　同情というより、面白がっているのがまる分かり。長時間説教を受けるのがどんな気分か、ぜひ彼女たちにも味わって欲しいものだけど、あいにくと、このクラスでは透が反面教師になって、みんな時間を守れる良い子ばかり。

			（ま、いっか。注目されるのって苦手だし）

			　そんな性格になったのも、間違いなく親のせい。何しろ毀き誉よ褒ほう貶へんが激しい仕事だ。過剰に褒めてくる人もいれば、罵声を浴びせられる事もある。その落差を目の当たりにして、いつしか、嫌われまいとして必要以上に警戒するようになった。だから目立つのは本意じゃないのに、どうしてこうなってしまうんだろう。

			「そりゃ、規則を守らなかったあたしが悪いんだけどさ……」

			「あ、そうそう。規則といえばさ」

			　それでもせっかく流れに乗ろうとしたのに、透の話はバッサリと遮られた。おいおいと心の内で突っ込みを入れていたら、その子は週刊誌を取り出し、机の上で開いてみせた。

			「さっき、うちらで話してたんだけど……これって、透のお父さんがやったんだよね」

			「……はい？」

			　そういえば、集まっているのは透の親の仕事を知っている子ばかり。そんな人たちの不穏な雰囲気を含む言い回しに、父親が不祥事でも起こしたのかと、嫌な予感が咄嗟に頭をよぎる。でも、ご丁寧に付箋の張られたページの記事は、女性アイドルの結婚という内容。

			「ちょっと見せて」

			　すると、それまで黙って立っていた玲奈が雑誌を脇から掠め取り、淡々と読み上げた。

			「──さんは、かねてより交際の噂のあった一般女性との結婚を発表した。これは昨今の深刻な少子化を受け、昨年の民法改正により、同性間の結婚が可能になったもので……」

			「あれ？　少子化なのに、女の人同士で結婚？」

			　女子の一人が割って入り、疑問を投げかける。途中で邪魔をされた玲奈は、苛立ちを隠そうともせず、ぶっきらぼうに説明した。

			「同性間の妊娠が医療行為として認可されて、何年経ったと思ってるのよ。この法律は、その技術の確立が前提になって成立したの。それで結婚率の低下と人口減少の歯止めを目指していたところに、同性愛者への偏見を解消しようっていう運動が加わった経緯があったでしょ。ニュースで聞いた事ないの？」

			　玲奈にまくし立てられて、質問した子は、明らかに初耳という顔で苦笑い。しかし、透も他人の事は言えない。せいぜい同性婚が可能になりました程度の知識で、そんな複雑な事情があったなんて全然知らなかった。

			「で、続きは？」

			　無知をごまかすように先を促す。玲奈は腰を折られた事に機嫌を損ねながらも、再び雑誌に目を落とした。

			「──芸能人の同性結婚が発表されたのは、昨年末に発表された女優同士に続いて二組目。今後は男性も含め、このような例が増えていくと考えられ、今度、男女や結婚の在り方について議論が激しくなっていくと予想され……」

			　そこまで読んだ彼女は、顔を顰めた。まるで、醜いものでも見たように。

			「……下手くそな文章ね。センテンスは無駄に長いし、同じ文の中に同じ単語が出てくるし。この人、国語の成績悪かったんじゃないかしら。これでよく記者なんてやってられるわね。それとも、ゴシップ誌ってこんなレベルが普通なの？」

			「いやいや、問題はそこじゃないから」

			　明らかに音読を邪魔された八つ当たり。話が脇道にそれたのでそこは放置し、透はメインの話題に軌道修正した。

			「これって、今すっごく話題になってるやつでしょ？」

			　人気グループの女性アイドルが、同性と付き合っていると突然のカミングアウト。それだけでも大騒ぎだったのに、ついに結婚に至った事で社会現象となった。ワイドショーばかりでなく、各種情報番組やニュースにおいて、現状、一番ホットな話題と言っていい。

			「で、これがどうしたの？」

			　透が首を傾げると、別の子が玲奈から雑誌を取り返し、改めて問い質ただしてきた。

			「この同性結婚ってさ、透のお父さんたちが法律を作ったんだよね」

			「あー、うん。そうっぽい。ニュースでやってた」

			「何を他人事みたいに。これがどれだけ凄い事か分からないの？　世界の価値観を変えたと言ってもいいんだよ？　最初はそんな需要あるものかと思ってたけど、あるもんだね、びっくりだね」

			　クラスメイトが興奮気味に語るけど、政治家の娘とはいえ、所詮は透も一般市民。仕事の詳細なんて教えてもらえないし、そもそも興味もない。とはいえこの記事は、少なくとも玲奈が朗読した部分に関しては事実。これまでも、条例で同性パートナーを認める自治体はあったけど、それがついに全国的な法律として整備されたのだった。

			　もちろん成立までは紆余曲折あり、ネットやテレビで、白熱した議論から感情的な罵詈雑言まで、賛否両論、様々な意見が飛び交った。その法案を提出したのが透の両親で、昨年は支持者への説明やらインタビューやら討論番組やらで、大忙しだったみたいだ。

			「でも影響力って話なら、あたしの親なんかより、そのアイドルの方が大きくない？」

			「いやいや、聞きたいのはそこじゃなくて」

			　まだ核心じゃなかったのか。えらく遠回しな質問に目が丸くなる。そんな透を取り囲むように、女の子たちが詰め寄ってきた。

			「この法律をお父さんが作ったって事はさ……つまり、そういう事なの？」

			　声まで密談じみて小さくなった。けれど、透は質問の意味が分からず素直に聞き返す。

			「そういう事って……どういう事？」

			「だからぁ。透も将来、そういう予定があるかってコト！　もう、分かれよ！」

			　今度は声を荒らげられた。その落差に狼狽しつつ、それでも首を右に左に傾けて一生懸命考えていたら、助け舟をだすように、玲奈が噛み砕いて説明してくれた。

			「透が女の子と結婚したいと思っていて、その希望を叶えるために、あなたの親がこの法律を作ったのかと聞いているのよ」

			「…………はぁ!?」

			　ボリュームを抑えていた反動で、素っ頓狂な声が喉から迸ほとばしった。教室のあちこちで別のグループを形成していた女の子たちが、一斉に振り返る。けれど、お喋りで大声が上がるなんて珍しくもない。すぐに興味を失って、自分たちの会話に戻る。透はそれを見て胸を撫で下ろし、変な質問をした子を睨む。

			「何であたしが女の子と!?」

			「いや、もしかしたらそうなのかなーって……」

			「ないない、ないって」

			　焦りながら完全否定する。そもそも結婚自体を考えた事もないのに、同性となんて想像すらできない。そういった要望が多かったから法律になったのだろうけど、透とは無関係だ。なのに、ふと見上げた玲奈が、どういうわけか指を咥えて不満顔。

			「透は私と結婚したくないの？」

			「…………キミは何を言ってるんだ？」

			　まるで本気に見えるのが彼女の厄介なところ。親友の戯言は軽く流し、自分を囲むクラスメイトたちに頬を膨らませてみせる。

			「とにかく、ないから。変な噂とか流さないでよね。あたし、ただでさえ先生に目をつけられてるんだから」

			「分かった分かった」

			　さっきの玲奈のアドバイス通り、きっぱりと否定する。確かに、曖昧にしたら厄介そうだ。ただ、クラスメイトたちの返事が軽いのが気になるところ。

			「でもさー、例のなんちゃら細胞だっけ？　同性間でも確実に子供が作れるなんて、すっごい時代になったもんだねー」

			　ひとりが雑誌を食い入るように眺めながら、熱心に語る。彼女の方がよほど同性婚に興味津々なんじゃないだろうか。しかし、それ以上の熱視線を、玲奈が透に向ける。

			「透ぅ、私と子供作ろうよぉ」

			「……まだ言うか」

			


			　放課後、罰当番のトイレ掃除と中庭の草むしりを済ませた透は、ぐったりと足取り重く帰途についた。玲奈は待っていると言ってくれたけど、いつ終わるか分からないので、強引に帰ってもらった。手伝うとまでは言わないのが、あの親友の食えないところ。

			「にしても……今日は、大変で変な一日だったなぁ」

			　同性結婚を望んでいると思われたのも驚きだけど、膝の絆創膏を眺め、ひったくり犯なんかに飛びついた自分に、今さらながら驚きを禁じえない。

			　その現場の駅を目前に、透はルートを変更した。何となく、あの着物少女がお礼を言うために待ち構えているような気がしたからだ。時間が経っているし、考えすぎなのは分かっているけど、そういう事をしそうな律義な雰囲気を纏まとっていた。

			「あたしが自意識過剰なだけじゃない。何考えてんのよ、いやらしい」

			　隠れて善行をしているのが格好いいと、自分に酔っているみたいだ。居心地の悪さに下腹辺りがムズムズする。今まで、こんな事なかったのに。そういえば、少女は最後に何か言いたげだった。それを聞いてあげなかったのも、心残りになっているのかもしれない。もう会う事もないだろうし、この胸のつかえは、しばらく解消されないだろう。

			「仮に会えたとして、何を話すの？　ありがとうございました。いえいえ当然の事をしたまでですよ、はっはっは──てな感じ？」

			　珍妙なひとり芝居が恥ずかしくなったところで、ちょうど家に着いた。逃げ込むように背の低い門扉を開け、飛び石の上を小走りで過ぎて、玄関に鍵を差す。

			「あれ、開いてる？」

			　仕事柄、両親は家を空けがち。透も学園に行っている間は留守になるけど、侵入者ならセキュリティ会社から連絡があるはず。今日はどちらかが帰っているのだろうか。親が代議士になってからというもの、娘の誕生日に在宅していたためしがない。珍しいと思いながらも、特に不思議に思う事もなく扉を開ける。

			「お帰りなさいませ」

			「はい、ただいま……はぅあ!?」

			　聞きなれない声に出迎えられ、玄関の外まで大きく飛びのいた。さては不審者かと、空手っぽい変な半身で構えてしまう。けれど、そこにいたのは若い女の子。どこかで見覚えのある薄紫の振袖姿が、綺麗に三つ指をついている。

			「あれ……あなたは……」

			　顔を上げたのは、まぎれもなく、駅前でひったくりに遭った女の子。どうして彼女がここにいるのか。どうやって透の家をつきとめたのか。様々な疑問が頭をぐるぐる巡る。

			　硬直する透と、お淑やかに微笑む彼女が無音で向き合う。ほんの数分前、二度と会う事はないだろうと思ったばかり。なのに、その娘がいきなり家にいるなんて。

			　ただニコニコとするだけの少女に、どう対処すればいいのか困っていたら、家の奥から父親が出てきた。

			「おう透、帰ってたのか。早く上がりなさい」

			「え、あ、うん……」

			　戸惑いながら靴を脱ぐ。着物少女も楚々そそとした仕草で立ち上がり、共に移動した。そこで初めて、リボンが変わっているのに気がついた。今朝の白ではなく、薄いピンク。

			「あ、あの……リボンありがとう。お洗濯して返すね」

			「いえ、あれは差し上げます。わたしから最初のプレゼントですわ」

			「あ、うん……うん？」

			　最初の、というところに引っ掛かりを覚えたけれど、その前に、リビングに別のお客様がいたのに驚かされた。高級スーツの紳士と、小袖のご婦人。揃ってソファから立ち上がって先に会釈されたので、透も慌てて頭を下げる。

			　そのお客様と談笑していた母親に促され、少女と並んで座らされた。もしかして、今朝の件でお礼にでも来たのだろうか。

			（この娘のご両親かな。ずいぶん大袈裟になっちゃった）

			　それにしては大人たちの表情がおかしい。まるで雛人形でも見ているように目を細めている。というか、母親らしき小袖の女性なんて、うっすら涙ぐんでいる。

			「透、こちら藤ふじ倉くら夫妻だ。俺たちの学生時代からの友人でな。彼の方は、お前もニュースで顔を見た事あるだろう。俺と同期の代議士だ」

			「はあ、初めまして……」

			　父親に客人を紹介され、曖昧に挨拶する。言われれば、テレビで見た気がしないでもない。そういえば透の両親は学生結婚。四人とも昔からの友人関係なんだろう。

			（分かった！　この子の親が、たまたま父さんたちの知り合いだったって事か）

			　いったんはそれで納得しかけたけれど、やっぱり不自然だ。透と父が親子だと知っていなければ、その結論には辿り着かない。疑問が振り出しに戻って戸惑っていたら、小袖のご婦人が、人懐っこい笑みで話しかけてきた。

			「初めましてではないのよ。透ちゃんは小さかったから覚えていないでしょうけど」

			　彼女の中で、透はその頃のままなんだろう。口調も表情も、まるで子供扱いだ。

			「俺たちは仲良くてなぁ、よく四人で遊んだもんだよ。たまに羽目を外しすぎて……」

			「おいおい、娘さんに何を聞かせる気だ？」

			　今度は父親同士が思い出話。法事で疎遠な親戚に囲まれているように居心地が悪い。隣に座る少女はといえば、相変わらず微笑を浮かべたまま。教室での雑談に続いて、自分だけが状況を把握できていない。繰り返される蚊帳かやの外感に、イライラが募り始める。

			「あの……それで今日は……」

			　言葉が乱暴になりそうなのを抑えて、説明しろと父親に鋭い視線を向ける。しかし、さすがは厳しい意見に晒される事もある政治家。娘のひと睨み程度では、微塵も動じたりしない。彼は、その惚けた顔で、とんでもない事を口走った。

			「そうそう。それで俺たち、結婚した時に約束したんだよ。お互い、子供ができたら、結婚させようってな」

			　父親の言葉に、藤倉夫妻が力強く頷いた。透は、驚きを通り越して目をパチクリさせるだけ。理解するまで約十秒。やっと頭が追いつき、時間差で反射的に立ち上がった。

			「はぁ!?　何それ聞いてない！　結婚とか勝手に決めないでよ！　……結婚？」

			　根本的な疑問が浮かんだ。結婚なんて、一体誰と。この流れで思い当たる人物はひとりしかいない。透は風を切る勢いで、隣に座る少女を振り返る。

			「ま、まさか……」

			　彼女は優雅に微笑んで、ソファから下りた。そしてカーペットに正座すると、玄関で見せたように、完璧な三つ指をついて深々と頭を下げる。

			「藤倉詩し乃のと申します。透さまのため、花嫁修業を積んでまいりました。ふつつか者ですが、末永く、よろしくお願いいたします」

			「ちょ、ちょっと待っ……どういう事？　お願いだから、もう少し分かりやすく……」

			　結婚や婚約というだけでも唐突すぎて受け入れられないのに、相手は女の子。そんな混乱する娘に、父親が朗々と語り始めた。

			「約束はしたものの、生まれたのがどちらも女の子。しかも、その頃から仕事が忙しくなって、もう一人というわけにはいかなくなってな。こりゃ結婚は諦めるしかないと思っていたんだが……例の法律が成立して、めでたく話が復活したんだ。で、お前の誕生日にサプライズというわけだ。どうだ、驚いただろう」

			「驚いたよ！　サプライズ大成功だよ！　じゃなくて、今法律って言ったよね？　まさかとは思うけど、あれって……」

			「いやー、しかし詩乃ちゃんはお淑やかに育ったな。うちの透はちょっと放任が過ぎたのか、何かと雑でね」

			「いやいや、詩乃にも透ちゃんの元気を見習って欲しいよ」

			　透の言葉を遮って、父親たちが娘を褒め合う。

			（実の娘を雑とは何よ！）

			　実際その通りなのが逆に腹立たしい。着物少女に綺麗な正座姿を見せつけられると、自分にもそんな躾をしなかった親を恨む気持ちが生じる。とはいえ、行儀作法を学ばされるなんて御免だというのも正直なところ。

			　思考が変な方に横跳びしていたら、大人たちが一斉に立ち上がった。

			「さて、これで顔合わせもつつがなく済んだ事だし、あとは若い者同士に任せよう」

			「待って、まだ話は……！」

			　お見合いじゃあるまいし、というか、それすらしていないのに結婚が決定事項になっているのが納得できない。慌てて呼び止めると、父親はくるりと軽やかに振り返り、さらに信じられない言葉を吐いた。

			「というわけで、俺たちは今日から別宅に引っ越す。この家は、透と詩乃さんとで自由に使ってくれ。式はお前たちの卒業後になるから、婚前同棲で仲を深めておくといい」

			「この娘とふたりで暮らせっていうの!?」

			　唐突な告知に話に声が裏返る。いや、彼らにとっては急ではないようだ。混乱に拍車がかかる透の前を、キャリーケースを引っ張る両親が通り過ぎる。引っ越しというには荷物が少なすぎるので、この日に備えて準備を整えていたようだ。当事者を置き去りにして、状況が進行していく。悪い夢でも見ているような気分に、唖然とするしかない。

			「そうそう透ちゃん。うちの詩乃は家事全般得意だが、不慣れな事も多い。当面、うちのメイドをひとり付けてあげよう」

			　詩乃の父親が、気を利かせてあげたよと言いたげに、爽やかな笑顔でウインクした。

			（いやいや、おじさま正気!?　メイドさんとか、そういう問題じゃないでしょう！）

			　心の中で、初対面のダンディな紳士に突っ込みを入れる。大事な一人娘を預けるのに不安はないのか。透が呆気に取られているうちに、大人たちが玄関の外に並ぶ。

			「それじゃ、仲良くするんだぞ。困った時はいつでも連絡してこい。まぁ俺たちは忙しいから、なるべく自分でがんばれ」

			「今が困った時だよ！」

			　透の当然すぎる訴えは聞き入れられなかった。門の前に秘書の運転する車が乗りつけられ、あれよあれよという間に、親どもがいなくなってしまう。

			「何これ……」

			　玄関で、呆然と立ち尽くす。今日は変な日だとは思っていたけど、こんな異常事態は想像すらしていない。

			「そうだ、あの娘は…………うわっ!?」

			　少女が気になって振り返ると、三歩後ろに立っていた。まるで、夫に従う妻のように。

			「えっと……藤倉詩乃さん、だっけ。あなた、これでいいの？」

			　大人の言いなりで結婚を決められて、戸惑っているに違いない。そう思ったのに、彼女は相変わらずの穏やかさで、透に微笑みかけた。

			「わたし、嬉しいです。透さまと、こうして一緒に暮らせる日がくるなんて。ずっと……子供の頃から、ずっと待っていたから……」

			　話しているうちに感極まってきたのか、涙まで浮かべ始めた。みんな今日という日を楽しみにしていたのだろうけど、透は疎外感だけ。彼女の昂揚に共感できないでいる。

			（だいたい、何であたしなのよ）

			　いくら親に従順な子だとしても、見ず知らずの、それも同性との結婚を、どうして楽しみにできるのだろう。

			「念のために聞くけど、あたし、女の子だよ？」

			　透なんて名前のせいで、たまに男の子と勘違いされる。もしかしたら彼女もそうなのでは、と思ったのだけれど。

			「はい、もちろん承知しています。あ、もちろんわたしも女の子ですよ」

			　返事に淀みがないどころか、逆に念押しされてしまった。おかげで、なおさら彼女の真意が分からなくなってしまう。もっと問い詰めたかったけど、嬉し涙を袖で拭う彼女に、これ以上興醒めしそうな事は言えなかった。

			


			　そんな感じで透が心を開けずにいたせいで、夕食時も会話はほとんどなかった。ただ彼女の作った肉じゃがは、申し訳ないけど、母親のそれなんて足元にも及ばない、極上の美味さだった。花嫁修業を積んだと言っていたのは嘘ではなさそうだ。

			　風呂場の脱衣所で下着を洗濯機に放り込みながら、料理をする少女の後ろ姿を思い出す。まるで、昭和ドラマのお母さん。それが家のキッチンに立っているのは違和感がありすぎて、不覚にも面白かった。

			「でも……いきなりこんな新婚生活みたいなのって……」

			　いくら女性同士が結婚できるようになったからといって、娘にそれを強制する事はないだろう。詩乃は喜んでいたようだけど、あらかじめ知らされていなかったら、やはり透と同じように不満を持ったに違いない。

			「自分たちの法案を正当化させるために、娘に犠牲を強いてるんじゃないでしょうね」

			　だとしたら許さない。何より詩乃に申し訳がない。明日にでも文句を言いに行こう。さっきはどこに引っ越したか聞き忘れたが、以前、老後に夫婦で住むためにマンションを買ったとか言っていたので、そこで間違いないだろう。

			「ずいぶん気が早いと思っていたけど、この時のためだったんだな」

			　用意周到な親たちに、感心するより呆れ果てる。

			　それはともかく、身体を洗おうとシャワーの前で椅子に座り、膝が目に入る。

			「えっと……これ、お湯に浸けても大丈夫かな」

			　ただの擦り傷だから気にするほどではないけれど、今日のところは浴槽に入らない方が無難だろうか。少しだけ迷っていたら、浴室のガラス戸が開く音がした。何気なく振り返ると、そこには襦袢に襷を巻いた詩乃が、両手を胸に当て立っている。

			「きゃあ！　な……なに？」

			　いくら女の子同士でも、初対面の子に裸を見られたら恥ずかしい。慌てて背中を丸めて前を隠す。しかし彼女は、穏やかな微笑みを湛えながら、平然と浴室に入ってきた。

			「お怪我で不自由なさっているかと思ったので。お手伝いさせてください」

			「い、いや……そんな気にしてもらうほどじゃないから大丈夫」

			　手足を骨折しているとかならともかく、自分でどうにかできる程度のもの。片手で胸を隠しつつ、小さく手を振って遠慮の意を示す。すると彼女の笑みが急に曇り、泣き出しそうに震え出した。

			「や、やはり透さまにおケガをさせるような嫁は、役立たずなのでしょうか……」

			「あー！　じゃ……じゃあ、背中だけお願いしようかなー」

			　途端に、詩乃の顔がぱっと輝く。あまりの落差に演技かと思ったけど、本当に嬉しそうだ。どこまで本音か読みづらいのは、玲奈と同類っぽい。

			（それとも、あたしが単純なだけなのかなー）

			　戸惑いながら、とにかくお任せしたのだからと、彼女に背中を向けた。ボディソープでも泡立てているんだろう。背後からくちゅくちゅと音がする。

			「失礼します……」

			「うん…………ひぁあ!?」

			　背中を虫が這ったようなこそばゆさに襲われた。タオルとは違う予想外の感触に、甲高い悲鳴と共にお尻が浮き上がる。

			「も、申し訳ありませんっ。わたし、失礼を……」

			「あ、いや……何で触られたのかと思って……」

			　見れば、彼女の両手が泡だらけ。どうやら素手で洗ってくれているみたいだ。

			（そういえば、タオルやスポンジより肌に優しいんだっけ）

			　透に粗相をしたと思ったんだろう。彼女の顔が強こわ張ばっている。別に変な事をされたわけじゃないのに無駄に戸惑わせてしまい、申し訳ない気持ちになった。

			（そうだよね。この娘だって、あたしとどう接すればいいのか探ってる最中のはず）

			　本当に婚約を心待ちにしていたとしても、透の人物像が彼女の思い描いていた通りとは限らない。もしかして、意外に面倒な奴と思われただろうか。

			（それならそれで構わないけど……）

			　親友の「少しは気にしろ」という言葉が脳裏によみがえる。いい人を無理に演じる必要はない。だけど、自分の評価に無頓着すぎるのも、確かに考えものだ。緊張しているのは彼女も同じ。無駄に怯えさせる必要はない。

			「ごめんね。ちょっとだけ、くすぐったかっただけ」

			　頑張って微笑みかけると、安堵したのか、詩乃の表情に柔らかさが戻った。そして改めて背中を洗い始める。

			「そういえば、着物が濡れちゃうんじゃない？」

			「襦袢は下着のようなものですから、大丈夫です。それより、不快ではありませんか？」

			「ううん、とっても気持ちいい」

			　若干のこそばゆさは残るものの、さっきのような不意打ちではないので、小さな手が背中を這い回る感覚がとても心地よい。指も細い。そういえば腕も華奢だった。お尻に近い腰にまで這い回った時はちょっと緊張したけれど、丁寧さと真剣さが伝わってくる。

			　婚約者なんて形で唐突に現れたから、そういう目でしか見ていなかったけど、生身の彼女は、よく気が利く、真面目な女の子なんだろう。そんな子だからこそ、親の言いなりで安易に結婚相手なんて選んではいけないと、透は思った。

			「詩乃、さん。あなた……」

			　考え直すように説得しようと思ったら、背中から手が離れた。どうしたのだろうと思って後ろを向くと、彼女は泡だらけの手を震わせながら、頬を紅潮させている。瞳を、歓喜で潤ませている。

			「透さま、今……わたしの事を詩乃と？」

			「え？　ああ……はい……」

			「嬉しい……もう名前で呼んでくださるなんて。透さま、あまり話しかけてくださらないから、もしかしたら嫌われてしまったのかと……」

			「えぇ……？」

			　こんな程度で感激されて、透は大いに戸惑った。このタイミングで実家に帰れなんて言おうものなら、今度は間違いなく大泣きされる。それはとても面倒に思えたので、この場は、説得を諦めざるをえなかった。

			


			「いや、やっぱりお風呂で説得しておくべきだったか……」

			　就寝前、ベッドの中で透は反省した。このままズルズルと同居を続けたら、遠からず引き返せなくなる。何しろ、自分以外の両家全員が結婚に前向きなのだから。

			「……そうだよ、なんでこの歳で結婚相手を決められなくちゃいけないの！」

			　堂々巡りの末、やっと本来の疑問に立ち返る。さっそく詩乃と話をつけようと思ったけれど、彼女も、あてがった一階の母親の部屋で就寝中のはず。起こすのも悪いし、夜中に叩き出すわけにもいかない。明日の朝一番でと決め、今日のところは寝る事にした。

			「なんか……人生で一番変な誕生日……」

			　心身ともに疲れ果てていたんだろう。目蓋がとろんと重くなる。今夜はぐっすり眠れそうだと、意識が遠のく中、ぼんやりと考える。

			「……ん。……ん？」

			　その寝入りばな、透は目をつぶりながら眉を寄せた。急に身体が重くなった。疲れすぎだろうか。それに、重いというより圧迫感。ベッドもギシギシと音を立てる。

			（まさか……金縛り？　それともポルターガイスト!?）

			　そんな心霊現象を、寝ぼけた頭が一瞬本気で考える。

			「透さま、もう寝てしまわれましたか？」

			「ひゃあ!?」

			　耳元に吐息で囁ささやかれ、今日何度目かの奇声を上げた。

			「な……なんだ詩乃さんか。おどかさないでよ。どうしたの、こんな夜中に」

			　いつの間にか部屋の明かりが点いて、少女の顔が間近に迫っていた。毛布の上から、四つん這いで透に圧し掛かっている。

			（寂しくなったのかな。初めての家での泊まりで、ホームシックになったとか）

			　その想像は、まったくの見当違いだった。

			「初夜の……伽に参りました」

			「しょ、しょや!?」

			　清楚な少女の口から飛び出した淫靡な言葉で完全に目が覚め、毛布を跳ねのけながら飛び起きた。詩乃も上体を起こし、ベッドの上で向かい合う。そうして初めて、彼女がどんな格好で忍んできたのか知った。

			「な、なんで裸!?」

			「だって初夜ですもの」

			　こともなげに言いきるけれど、その意味を分かっているのだろうか。いや、一糸纏わぬ全裸なのだから承知しているのは間違いない。正座した詩乃が、剥き出しの乳房をたぷんと揺らしながら距離を詰めてきた。同じ分だけ後ずさりするけれど、すぐ壁に阻まれる。

			　──同性間で子供が作れるようになったからこそ、この法律も成り立ったわけでしょ。

			　友達の言葉が頭の中で再生された。もちろん、女性同士でセックスしただけでは妊娠しない。医学的な処理が必要。だけどそのような事実を抜きにしても、裸で迫ってこられるのは、キスすら未経験のバージンにとって脅威。詩乃が嫌かどうかじゃなく、よく知らない人に初めてを捧げる勇気はない。

			（……ていうか、この娘、おっぱい大きくない!?）

			　小さく身じろぎするだけで大きく揺れる裸の乳房に、目が釘づけになる。着物の時には気づかなかったけど、Ｃカップの透とはボリューム感が違う。柔らかな曲線、薄い乳輪、意外に大きく膨らんだ乳首。そして、正座してぴったり閉じた腿の間からわずかに覗いた恥毛。その全てに動揺させられる。

			　そんな姿を晒して、彼女は恥ずかしくないのだろうか。パジャマを着ている透の方が落ち着かなくて、もじもじと内腿を擦り合わせてしまう。

			「ささ、透さま。いたしましょう」

			　全裸少女が、さらに距離を詰めてきた。前のめりで、爛々と輝くやる気に満ちた垂れ目に恐怖さえ覚える。

			（どうなるの……？　あたし、ここで初エッチしちゃうの!?）

			　動揺で思考が正常に働かない。目が回って、この先の展開が何ひとつ思い描けない。膝と膝がコツンと当たる。詩乃の顔が一気に近づく。唇に彼女の吐息が触れる。

			「待って！　こういうのって結婚した後でしょ。順番は守ろうよ！」

			　とにかく肩を押し返し、勢い任せで出まかせを言う。すると、詩乃の表情が一変した。

			「確かに……。わたし、心得違いをしていました！　透さまと暮らせる事で浮かれてしまって……お許しください！」

			　一気にベッドの端まで後退し、深々と土下座する少女。その裸の背中の滑らかさが、透を再びうろたえさせる。

			「わ、分かってくれればいいから、早く服を着てっ」

			「はい……でも寝間着は寝室に置いてきてしまったので……」

			　この娘は、初めての他人の家を全裸で歩き回ったんだろうか。しかし、そこを突っ込むよりも、せっかく納得いただいたのだから退出してもらうのが最優先。それに、何だか扱い方が見えてきた。どういうわけか、彼女は透に嫌われるのを怖れている。理屈の通った説明さえできれば、従ってもらえそうだ。

			「とにかく今日はおとなしく寝よ？　あなたも色々あって疲れてるだろうし」

			「お気遣い、ありがとうございます。お言葉に甘えさせていただきます」

			　いちいち大袈裟なと思うけど、透だって早く寝たいので、口にするのを我慢する。

			「それでは、おやすみなさいませ……」

			　詩乃がドアを静かに閉める。これで当面は貞操を守れるだろう。緊張が解けたとたん、安堵と疲労に一気に襲われベッドに倒れ込んだ。でも意識はすっかり覚醒してしまい、眠気だけが戻ってこない。おまけに、詩乃の乳房や、部屋を出る時のお尻の丸みが目蓋の裏にチラチラ映って、結局、朝まで一睡もできなかった。

			


			　やがて、階下から物音が聞こえてきた。詩乃が起床したようだ。時計を見ると七時前。もう少しだけ寝ていられるけれど、目を閉じたら徹夜がたたって寝入ってしまいそうだ。むしろ、思いきり寝坊してサボりたい気分。しかし、昨日の遅刻の説教を食らったのに、続いてズル休みできるほど透の肝は据わっていない。

			「むにゅ……」

			　身体を起こし、ベッドの上で少しウトウト。それから気だるい身体に鞭打って制服に着替える。いつもなら朝食時はパジャマ姿だけど、お客様である詩乃に、だらしない格好は見せられない。

			　顔を洗う前に、キッチンを覗く。昨日とは違う和服で、何かを鍋にかけている詩乃の後ろ姿。甲斐甲斐しい新妻を演じているというより、それが彼女の日常であるように自然体。それに比べたら、昨夜裸で迫ってきた時なんて、緊張の塊のようだった。

			（あれはあれで、詩乃さんなりに一大決心だったんだろうな……）

			　顔も知らない相手との結婚とか時代錯誤。ましてや初エッチなんて論外だ。とはいうものの、あんな拒み方をしてしまって、傷ついていないだろうか。

			（もっと気の利いた言い方とかあったはずなのに……悪い事しちゃった）

			　声をかける事もできず、半開きの扉の陰から詩乃を盗み見ていると。

			「おはようございます」

			「ひあぁぁぁ!?」

			　背後から挨拶された。驚きのあまり飛び上がって、詩乃に助けを求めるようにキッチンに飛び込む。

			「だだだ、誰っ!?」

			　声の主は、見覚えのない女性だった。透より若干背が高く、おそらく年齢も上。肩にかかる、ふわふわの癖っ毛が柔らかそう。そのくせ目は快活そうに吊り上がり、眼鏡のせいで知的な雰囲気がある。何よりも目を引くのは、半袖のミニスカートエプロンドレス。

			「メイド……さん？」

			　いかにも、というよりメイド喫茶的な格好を訝いぶかしく思い、確認する。

			「はい。わたくし、藤倉家から遣わされました、大おお墨すみ史ふ未みと申します。本日より、透さまとお嬢様のお世話をさせていただきます」

			「あ、これはこれはご丁寧に……」

			　史未と名乗った女性に倣って、透も深々と頭を下げる。そういえば、藤倉家からメイドが来ると言っていた。それはともかくとして。

			（どうしてみんな、揃いも揃って、あたしをおどかすような声のかけ方するの!?）

			　そんなに隙があるように見えるんだろうか。変な事に悩んでいたら、詩乃がエプロンで手を拭きながら、パタパタとスリッパを鳴らして寄ってきた。

			「史未さん、今朝早く来てくれたんです。お父様ったら、心配性で……。わたしなら大丈夫だと申し上げたのですけど」

			「ああ、うん。気にしないで。手伝ってくれる人がいるのは助かるよねー」

			　申し訳なさそうな彼女に、透は無機質な愛想笑いを返した。胸の中で違和感がざわめいているのだけど、それが何なのか判然としない。

			「もうすぐ朝食の準備が整いますので、少しお待ちください。史未さん、手伝って」

			「承知いたしました」

			　ふたりが並んで料理を再開する。その様子を漠然と見ていた透は、不意に、さっきの違和感の正体に気がついた。

			（あたしの家がよその人たちに占領されてるー!!）

			　桃之瀬家の人間１に対し、藤倉家の人間２。一晩で自分が少数派に。急な許嫁どころの話じゃない、戦慄の事実に身震いする。

			（え、マジ？　うちの親どもはこれでいいの？）

			　今頃は別宅で夫婦水入らずなんだろうけど、そんな呑気な場合じゃないだろう。

			（よし。絶対に文句言う）

			　気合の入った透は、冷水で顔を洗おうと洗面所へ向かった。しかしそれを、キッチンから引き返してきた史未が呼び止める。

			「そうそう、透さま。ひとつお尋ねするのを忘れていたのですが」

			　朝食用の好物だろうか。それにしては、背後の詩乃を気にしすぎて声が小さい。

			「……お嬢様との初夜は、どんな具合でしたか？」

			「はぁ…………はぁっ!?」

			　顔を洗うまでもなく、一気に目が覚めた。ご主人様のエッチを聞いてくるなんて、とんでもないメイドだ。驚くというか呆れるというか。しかし彼女の目は真剣で、ただの興味本位とも思えない。もしかして、藤倉の両親に報告する任務でもあるんだろうか。

			「どんな具合って言われても……別に何もありませんでしたよ」

			「いえいえ、そんなまさか。恥ずかしがる必要なんてないんですよ？　結婚すれば誰でもする事です。なので、ぜひとも詳細な描写を、可能な限り」

			　透は評価を改めた。顔は真剣だけど、質問内容は完全に興味本位だ。

			「だから何もありませんってば。婚前交渉はしてません。詩乃さんにも聞いてみてくださいよ。答えは同じはずですから。ていうか、何でそんな事聞くんです？」

			「な、何でもありませんっ。そうですか、してないんですかぁ……」

			　史未は心底がっかりして、項垂れながら詩乃の手伝いに戻っていった。彼女も女性なのに、女の子同士のエッチを聞いてどうするのだろう。

			　透の中で、史未も、詩乃と同様の変な人に認定された。

			


			　変わり者に家を占領されただけでも問題なのに、それが学園にまで追いかけてきたら。

			「あー、転入生の藤倉さんです。みなさん、仲良くするように」

			　担任教師の横に立つ制服姿の詩乃に、透は椅子から滑り落ちそうになった。だって、ついさっき「行ってらっしゃいませ」と玄関先で見送ってくれたばかり。彼女は、あんぐり口を開けている透にだけ分かるように微笑んでから、自己紹介を始めた。

			「ただいまご紹介にあずかりました、藤倉詩乃です。わたし、桃之瀬透さまと結……」

			「ぅわーっ、わーッ!!」

			　いきなりそこから始めるか。焦った透は立ち上がり、最後の部分を大声で打ち消す。当然、担任もクラスのみんなも怪訝顔。死にたくなるほど恥ずかしいけど、認めてもいない婚約の件を公然と喋られるわけにはいかない。

			「わー詩乃、久しぶりー。そうだねー。結……け……結構、久しぶりじゃなぁい？　あ、この娘、わたしの……えーっと、幼馴染みなんですぅ」

			「そうなの？　藤倉さん」

			「はい、その通りです」

			　担任が確認すると、詩乃はにっこり肯定した。咄嗟に話を合わせてくれるくらいの機転は利くようだ。

			「再会を喜ぶのはいいけれど、あまり大袈裟に騒がないように」

			　また注意され、がっくり落ち込む。しかし、詩乃が隣の席に座るや素早く顔を上げ、周囲に聞かれないように教科書でガードしながら苦情を申し立てた。

			「転入してくるなんて聞いてないよっ！」

			「透さまを驚かせようと思って。これもサプライズの一環ですわ」

			「そんなサプライズはいらないわよっ」

			　まったく悪気のない笑みに、文句の力も抜ける。しかも彼女は、透の苦情をスルーして不思議そうに首を傾げた。

			「それよりも透さま、どうして結婚についてお話してはいけないのですか？」

			「恥ずかしいからよ！　みんなに知られたら馬鹿にされるでしょ！」

			　同性婚が広まりつつあるとはいえ、まだまだ物珍しさは否めない。そうでなくても、クラスの中にカップルがいたら冷やかされるに決まっている。その程度の認識はあるだろうと思ったのに、詩乃は、きょとんとするだけだった。

			


			　ともかく、透の言いつけは守ってくれそうなので、そこはひと安心──かと思ったら、彼女はそんなに甘くなかった。午前の授業中は英語の発音が良かったり、古典や歴史で教師が求める以上の答えをしたり。美人で成績優秀な転入生にクラス中が沸き立ったけれど、そんなものは序の口だった。

			　もっとも騒然となったのは、お昼休み。

			「お嬢様、お弁当をお持ちしました」

			　ミニスカメイドの史未が風呂敷に包まれた重箱を運んできて、クラス全員が目を丸くする。裕福な家庭の子が多いとはいえ、そこまでする生徒はいない。さらに、その中身も詩乃の行動も騒動に輪をかけた。大きなピンクのハートマークが描かれた「愛妻弁当」を、詩乃が透に食べさせようとする。

			「ささ、透さま、あーん」

			「ちょっと、そういうのは……。あたし自分で食べられるから」

			　注目されている。完全に悪目立ちしている。けれど透は、それを食べるしかなかった。今朝、詩乃がお昼を届けてくれると言ったので、何も用意していなかったからだ。転入してきた時点で多少の疑問は抱いたけれど、こんな事態は想定していない。しかも箸は一膳だけ。どこまでも用意周到な嫁に戦慄を覚える。

			　──本当にただの幼馴染み？

			　──ちょっと仲良すぎだよね。怪しいー。

			　そこかしこで関係を疑う噂が立ち始める。こんな事なら早めに購買でパンを買っておくのだったと、透は後悔と羞恥に身を竦すくませた。

			


			　その後も、詩乃は腕を組もうとするなど接触を図ってきたけれど、学園で結婚の話を知られたくないという透の意を汲み自粛してくれた。しかし別々の帰宅まで承諾してくれたのは、聞き分けがよすぎて逆に意外だったほど。

			「はぅ～……」

			　ともかく彼女を先に帰した透は、無人になった教室で、椅子にもたれて溜息を吐いた。外から部活の始まる声がする。それを聞きながらうたた寝でもして、昨夜の寝不足を解消するのもいいかもしれない。

			　昨日から詩乃に振り回されっぱなし。これからもこんな状況が続くのかと思うと、気が遠くなる。とにかく今のところフィーリングが合わない。これは結婚生活において致命的じゃないだろうか。早く親に交渉して婚約の見直しを迫りたいけど、今日は疲れた。

			「お疲れの様子ね、透」

			　億劫おっくうな気分で顔を上げると、後ろ手で扉を閉めながら、玲奈が教室に入ってくるところだった。彼女もまだ帰っていなかったらしい。曇り顔で近づく親友を心配させまいと、透は眠気を振り払って背筋を伸ばした。

			「うん、何ともない……」

			「あの詩乃って子、幼馴染みじゃないでしょ」

			「にゃふっ！」

			　机の脇に立つなり、玲奈がいきなり核心を突いた。思わず舌を噛んでしまったけれど、その動揺はイエスと同義。

			「あんなお弁当を用意した上に、あーんで食べさせるとか、普通の友達じゃないでしょ」

			　ごもっとも。透と詩乃の仲を疑うのに、推理力も洞察力も必要ない。ただ、透のごまかし方が下手すぎて、みんな興味はあったものの、聞くに聞けないでいたらしい。しかし、この親友に遠慮という言葉は無縁。正面からストレートに切り込んできた。

			「で、どんな関係なのよ」

			「えっと、それは……」

			「あの子に弱みを握られているの？　どこかのお姫様で、正体をばらすなと言い含められている？　透に命を助けられて恩を返しに来た。それとも、もっと単純に、将来を誓い合った仲だったりして」

			　詩乃に話すなと言った手前、自分からばらすわけにはいかない。それなのに、玲奈が矢継ぎ早にまくし立てた推理に、ついピクリと肩を跳ね上げてしまう。その小さな反応を、目ざとい親友は見逃さなかった。

			「…………結婚するの？」

			「そそそ、そんなわけ、ない、ないじゃない。あたしが結婚なんて、そんな……」

			「するんだ」

			　隠し事をしているという意識が、身体に過剰反応させた。玲奈の真っ直ぐすぎる視線に射抜かれて言葉を失い、つい、こっくりと頷いてしまった。

			「あ、でも親が勝手に決めた事で、あたしは知らなかったの。詩乃さんの事なんて、昨日まで知らなかったんだから。ホントだよ！」

			「へー。もう下の名前で呼んでるんだ」

			「だから、そういうのじゃないんだってば。聞いてよ！」

			　意地悪な親友に頬を膨らませてみせる。すると彼女は表情を変えずに、攻撃の矛先を、今日出会ったばかりの嫁に向け始めた。

			「何にせよ、透に迷惑をかけるのは許せないな。明日、私から文句を言ってあげる。おとなしそうだし、ちょっと脅せば聞き分けてくれるでしょ」

			　握った拳を、ノックするような仕草で軽く振る。いくら困っているとはいえ、暴力に訴えるのは賛成できない。

			「待って待って！　乱暴なのはダメ！」

			「冗談よ。私がそんな事するわけないじゃない」

			　にっこり微笑み手を開いてみせる玲奈。でも目が笑っていない。不安になって、彼女の懸念を取り払っておかねばと念押ししておく。

			「あのね、詩乃さんも悪い娘じゃない……と思うんだ」

			　自分でそう言ってから、彼女の行動を思い返す。確かに幾分かの迷惑は被ったけど、嫌がらせをされているわけじゃない。むしろ、透を喜ばせようとしかしていない。

			「きっと彼女なりに、いいお嫁さんになろうとしてるんだと思う。まあ、ちょっと浮世離れしてて、どんな育て方したらあんな娘ができるのよとは思わなくはないけど、あたしのために一生懸命なのは、何となく感じるから」

			　そんな事、さっきまで少しも考えていなかった。ただ、まだ詩乃も冷静になれていないのだと考えれば、多少極端な行動に走っているのも理解できなくもない。

			「……あの子が好きなの？」

			「……何で？」

			　唐突な問いを、捻りもなく聞き返す。詩乃の心情を考えていたせいで、玲奈の聞きたい事を聞き損ねたのかと思った。首を捻りながら頭の中で質問を反復していると、彼女の顔に苦悩の色が浮かんだ。いつもの呑気さとは、まるで別人。泣き出す直前のように小さく震え、眉も八の字に下がっている。

			「だって……あの娘の事、庇うから……」

			「庇った？　あたしが？」

			　そんなつもりではなかったので、意外すぎて声がひっくり返る。言われてみれば、確かにそう聞こえなくもないかもしれない。ただそれは、玲奈が、冗談でも詩乃を脅迫しようなんてするから。

			「結婚なんて、しちゃイヤだ」

			　突然、玲奈が崩れ落ちるように膝を突いた。倒れ込んでくる彼女を、驚きながら胸で受け止める。

			「え……なに？」

			「透はあの娘と本当に結婚するの？　そんなの嫌だ。やだやだ、絶対に嫌だっ」

			　胸に顔を埋めて、同じ事を繰り返す。次第に声が大きく激しく、震え始める。透の背中に回された腕も、しがみつくように制服を握る。まるで駄々を捏こねる子供のようだ。またからかっているんだろうか。でも、くぐもった声は、ふざけているようには聞こえない。

			「どうしたの、玲奈らしくない」

			「だって……だって……」

			　髪を撫でると、玲奈が顔を上げた。その目が湛える涙に再び驚かされる。いつも冗談ばかり言っている彼女が泣いているところなんて、見た事なかったから。

			「もしかして……玲奈、あたしに結婚生活なんてできないと思って心配してる？」

			　しっかり者の彼女から見たら、透なんか相当に頼りないだろう。だからといって泣くほどかと苦笑し、でもそこまで心配してくれる親友に嬉しくなって、彼女の涙を指で拭う。

			　でも、透はまた間違っていた。

			「違う……そんなんじゃない……」

			　見上げる玲奈の潤んだ瞳が、いつしか熱を帯びている。そこに込められた意味を考えるより早く、彼女は透の膝に手を置き、顔を近づけてくる。

			「透は……私のものだもん」

			　唇が、重ねられた。そう認識したのは、吐息にくすぐられた時。彼女が顔を傾けるのに釣られて唇がわずかに捩じれる。その感触に、背筋を異様な震えが走った。

			「……やっ！」

			　思わず突き飛ばしてしまう。初めてのキスを奪われた動揺と困惑と驚愕の目で、尻もちをつく親友を見下ろした。彼女は、羞恥か後悔か、ほのかに頬を染めながら、それでも透から視線を外そうとしない。

			「玲奈、今……キス……キス……!?」

			「謝らないよ。だって透が悪いんだから。私に断りもなくあの娘と結婚するから……」

			　玲奈が涙目で睨んでくる。まだそんな誤解をしている事に驚き、大慌てで否定した。

			「しないよ、結婚なんて！　親が勝手に決めただけって言ったでしょう!?」

			「本当？　本当にあの娘と結婚しない？」

			「そのつもりはない……よ……」

			　少なくとも今のところは。しかし、膝に顔を寄せてすがる親友の必死さに、その言葉を飲み込んだ。

			「じゃあ透、私と付き合って。私の彼女になって。私、透が好き……ずっと好きだった。こんな事、言うつもりなかったのに……あんな娘が急に出てくるから……あの娘に取られちゃうと思ったら、私……！」

			「な、何を言い出すのよ急に……あたしたち、女の子同士……」

			　今の世の中、それは理由にならない。だからといって、親友と思っていた女の子から向けられる感情を、まだ、すんなりとは受け入れられない。

			　声を詰まらせながら一気に告白した玲奈は、透の凝視に耐えられなくなったのか、慌てた様子で俯いた。その時に、涙がひと雫、床にぽたりと落ちる。いつも冗談ばかりの彼女が狼狽する姿に、かける言葉が見つからない。恋愛経験がないから、こんな時に何と言えばいいのか分からない。

			　しばらく無言の時間が続き、玲奈が再び顔を上げた。少しは落ち着きを取り戻したようだけど、その目は、まるで泣きはらしたように赤い。

			「……そうだよね。こんな事、急に言われたって透だって困るよね」

			「あ、うん……」

			　玲奈の事は好きだ。でも、それは友達として。大事な親友だから、傷つけたくない。何て答えれば正解なのか分からなくて、返事を先延ばしにしてくれそうな気配に、つい安堵してしまう。しかし、それもまた早合点だった。

			「だからね、透……。せめて……キス、させて……」

			「……何で!?」

			　透は、また何か解釈を間違えたかと思った。だって、普通は付き合う前にキスしない。理屈の通らない要求に困惑し、でも、すでに唇を奪われてしまった現実もある。

			（あたし、玲奈とキスしちゃったんだ……）

			　今頃になって実感が湧いてくる。指先で、感触を確かめる。柔らかくて、弾力のある女の子の唇。親友との口づけなんて、想像すらしていなかった。でも、嫌な感じは少しもしない。むしろ、胸が妖しくドキドキする。

			（ええい、どうせ一回はしちゃったんだ）

			　それで親友を傷つけずに済むなら、安いもの。

			「い……いいよ。キ、キス……しても……」

			　覚悟を決めたつもりなのに、いざ言葉にすると、とてつもなく恥ずかしい。それは彼女も同じようだ。自分から言い出したくせに、透が承諾した途端、格段に顔が強張った。親友の意外な純情さを発見しながらも、透の冷静さは戻ってくれない。とりあえず、座ったままではやりづらいと思って立ち上がる。

			「ふわ……!?」

			　膝に力が入らず姿勢が傾いた。咄嗟に玲奈も立ち上がって支えてくれる。その彼女も、透の腕を掴んだ手は震え、膝も内股になっている。ふたりは支えを求めるようにして、相手に腕を回して抱き合った。

			「はぁ……」

			　どちらからともなく吐息が漏れる。姿勢が安定した安心感と、そして、これからキスをするのだという高揚感で。押しつけ合った胸から、二人分の鼓動を感じる。閉じていた目を開くと、正面に玲奈の瞳があった。近すぎて焦点が合わず、ぼやけた視界が現実感を奪う。唇に、彼女の吐息を感じる。その熱さも透を酔わせた。冷静な判断ができなくて、再び目を閉じ、自ら唇を寄せていく。

			「あぁ……」

			　感極まったような玲奈の声。その瞬間、脳裏に着物少女の姿が浮かんだ。チクリと胸の奥に痛みを感じたけれど、それが何かを考えるより早く、唇が触れ合った。

			「ふ……ふぁ……!?」

			　さっきよりも大きなゾクゾクが背中をくすぐった。唇だけじゃない。唇を掠るように撫でられるたび、感じた事のない痺れに頭を掻き乱される。

			（やだ、キス……気持ちいい……）
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			　相手が同性なのも気にならない。むしろ素直に快感を覚えて、自分から強く押しつけてしまう。すると玲奈も小さく呻き、身体を強張らせた。寄せ合った身体の柔らかさと体温が、さらに思考を鈍らせる。無意識に玲奈の背中を撫で回し、彼女の手も透の身体を這い回り、心地よさが高まっていく。

			　でも不意に、その呆けた頭を目覚めさせる刺激が襲った。

			「──んンっ!?」

			　ぬるっとした感触が唇を撫でる。一瞬、異様でありながら、それまでの気持ちよさとは違う鮮烈な快感に身体が硬直した。

			（これって……玲奈の舌!?）

			　上唇と下唇の間を左右に舐めていただけのそれが、次第に、強引に、閉じた門をこじ開け始めた。初めてのキスでそこまでしてくるとは思わなかったので、反射的に突き飛ばそうとしてしまう。

			「──あむっ！」

			　彼女はそれを予想していたように、両手で透の肩と頭をがっちりと抱え込んだ。体重をかけながら覆い被さり、唇にかぶりつく。背中が反って、上半身が仰向けになる。息苦しくなった透は、つい口を開いてしまう。玲奈の侵入を許してしまう。

			「あ……ふぁン！」

			　その瞬間、信じられないほど甘い痺れが全身を一瞬で駆け抜けた。舌の表面のザラザラが、まるでヤスリをかけたように擦れ合い、背中がビクンと大きく跳ねる。思考まで削られそうなほど荒々しいのに、むしろそれが癖になって、自分から動かしてしまう。舌と舌が触れ合うたびに全身から力が抜けて、透はお尻で机に寄りかかった。ガタンと大きな音が鳴るけれど、吸いつく彼女の唇と舌が、我に返るのを許さない。

			「あ……あふ、玲奈……あ……」

			　突き飛ばそうとしていた手で、玲奈の肩にしがみつく。彼女はさらに体重をかけてきて、首を左右に振りながら舌を捻じ込んでくる。唾液も流れ込み、透の口を満たし始める。

			（玲奈の……女の子の唾、なのに……）

			　初めて舌で味わう他人の唾液。それが親友のものだと思うと抵抗はなかった。口腔内に溜まったそれを、無意識に嚥下えんげする。

			「あは……透ぅ……」

			　それが嬉しかったのか、玲奈の動きが大胆になった。透の舌を絡め取り、弄ぶ。二人分の唾液が混ざり合って、ピチャピチャと音が鳴る。それは耳と羞恥心をくすぐるだけでなく、透の身体にも異変をもたらした。

			（やだ、何だか……お股、ムズムズする……）

			　透だってオナニーの一回や二回は経験ある。でも、こんなにも激しい疼きは初めてだった。指で触って鎮めたいけど、そんなはしたないところ、親友に見られたくない。

			「ね、玲奈……もういいでしょ」

			　早く家に帰って激しく慰めたかった。この際、学園のトイレでもいい。もっとキスしていたい欲求に嘘をつき、親友を突き離そうとする。

			「透、我慢できなくなっちゃったんでしょ」

			「え？　…………あッ!?」

			　いきなり、彼女の指が内腿を逆撫でした。キスに夢中になるあまり、そこがだらしなく緩んでいた事に気づいていなかった。慌てて閉じようとしたら、薄い爪の先で、内腿を何度も撫で上げられる。そのたびに、電気でも流されたように痺れて自由が利かない。脚が強張って動けない。

			「ダメ、玲奈、これ以上は……。キ、キスだけって約束じゃ……あッ！」

			「そんな約束してない。そうだ、まだ誕生日プレゼントをあげてなったよね。じゃあこれがプレゼントって事で、気持ちよくしてあげる」

			　確か「せめて」と言っていた気がするけれど、スカートの中に手が入ってきた衝撃で、曖昧な記憶がさらに不鮮明になった。しかも、この一方的な行為がプレゼントなんて、ますます理屈が通らない。裾がめくれて露わになった鼠径部を撫でられて、信じられないほど心地いい電流が腰や背中を走り回る。でも、ここから先に進むのは、怖い。

			「ね、玲奈。今日はここまでに……玲奈…………はぁンっ！」

			　突き放そうとした手が硬直した。玲奈の中指が、下着の中心に触れている。性器の窪みをなぞって小刻みに動き、堪らない快感で腰が跳ねる。

			「ダメ玲奈！　そ、そんなとこ触っちゃ……あう、あぅん！」

			　親友に秘部を触られている。その事実だけで、あまりの恥ずかしさに頭が焼き切れそうだ。なのに、口先だけで身体が拒もうとしてくれない。キスをした時から溜まり始めたウズウズが、彼女の指で悦びに転換されていく。

			　それでも、透の中に残った理性が呼びかける。

			（こんな事されて……明日からどんな顔して会えばいいの!?）

			　今ならまだ引き返せる。若干の手遅れ感は否めないけど、それでも肉欲に逆らって髪を振り乱し、親友に呼びかける。

			「だめ……駄目だよ玲奈！　と、友達でこんな……あんっ！　こんな事……」

			　愛撫は止まらない。鉤状に曲げた指で、下着の上から恥裂を何度も何度も擦り上げる。そのひと往復ごとに、身体の内側で何かが沸き上がる。未体験の熱さに恐怖さえ覚える。もう一度呼びかけようとした透は、しかし、ハッとなって言葉を飲んだ。彼女の瞳が、再び水を湛えたように潤んでいる。思い詰めた表情で唇を噛み締めている。

			「透……好き……好きぃ……」

			「そんな、玲奈……あ、あ……あっ！」

			　そんな顔をされたら、そんな切ない声で呼ばれたら、やめさせる事なんてできない。それよりも、透自身がやめて欲しくなかった。彼女の指が股間に与える媚振動は、オナニーなんかの比じゃない。中断するきっかけを失って、快感に飲み込まれてしまう。

			　ふと、昨夜の少女の裸身が、脳裏でフラッシュのように瞬いた。あの時に拒まなかったら、どんな世界が待っていたんだろう。

			（違う、今は玲奈の事だけを考えて……。そ、そうだ……そうだよ……。誰と付き合うかなんて、あたしが決める事じゃないの？）

			　本能的な性への好奇心と、勝手に結婚相手を決められた反発心。それが、透の躊躇を壊し始める。次第に、親友の愛撫を積極的に受け入れさせる。

			「ひぁ、あん、そこ…………あんっ！」

			　身悶えするたびカタカタ小さく鳴る机が、ここが放課後の教室なのだと思い出させる。でもそれより、この快感を逃したくなかった。彼女の手が動きやすいように脚を開く。すると、それを待っていたかのように、指が下着の底から潜り込んできた。

			「はぁう！」

			　直接性器を触られるとまで思っていなかった透は、再燃する羞恥で身を硬くした。しかも、ぐじゅっと湿った卑猥な音が、異様に大きく耳に響く。

			「透……すっごく濡れてる……」

			「ひっ……!?」

			　玲奈の囁きに悲鳴を上げた。言われて初めて、下着の内側の異様な熱さを自覚した。欲情を親友に指摘され、羞恥が再燃する。逃げ腰になってお尻を浮かせる。

			「だめ、逃がさない……」

			「ふぁ？　はぁぁぁう！」

			　しかし、陰唇への直愛撫が透を再び机に叩き落した。下着越しとは別世界の鮮烈な刺激が、脳天を突き抜ける。全身を覆い尽くす激しい快感痙攣に、身も心も囚われる。
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			「あ、あ、あッ、そんな……凄いの……凄い！」

			「透、声、大きい……」

			　首を仰け反らせて快感を叫ぶと、その口をキスで塞がれた。透は自ら舌を伸ばして夢中で絡める。身体の中から沸き上がる衝動に駆られるままに玲奈の首に両腕を回し、音を立てて唾液を啜る。

			「玲奈、玲奈、あたし……ふぁ、あ、あ……あッ！」

			「イキそうなのね透……。いいよ、イカせてあげる……」

			　玲奈の指が速度を増した。全身が震えて唇が外れそうになる。透はしがみついた両手で彼女の髪を掻き回し、されるがままに絶頂へと走り出す。

			「玲奈、玲奈、れなっ！」

			　何も考える事ができず、彼女の名前を連呼するだけ。快感が高まって身体が浮き上がる感覚になった瞬間、ずるるっと、思いきり舌を吸い上げられた。

			「んぁッ!?　あぶ、ふみゅうぅぅぅっ！」

			　掠れた悲鳴と共に身体が仰け反った。溜まりに溜まった欲求が一気に弾け、全身を激しく硬直させる。息が乱れて喘ぐことしかできない。それなのに、玲奈の舌で唇を舐められると、透も無意識に舌を伸ばし、口の周りがベタベタになるまで唾液を交換し合った。

			


			「玲奈の馬鹿……。キスだけって言ったのに……」

			　机に横たわり、酸素を求めて胸を上下させながら、透は、身体を重ねてきた親友に文句を垂れた。彼女も冷静さが戻ったのか、顔の脇に手を突き、申し訳なさそうな表情で身体を起こす。

			「私の事……嫌いになった？」

			　そんなわけがない。こんな事で、大事な親友を嫌いになるはずがない。それを言葉にするより伝わると思って、透は、玲奈に軽く口づけた。さっきまであんなに激しい愛撫で責めていた彼女の顔が、喜びを隠しきれないように真っ赤に染まる。

			「でも、これっきりだよ。あたし……まだ答えが……」

			「うん、分かってる。私、もう透を困らせるような事、しない……」

			　子供のような舌足らずな声で、玲奈が誓う。今回は、思い詰めたゆえの彼女の暴走。

			だから透は、それを許してあげるという意味も込めて、もう一度キスをした。歓喜の涙目で、玲奈が唇を受け止める。それを微笑ましいと思いながら、でも、正体不明の小さな痛みが、透の胸をチクチクと刺し続けていた。

		

	

			第二章　最後のデート？

			


			　誰と付き合うかは自分で決める──なんて格好つけたけど、昨日、エッチしてしまった理由の大半は、親への反発心から。玲奈の告白に応えたとは、とても言えない。彼女の勇気に向き合うだけの気持ちが自分の中にあるのか、まだ、明確には見えていなかった。

			　それは、詩乃に対しても同じ。勝手に婚約なんて決められたから反抗的になったけど、彼女自身は別に嫌いじゃない。二人に対する透の気持ちに、多分、大きな差はない。

			　婚約も告白も、透の感情的には、等しく未確定の問題。

			「あ……あんっ。玲奈……あたし、昨日だけだって言った……んふッ」

			　それなのに、透はまた玲奈にキスされていた。

			　放課後の理科実験室で机に押し倒され、唇を嬲るように吸われながら、制服を脱がされる。上着とセーターが床に放り投げられ、ブラウスのボタンを上から外される。

			「ちゅ。教室よりは、机が大きくて安定してるでしょ……ちゅる」

			「そ、そういう問題じゃ……あふっ」

			　微笑む彼女の舌で唇をくすぐられ、背筋がゾクゾク痺れて震える。

			　迷いが吹っ切れるまでは応じるつもりなんてなかった。でも、こんな場所に連れ込まれた時点で予感はあった。そして、抱きすくめられた途端、決意は簡単に挫けた。

			（だめ……。身体、疼いちゃう……！）

			　我慢できるわけがない。あれからずっと、キスや絶頂の余韻が、透の身体を苛み続けていたのだから。だらしないと思っても、覚えたての快感をもう一度味わってみたいと、心の奥底が誘惑してくる。

			「こ、こういうのは……ちゃんと恋人同士になってから……」

			「身体から始まる恋があってもいいと思うの」

			「そ、そんなこと女の子が言うものじゃ……ひぁん!?」

			　詩乃には通じた言い訳も、簡単にかわされた。悶えている間にブラウスは全開。ブラも上にずらされた。そのついでに掌で乳首を撫でられて、淡い刺激に背中が浮く。

			「はぁ……はぁ……」

			　自分の身体を見下ろして、透は羞恥で息を荒らげた。裸の乳房の間の谷間に、ネクタイだけが残されている。その光景がやけに卑猥で恥ずかしい。でも玲奈は、それを邪魔扱いしてあっさり横に払ってしまった。そして、尖った乳蕾を吸い込むように咥え込む。

			「あひっ！」

			「透の乳首、硬くなってる……」

			「そ……そういう事、言っちゃ、ダメ……んあぁっ！」

			　強く吸引され、痛みと紙一重の快感に悲鳴が上がる。手の甲で口を押さえようとしたら、その手首を玲奈に掴まれ、机に押しつけられた。仰向けの磔はりつけ状態で、左右の硬直乳蕾を交互に吸引される。

			「や……やぁぁん！」

			　学園内で乳房をはだける緊張感。誰かに見つかったらという不安。そんなものよりも、親友に乳首を弄ばれる気持ちよさが遥かに上回る。羞恥心さえ快感のスパイス。不思議な事に、恥ずかしいほど脚の間が熱くなる。

			「う、うぅぅん。ふぁぁぁん……」

			　性器から溢れた粘液で下着が湿っていくのを感じる。喘ぎながら腰をくねらせ、股間の疼きをアピールするけど、玲奈は気づかない。恨めしいけど、同時に嬉しくもあった。

			　透は、彼女に憧れていた。困ったところもあるけれど、落ち着きのない自分とは違う、大人のような余裕が羨ましかった。そんな玲奈が、まるで赤ん坊のように無心で乳首を吸っている。自分の身体に夢中になってくれている。

			「玲奈、可愛い……」

			　ぽつりと漏らしたひと言が、彼女のプライドを刺激した。ムッと不満げな顔を上げ、でも頬を真っ赤に染めて、お腹側から下着に手を突っ込んだ。硬く尖っていた肉芽をいきなり捉え、猛然と転がし始める。

			「ひ、あん！　玲奈……もっと優しく……ひぃぃっ！」

			　快感どころじゃない強烈な痺れに襲われて、背中が大きく仰け反った。手足もガクガク震え出す。あまりの反応の激しさに、玲奈も驚いた顔になり、一瞬、手が止まった。

			「透……もしかして、ここ、初めて？」

			「はじ……初め……初めて……。そこは……触った事、ない……ひっ」

			「そうなんだぁ。じゃ、ちょっとは優しくしてあげないとね」

			　透が息も絶え絶えに答えると、玲奈は、言葉とは裏腹に意地の悪い笑みを浮かべた。さらに奥まで指を進め、陰唇を抉りながら割れ目に溜まった恥粘液を掬い取る。それだけでも腰が跳ねるほど感じてしまうけど、彼女はそれを陰核に塗りつけ、再び転がし始めた。感電しそうな刺激に、またも身体が大きく跳ねる。

			「ふぁあぁっ!?　や、優しくしてくれるって……あぁぁぁう！」

			「だから、潤滑油で優しくしてあげてるでしょ」

			「そ、そんな……んぁ、あん、あん、あッ！」

			　やっぱり玲奈は意地悪だ。憧れも可愛いと思った気持ちも吹き飛んで、ただ性愛器官を責められる快感に怯える。あまりに感じすぎて、身体が勝手に逃げようとする。彼女は、そんな透の肩をがっちり抱え、引き戻すかのように乳首を吸い上げる。

			「やぁぁ……！　気持ちよすぎて、声、出ちゃう。玲奈、キスして……キスぅ……！」

			「だーめ……ちゅっ。私の口は、透のおっぱいで忙しいから……ちゅぱ、自分で何とかしてちょうだい……ちゅぱちゅぱ、ちゅるぅ」

			「ンはぁう！」

			　胸と股間を同時に責められ、放置された唇が不満に疼く。手の甲を強く押し当てても、満足な効果は得られない。せめてもと思って舌で舐めてごまかそうとしたら、まるでそれを邪魔するように、乳首に歯を立てられた。

			「ひっ、ひぃぃっ!?」

			　突き出した舌が硬直する。痺れが伝わった下半身でも、膝を立てながら腰が浮く。大きく広がった脚が、責める指に動きやすいスペースを与えてしまう。陰核と淫裂をまとめて擦られ、快感の大波が全身を覆い尽くす。

			「玲奈、ダメっ！　イク、もう……もう、あぁぁぁぁっ！」

			　昨日よりも大きな快感が襲い来る。親友の思うままに身体を弄ばれた透は、呆気ないほど簡単に絶頂に達した。

			


			　腰が抜けたように下半身に力が入らず、うまく歩けない。透は玲奈に肩を貸してもらいながら、廊下をヨロヨロと移動した。

			「大丈夫？　透って意外と激しいイキ方するよね」

			「だ、誰のせいよ……」

			　エッチの最中は夢中だけど、冷静さが戻ると恥ずかしさは三倍増し。ましてや、昨日も今日も透は完全に受け身。感じている姿を一方的に見られたのかと思うと、恨み節をぶつけたくもなる。

			（次の時は、あたしが玲奈のやらしい顔を拝んでやるっ！　……て、いや待って待って。落ち着きなさい。それだと、またエッチするって事になっちゃうじゃない）

			　透は自分に問いかけた。玲奈は、恋人なんだろうか。親友だと思っていたから、関係が急変する事に、どうしても戸惑いがある。でも、それだけじゃない。

			（詩乃さんの事を気にしてるの？　いくら許嫁っていったって、会ったばかりだよ？）

			　とはいえ、やっぱり彼女にひどい事をしている意識は拭えなかった。認めたつもりはないけれど、許嫁。それを放置して他の娘と付き合う事に、躊躇があるのかもしれない。その一方で、すでに二回もエッチした玲奈との関係に迷っているのも、失礼な話だ。

			（早いうちに、ちゃんとしなくちゃいけないんだろうけど……）

			　今の状況を考えると、詩乃に婚約解消をお願いするべきなんだろうか。しかし、親同士の思惑もあって、それは面倒そうだ。それに、好きと言ってくれた人を振った経験もないから、別れを告げるシチュエーション自体が想像できなくて、怖い。

			　どう解決すべきなのか悩んでいたら、ちょっとの間、上の空で突っ立っていたらしい。気がつくと、玲奈が下駄箱から靴を出してくれた。

			「はい、透。私が履かせてあげる」

			「え？　あ……いいよ。自分でできるって。もう体力も戻ってきたし」

			　まるで従者のように恭しく跪く親友に、ちょっと焦る。何度か押し問答をした末に彼女の手から靴を奪い返し、急いで校舎を飛び出した。

			「お先に！」

			「あん、待ってよ透ぅ」

			　玲奈も慌てて自分の靴を履き替え、追いかけてくる。しかし、彼女に呼び止められるまでもなく、透は足を止めた。

			　校門のところに、黒髪の少女が立っている。両手で鞄を持ち、門柱に寄り添うように。

			「し、詩乃さん……」

			「お待ちしておりました、透さま。さ、一緒に帰りましょう」

			　授業が終わってから二時間近い。もしかして、ずっとここで待っていたんだろうか。その間に自分がしていた事を思うと、胸が重くなる。別に一緒に帰る約束なんてしていないし、待っていたのは彼女の勝手。それなのに、後ろめたい。少しも待ちくたびれた素振りを見せず、嬉しそうに微笑む彼女を直視できない。

			（でも……）

			　いい機会かもしれないと思った。詩乃に対しても、玲奈に対しても。透は、小走りで追いついてきた親友を引き寄せ、その腕に両手を絡めてみせた。

			「今日は、玲奈と一緒に帰るから。この意味……分かるよね？」

			　さらに、しなだれかかって身体を密着させる。透の急な積極性に戸惑っていた玲奈も、即座に意図を理解し、頭を肩に乗せてきた。ここまでくっつけば、誰が見ても恋人同士。いくら浮世離れしたお嬢様でも、二人がどれだけ親密か察しがつくはず。

			　そして、目論見通り、詩乃の顔から笑みが消えた。

			「…………それが、透さまの意思、というわけですか」

			「…………そうだよ」

			　一瞬、返事に詰まる。それでも透は頷いた。彼女は動かなかった。泣くでもない、怒るでもない。無言で透の表情を見詰め続ける。

			「分かりました。お先に帰宅させていただきます」

			　しばらくの沈黙の後、彼女は無表情のまま会釈した。そして静かに背を向ける。動揺は感じられない。ただ、少し寂しそうに見えるのは気のせいだろうか。

			「……いいの？」

			　それを見送りながら、玲奈が尋ねた。詩乃に同情したというよりも、透の意思を確かめるように。

			（意思か……）

			　詩乃からも玲奈からも、問い詰められている気分だった。それが、透の本心なのかと。自分でも心を見詰め直そうとして、でも、また迷いが胸の奥から顔を出しそうになって、それを追い払うように頭を振った。

			「いいの。あの娘には、自分で好きな人を選んで欲しいから。やっぱりさ、親の決めた許嫁なんて時代遅れだと思わない？」

			「そう、思うけど……」

			　今度は玲奈の歯切れが悪い。表情は曇り、絡めた腕も、まるで迷子になるのを怖れるように、力を入れてしがみついてきた。

			


			　結局、玲奈と一緒には帰らなかった。やっぱり、どうしても拭いきれない罪悪感があったのかもしれない。そんな気分になれず、彼女に謝って走って帰宅した。

			　そして家に着くなり、詩乃が驚いた顔で出迎えた。

			「まぁ、お帰りなさいませ」

			　藍沢さんとデートでもしてくるのかと思いました──なんて皮肉でも言われるかと思っていただけに、穏やかさが逆に怖い。不安になるほど変化が見られなかったので、中庭で洗濯物を取り込んでいた史未を、こっそりと呼び寄せた。

			「史未さん、あの……詩乃さんに、何か変わった様子とかなかったですか？」

			「詩乃さま……ですか？　さあ、特に心当たりは……」

			　考えながら首を傾げるメイドさん。その目が急に見開かれた。何か思い出したのかと思ったら、逆にまくしたてるような質問を浴びせられた。

			「詩乃さまがどうかしましたか。あ、もしかしてケンカですか？　早くも痴話ゲンカなんて、透さまも隅に置けませんねぇ」

			「ち……痴話じゃないですっ！」

			　実は違っていないので激しく動揺する。その態度が、史未の好奇心を刺激してしまったらしい。

			「むふふー」

			　眼鏡の奥の彼女の目が、意地悪く細められた。抑えきれない笑みを指先で隠しながら、顔を近づけてくる。

			「まぁまぁ、若さゆえの過ちを恥ずかしがる事はありません。ぜひぜひ、お話を詳細に」

			　どう見ても興味本位。相談する人を間違えた。とはいえ、他には誰もいないので、選択肢のなさを嘆くしかない。

			「とにかく何でもありませんからっ！　詩乃さんにも変な事言わないでくださいねっ！」

			「はいはい。そこはもうメイドですから、ご主人様の秘密厳守は心得ておりますよー」

			　本当だろうか。あまりの安請け合いっぷりに疑いの目を向ける。

			（でも、ま、知られて困るものじゃないか……）

			　どうせ詩乃とは関係が切れる。変な念押しなんて、必要なかったかもしれない。

			


			　夕食は、静かだった。もっとも詩乃と会話が弾んだ事はないので、いつも通り。

			「お嬢様、学園には慣れました？　二日や三日じゃ変わらないですかねー」

			　話題をふるのは、いつも史未。変な人ではあるけれど、彼女の明るさはありがたい。しかし、今夜の詩乃は特におとなしい。透も関係がこじれたと思っているので、話に乗れない。結果、申し訳ない事にメイドさんの空回りになってしまい、ほどなく沈黙が訪れた。

			　せっかく彼女たちが作ってくれた食事も、ほとんど味を感じない。黙々とご飯を食べていたら、詩乃と史未が顔を近づけ、何やら内緒話をしている。

			（何よ。あたし仲間外れ？）

			　自分で詩乃を遠ざけたくせに、筋の通らない拗ね方をしてしまう。そんな自分を嫌いになりそうになった時、詩乃が透に向き直った。

			「透さま、お願いがあるのですが」

			　玲奈と別れろという話だろうと思い込み、つい、お箸でガードするように身構える。

			「明日の土曜日、デート、していただけませんか」

			「…………デートぉ？」

			　予想外の要求に、声が訝しげに裏返った。おそらく、機会を得て寄りを戻そうという魂胆に違いない。でも、その割には、詩乃の顔が神妙だ。

			「透さまとの……いい思い出が欲しいから」

			　思い出。その言葉と表情で、透は彼女の言わんとするところを察した。

			（詩乃さん、出て行くつもりなんだ……）

			　あんなに他の人と親密なところを見せつけられたら、気分を害するのが普通。嫌われたって不思議はない。それなのに彼女は、思い出作りで透を許そうとしてくれている。

			（なんて健気な娘なんだろう……！）

			　胸を打たれた。少なくない後悔に心苦しくなる。でも、彼女の決意を尊重しようと思った。これで最後になるのなら、仮初かりそめの婚約者として、希望には応えてあげるべき。

			「うん、分かった。デートしよ」

			「本当ですか!?」

			　詩乃が声を弾ませる。それすら寂しそうに感じたのは、透の気持ちがそう聞こえさせているのだと思った。

			


			　翌朝、二人で電車に乗った。とりあえず近隣で一番大きな街に移動するとして、そこから先は決めていない。

			　最初、行き先は詩乃に任せようと思った。急な事でリサーチなんてできなかったし、何より彼女を満足させてあげたかったから。でも「透さまと一緒なら、どこでも」としか言わなかったので、結局、透が決める羽目になった。

			「行き当たりばったりになるよ？」

			「それも楽しいと思います」

			　詩乃はそう言うけれど、透は不安だった。こういう場合、ちゃんと計画を立てないと、無駄足ばかりになるパターンが多い気がする。

			　そんな懸念はさておき、彼女の服装は、やはり休日の電車内で目を引いた。

			　今日は、桜色が映える振袖。髪のリボンは黄色。でも、出かける際に尋ねたら、山吹色だと訂正された。手荷物も、今日は風呂敷包みではなく小さな巾着。向かいの長椅子に座った女性たちが詩乃を見て「綺麗」とか「可愛い」とか囁いている。

			（うーん……。あたし、不釣り合い？）

			　Ｔシャツの上に白いジャケット、ミニスカートとスニーカー。ついでにキャップ。別におかしくない、というか透の方が女子校生的に普通だと思うのだけど、フォーマルっぽい詩乃と並ぶとカジュアルすぎて、自分がコーディネートを間違えた気分。

			「やっぱり堂々としてるのが大事なのかな」

			「何がですか？」

			「あ、いや……何でもないです。ほら着いたよ。降りよっ」

			　折よく電車が目的駅に滑り込んだので、ごまかして降車を促す。しかし、詩乃の足元は足袋と厚底の草履。ちゃんと停車する前に慌てて立たせてしまったけれど、意外に彼女の姿勢は揺るがない。

			「詩乃さんって、意外と体幹がしっかりしてるんだね。何かトレーニングしてたの？」

			「秘密です。これも花嫁修業の成果でしょうか」

			　体幹を鍛える花嫁修業って何だろう、と突っ込みたくなると同時に、その努力を無駄にさせてしまって申し訳なくなる。

			（まぁ……それは次の機会に活かしてもらえればいいか）

			　それよりも「花嫁」というワードを入れ込んでくる彼女に、報復的なものを感じた。話を振ったのは透なので考えすぎなのだろうけど、それでも、事あるごとに良心に訴えているんじゃないだろうなと、つい穿った見方をしてしまう。

			　駅を出れば、大きなビルが立ち並ぶ。透の住む街もそれなりに人口は多いけど、やはり商業地とは賑わいが違う。どこに行こうかと迷っていたら、改札のところに、おあつらえ向きのポスターが貼ってあった。

			「詩乃さん。そこの商業ビルでオートマタ展をやってるみたいだよ」

			「オートマタというと、昔の西洋のからくり人形ですね。行ってみたいです」

			　詩乃の声のトーンが上がる。説明が若干時代がかっているけれど、彼女の興味がありそうな企画に巡り合えたのは結構な事。

			（そういえば、あそこって新しいアパレルショップが入ったばっかりだっけ。駅の反対側には雑貨店とか喫茶店もあるし、そこそこデートっぽくできそう）

			　玲奈と連れ立っての買い物なら何度もしたのに、デートなんて改めて言われて、つい考えすぎていた。女の子同士のお出かけと思えば気楽なもの。

			　そんなわけで展示場まで行ってみたものの、入場料でちょっと揉めた。

			「あたしが払うよ」

			「いいえ、わたしがお誘いしたのですから」

			　いわゆる、どちらがおごるかという問題。入り口で口論しても後ろに並ぶ人の迷惑になるので、割り勘で決着となった。彼女の唇を不満げに尖らせてしまったけれど、それも入場するとすぐに直った。

			「わぁ。素敵ですね、透さま」

			　詩乃が小さく声を弾ませる。セピアがかったアンティーク調の照明の下、静かに並ぶ古めの自動人形。オルガンを弾く女性、玉乗りをする道化師。鳥籠で鳴く小鳥。貴重品なので、ほとんどは触れない上に撮影禁止で、説明文や映像で動いているところを見るだけ。しかし中には触れてもいいレプリカもあって、小鳥のさえずるオルゴールの綺麗な音に、二人で聞き入った。

			「自分で動いてしまうなんて、すごいお人形さんたちですね」

			「そうだね」

			　そう返事をしてから、透は詩乃の横顔を盗み見た。彼女をお人形なんて思いはしないけど、この婚約に対する彼女自身の意思が見えない。見ず知らずの女の子と結婚しろなんて言われて、どうして不満に思わないんだろうか。

			（そんな事、今さら聞いてどうするのよ）

			　これはお別れのためのデート。せっかく楽しそうにしているのに、無理に蒸し返す必要はない。だけど、やっぱりどうしても気になる。いい子にしている彼女の裏側を、本当の顔を見てみたい。そんな事を考えながら、ぼんやりと人形を眺めていたら。

			「…………透さまは、わたしがお嫌いですか？」

			「え、え？　そんな事、ないよ」

			　いきなり、詩乃からの不意打ちを食らった。反射的に返事をすると、彼女は小首を傾げながら透を見詰めてきた。

			「本当に？」

			　嫌いじゃない。嫌いなわけがない。少しずれたところもあるけれど、悪い娘じゃないのは、この数日でよく分かった。親にはよく従い、透にも素直。むしろ、この聞き分けのよすぎるところが彼女の悪いところだと思うくらいに。さっき裏の顔を見たいなんて思ったけれど、そんなもの、きっと詩乃にはないんだろう。

			　別れを告げるために、あえて嫌いと言うのも親切なやり方。でも彼女の純粋すぎる瞳の色が、透の本音を強引に引き出す。

			「本当だよ。嫌いじゃない」

			「そう……。よかった、それだけを聞きたかったんです」　

			　詩乃の表情が緩んだ。ただでさえ垂れ気味の目尻が、さらに下がる。

			　その変化で、彼女が緊張していたのだと分かった。喜んでくれたのだとしたら、下手に嘘を吐かなくてよかった。

			（あ、もしかして……これがデートの目的だったのかな）

			　こんな話、改まって聞き出すには、確かに家よりも外の方がやりやすい。

			　詩乃の横顔が踏ん切りがついたように晴れ晴れとなる。それがむしろ透の胸を締めつけた。尽くしてあげたい気持ちが、にわかに芽生える。

			「ねえ、この後はどうする？　駅の向こうにお洒落な雑貨屋があるんだけど」

			　展示会場を出て、テナントを眺めながら詩乃に尋ねる。

			「透さまにお任せします」

			「あ、うん」

			　デートの企画者は彼女なのに、すっかりエスコートする側にされてしまった。やはり透が旦那様役という認識なんだろうか。

			（そりゃ、確かに詩乃さんの方がいかにもお嫁さんって感じだけど……あたしだって一応は女の子なんだけどなぁ）

			　どうせなら自分もお嫁さんがいい。結婚式は二人でウェディングドレス、なんていうのもありだろう。

			　ふと、そんな妄想が浮かんで、でも大慌てで首を振る。

			（いやいや。詩乃さんとはこれで最後なんだよ？）

			　思い出作りに尽くしてあげたい気持ちが、錯覚を起こしたに違いない。透は、少し頭を冷やしたくなった。

			「……ちょ、ちょっとトイレ行ってきていいかな」

			　隣にいると彼女のペースに巻き込まれる。断りを入れると、いけないと思いつつ、店内を小走りで移動する。

			　でも、その焦りがいけなかった。フロアの奥、階段横のトイレの前で、脚にトスンと軽い衝突感が。何かと思ったら、足元で、小さな女の子が尻もちをついている。透と目が合うなり、その大きな瞳いっぱいに涙が浮かんだ。

			「うわーん！」

			「うわ、わわわっ！　ごめんっ、どこか痛かった？」

			　大泣きされて慌てふためく。でも、泣き出したのは透とぶつかったせいじゃなかった。

			「ママ……ママどこぉー？」

			「え、え？　迷子ぉ!?」

			　掠れた声で母親を呼んでいる。周囲を見回しても、それらしい人は見当たらない。この子は階段の方から現れたので、おそらく別のフロアにいるんだろう。問題は上か下か。迷っていると、異変を感じたらしい詩乃が、トコトコと駆け寄ってきた。

			「あ、詩乃さん。この子を見ていてあげて。あたし、ちょっと母親を探してくる！」

			「お待ちください」

			　駈け出そうとした透を、詩乃が呼び止める。

			「どこを探すおつもりですか？　無暗に走り回っても時間がかかるだけです。それより、迷子センターで呼び出していただきましょう」

			「あ、そうか」

			　それが正しい対応だ。浮世離れしていると思っていた詩乃に指摘され、彼女に変な先入観を持っていたのだと気づかされる。

			「それでは参りましょう。といっても、どうやってこの子を連れて行けばよいのか……」

			　正しい対応は分かっても、ひっくひっくと泣き続ける迷子には、さすがに詩乃も困り果てる。透は女の子の前にしゃがみ込み、できるだけ優しく目線を合わせた。

			「お姉ちゃんたちが、一緒にママを探してあげるね」

			「…………うん」

			　やっと少し泣きやんで、小さくコクリと頷いてくれた。近くの店の人に迷子センターの場所を聞き、おんぶで連れて行く。

			　ほどなくして、放送が店内に流れた。後は母親が来るのを待つだけ。

			「では、後はお店の方にお任せして……透さま？」

			　詩乃が行こうとする。だけど、透は動く気になれなかった。迷子の女の子が、不安そうにこちらを見ている。

			「ごめん詩乃さん。一緒に待ってあげてもいい？」

			「……そうですね。そういたしましょう」

			　彼女も同意し、並んでパイプ椅子に腰を下ろした。女の子も透の膝に乗ってくる。係のお姉さんがジュースとお菓子を出してくれたので、一緒にもらう事にした。

			　しばらくすると女の子がウトウトし始めたので、小声で謝る。

			「……ごめんね、デートの途中で」

			「いいえ。この子を見ていると、透さまと初めてお会いした頃を思い出しますから」

			「初めてって……。この前の、駅での話？」

			　詩乃は静かに睫毛まつげを伏せ、ゆっくりと首を横に振った。

			「そうではありません。あれは……ちょうど、この子と同じ年頃だったでしょうか」

			　透は間の抜けた顔で、目と口を大きく開いた。初対面だとばかり思っていた詩乃と、子供の頃に会っていたなんて。

			「やっぱり覚えていなかった」

			　咎めるでもなく、呆れるでもなく、まるで年上のお姉さんが幼児の他愛のない悪戯を見つけたように、クスリと笑った。

			「ごめん。あたし……」

			「すみません！　子供はここですか!?」

			　そこへ、興奮した若い女性が駆け込んできた。小声で話していた透と詩乃は、息を切らした甲高い声に驚き振り返る。

			　女性は、迷子の母親だった。アンティークマニアで、透たちも見ていた展示場を見に来たのだけど、いつの間にかはぐれてしまったらしい。多分、子供の目には古い人形が怖く映って、勝手に会場を出てしまったんだろう。動転するあまり、自分で店内放送を流してもらうなんて事には気が回らず、地下から最上階まで何往復もしていたのだと、申し訳なさそうに何度も何度も頭を下げた。

			「本当にありがとうございました。何かお礼を……」

			「へ？　いえ、あの、お構いなくっ！」

			　そんなつもりなんてなかったので、今度は透が慌てる番になった。詩乃の手を引き、逃げるように迷子センターから飛び出す。着物の彼女には悪いけど、スピードを落とす事なく、一気にビルを後にした。

			「ああ、びっくりした。あ、ごめんね詩乃さん。強引に引っ張っちゃって」

			　駅前のコーヒーショップに辿り着き、やっとひと息。落ち着きを取り戻したところで、詫びを入れる。

			「わたしは平気です。でも、お礼は受け取った方が、あのお母様のためだったのでは」

			「それは、そうなんだろうけど……」

			　透は、注文したアイスコーヒーをストローで飲みながら口籠った。こんな場面は何度も経験があるのに、お礼と言われると、いつも恥ずかしくなってしまう。詩乃は苦笑し、それ以上は追及しなかった。

			　そして、彼女の言葉でもうひとつ思い出す。寝ていた女の子に、ちゃんとお別れを言えなかった事を。それだけは、ちょっと後悔する。

			「あの子、目が覚めたら、あたしたちの事を夢だったって思うのかな。でもその方がいいよね。ママとはぐれるなんて、怖い思いをしたんだから」

			　透が氷をストローで掻き回しながら同意を求めると、向かい合って座った詩乃は、静かにティーカップを置き、さっきと同じように首を振った。

			「いいえ。きっと透さまの事は素敵な思い出になっています。……わたしのように」

			「そういえば、さっき言ってたよね……。子供の頃に会ってたって……」

			　覚えがなくて、ストローを咥えながら首を傾げる。

			「ええ。一度だけ。わたしが家出した時に」

			　いきなり、彼女とは無縁そうな単語が飛び出して、コーヒーを噴きそうになった。

			「い、家出っ!?」

			　穏やかでない話に、周囲を気にして小声で聞き返す。しかし彼女は平然と、少し声を抑えて話し始めた。

			「はい。あの頃は両親が共働きで、わたし、ひとりでお留守番する事が多かったんです」

			「えぇ～、子供ひとり残して？」

			　いくら忙しくても、さすがにそれはと思ったら、彼女は慌てて訂正した。

			「あ、いえ。正確にはお手伝いさんがいたんですけど、わたし、あまり懐かなかったらしくて……。それで、ある日、透さまの家に預けられる機会があったんです」

			「うーん。そんな事があったような、なかったような……」

			　透も、彼女の話を聞きながら記憶をたぐるけど、なかなか思い出せない。その頃は割と頻繁に友達が家に来ていたし、一度きりという子も珍しくなかったから。

			「その時、わたし、透さまに不満を漏らしたんです。……いいえ、ただの我侭わがままです。お父様もお母様も、お仕事ばかりで全然遊んでくれないって」

			「それで、家出？」

			「はい。透さまがお勧めしてくれました」

			　今度は我慢できず噴き出した。コーヒーがカップの中でブクブク泡立つ。蓋がなかったら、テーブルの上や服が悲惨な事になっていたところだ。

			「嘘です。透さまは、わたしの我侭に同情して家出に付き合ってくださったんです。あ、そういえば、書き置きをするのは教えてくださいました。どこで覚えたんですか？」

			「どこでって……知らないよっ」

			　でも、おかげでうっすらと思い出した。その日に初めて会った、着物を着た友達への同情。無責任な大人たちへの、幼くて純粋な憤り。もちろん、そんな難しい言葉なんかで考えていないけど、当時の感情が記憶の底から浮上してくる。

			　面倒を見るため、一緒に透の家へ来ていた詩乃の家政婦の目を盗み、夕方に手を繋いで家を出た。そこからはハプニングの連続。まず、暗くなった河原で転んだ詩乃を庇い、透が川に転げ落ちた。幸い水深が浅かったから大事には至らなかったけど、いきなり二人で服を汚す事に。その後も、犬に追いかけられたり、道に迷って泣いた詩乃を慰めたり。

			　今になって思えば、捜索願が出ていたんだろう。透たちを見つけたのは、お巡りさん。パトカーで交番に連れて行かれ、迎えに来た両親にこっぴどく叱られた。

			「わたしも透さまも、父親にげんこつをもらって、コブができましたよね」

			「そ……そうだったっけ。でもさー、そんな事があった後で、うちの親、よくあたしを放任できたよねー。感心するよねー」

			　もう完全に思い出したけど、幼い自分の所業が恥ずかしくて、とぼけ続ける事にした。

			「それは……きっと、原因がわたしだと分かっていたからなのでしょう。身勝手に巻き込んでしまったのに……」

			　詩乃も話しながら懐かしくなったのか、手にしたカップを見詰め、薄く微笑む。

			「透さまは、家出している間も、叱られている時も、ずっとわたしを庇ってくださいました。家政婦さんが不手際を責められクビになりそうだったのも、自分のせいだとおっしゃって、お咎めなしにしてくださって」

			「あたし、そんなに格好いい事したかなー」

			　そこまで詳細には覚えていないので、とても自分の話を聞かされているとは思えない。ずいぶんと肝の据わった子供だったみたいだ。それにしても、こんなにドラマティックな出会いを完全に忘れていたなんて、自分の記憶力のなさが情けなくなる。
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			「そして、ここからが重要なのですが……」

			「まだあるの!?」

			　もう恥ずかしい武勇伝はお腹いっぱい。なのに詩乃は、もっと耳を疑うような話で追い打ちをかけてきた。

			「別れ際、透さまは、わたしにプロポーズしてくださったのです」

			「プ、プロポ……っ!?　あたしが!?　詩乃さんに？　逆じゃなくて!?」

			「はい、間違いなく透さまから。大きくなったらお嫁さんになってね……と」

			　そんな事を言った記憶がなくもない──のだけれど、どうしてそう思ったのかまでは思い出せない。一緒に冒険をして仲間意識でも芽生えたんだろうか。当時の自分にみっちりと問い詰めたい。

			　その家出の数日後、詩乃は引っ越して行った。彼女が透の家に預けられたのは、遊びに来たわけではなく、荷造り作業のためだったようだ。

			　ともかく、二人はそれっきり。駅前のひったくり事件で再会するまで。

			「その間、わたしはずっと花嫁修業に明け暮れていました。透さまにふさわしい、立派なお嫁さんになるために」

			「そんなの子供の約束でしょっ？　この歳になって本気にする事じゃ……」

			「わたしは本気でした」

			　断言する詩乃の目に迷いがない。穏やかな雰囲気の中に潜む、揺るがない意志に気圧されて、透は思わず息を飲む。

			「あの時から、わたしの中には透さまだけでした。その気持ちは今でも変わりません。ずっと……ずっと、好きでした」

			　所詮は世間知らずな子供の妄言。そんなものを一途に思い続けてくれた彼女に、透は複雑な気持ちになった。驚かずにいられないし、とても嬉しい。そして何より、申し訳なくて胸が痛い。

			「じゃあさ、がっかりしたでしょ。今のあたしがこんなので」

			　プロポーズどころか、詩乃の事さえ忘れていたのだから。でも、彼女の表情に失望の色はなかった。

			「いいえ。透さまは昔のまま、素敵な人でした」

			


			　どこが素敵なんだろう。

			　夜、透は真っ暗な天井を眺めながら自問した。自分では何の取得もない普通の女の子だと思っているし、彼女の前で格好のいいところを見せた覚えもない。今日は迷子を助けたけれど、大した加点になるとも思えない。

			　それより、婚約が彼女の意思であった事が驚きだった。親の言いなりで将来を決められたら可哀想だと思ったから、突き放そうとしたのに。

			「もう！　あたし、何やってんのよっ」

			　とんだ間抜けだ。でも、今さら詩乃とやり直すわけにはいかない。彼女を傷つけた自分に、その資格はないからだ。

			　それに、玲奈の事もある。当てつけに利用したという後ろめたさが、どうしても拭えない。そうでなくても、好きと言ってくれた親友を見放す事はできなかった。飄々としているように見えて、同性に告白するのは並大抵の勇気ではなかったはずだから。

			「今さら引き返せないなら……」

			　このまま、詩乃にはご退場願うしかない。もうこの家を出る決意をしたようだし、婚約騒ぎもこれで終わり。どう考えても自分が悪者だけど、そんなのは嫌だけど、自業自得。仕方ないだろう。

			　答えが出たので、これ以上は考えるのをやめて、透は眠る事にした。

			


			　どれくらい経っただろうか。変な夢を見た。誰かに手首を縛られている。鎖が擦れ合うような、軽い金属音も聞こえる。

			（自覚がある夢をなんていったっけ。前に玲奈から聞いたんだよな。ええっと、明めい晰せき夢む？）

			　それにしたって思考が具体的すぎる。何より、手首に絡む感触が妙にリアルだ。

			「ん……」

			　ぱっちりと目が開いた。すんなり覚醒状態になったので、どうやら、睡眠と覚醒の狭間にいたようだ。部屋が明るいのも、朝になったのではなく天井の照明が点いている。やけに眩しくて反射的に目を細め、そして、この状況にデジャヴを感じる。

			「お目覚めですか？」

			　案の定というか予想外というか、視界に詩乃が入ってきた。前回と違うのは、寝間着の赤い襦袢姿という事と、そしてもうひとつ。

			「ちょ、あれ……あれ？」

			　手首の自由が利かないと思ったら、革製の手錠が嵌はめられていた。左右とも枕の脇に置かれ、鎖でベッドの端に繋がれている。浅い眠りの中で、この感触が夢に出てきたみたいだ。わけが分からず首を巡らせると、開いたドアのところに立つメイドの姿が。

			「あ、史未さん！　これ外して……」

			　しかし彼女は、救いを求める透を無視して、軽く頭を下げた。

			「それではお嬢様、私は明日まで戻りませんので、ごゆっくり」

			　そして、手にした小さな鍵を、まるで透に見せつけるように、ゆっくりとエプロンのポケットにしまう。その抑えきれない笑みを見る限り、どう考えても、この手枷のものだ。という事は、この拘束も彼女の仕業。

			「ちょ……史未さんっ!?」

			　焦る透を尻目に、メイドさんがドアの向こうに消える。と思ったら、ひょこっと再び顔を覗かせた。

			「透さまも、今夜はいっぱい楽しんでくださいね。それと、可能ならばで結構なので、後でレポートよろしくぅ」

			「楽しむって、どういう事？　レポートって何？　ねえ、ちょっと！」

			　必死の呼びかけに応えてもらえず、今度こそドアが閉められた。そして階段を軽やかに下りる気配に続いて、靴を履き、玄関を出てドアの鍵が掛けられる音が微かに届く。

			　監禁、という言葉が頭をよぎった。

			（……って、ここ、あたしんち！）

			　とはいえ状況はまさにそんな感じ。そして、主犯と思われる少女が透のお腹の上に跨がっている。その表情は、初めての夜に見せたように、穏やかでありながら淫靡な笑み。

			「し、詩乃さん……」

			「詩乃、とお呼びください、透さま。わたしは、あなたの妻になるのですから」

			「その話はなくなったんじゃなかったの!?」

			　だから今日、最後の思い出作りにデートをしたのに。しかし彼女は、透の言葉が理解できないかのようにきょとんとしている。

			「何でそんな顔なのよっ。あたしが玲奈と付き合ってるのを知って、それであたしの事を諦めて、婚約解消を決意してくれたんだよねっ!?」

			「わたし、そんな事、言いました？」

			　詩乃は顎に人差し指を当て、小首を傾げた。透は、あんぐりと口を開ける。

			「言ってない……けど、この家から出て行く雰囲気、バリバリに出してたじゃない！」

			　思わせぶりな彼女が悪いのか、確認しなかった自分が悪いのか。どちらかといえば後者だけど、それを棚に上げて責め立てる。

			「んー。仮にそうだとしても、学園では毎日顔を合わせるわけですし。だって、わたし今週転校してきたばかりです。なのに、またすぐ転校というわけにはいかないでしょう？」

			　詩乃が、不思議そうな顔で首を左右に傾ける。確かに常識的に考えれば、まったくもって彼女の言う通りなのだけど、その態度が白々しい。

			「でもでも、思い出を作りたいって……」

			「はい。透さまとは長いこと会えませんでしたので、その分を埋めたくて。ですから、これからも結婚までに思い出をたくさん作りましょうね」

			　そしてニッコリ、屈託のない笑顔。

			（だ……騙されたぁーっ！）

			　落ち込んだふりでデートに持ち込み、同情を誘う作戦だったのか。とはいえ事実確認を怠ったのは透のミス。勝手に早合点しただけと主張されるのは目に見えている。でも幼少時の話は本当だし、彼女にしてみたら、振られそうな危機を、うまい具合に関係強化へと転換したつもりなんだろう。実際、かなり情にほだされたわけだし。

			　とはいえ、やっぱり親友は見捨てられない。

			「そ、そうだ！　あたしは玲奈と……」

			「二度も淫らな行為をした件ですか？」

			　言葉を遮られ、あうあうと口元が空回り。それ以前に、どうして玲奈とのエッチを知っているのか。すると詩乃は両手を頬に当て、恥ずかしげに身体をくねらせた。

			「だって……わたし、透さまの事をず～っと見ていましたから。当然、藍沢玲奈さまとの淫行も、最初から最後までしっかりと。透さまって、受け身がお好きなのですね。二度目なんて、机に押し倒されて、藍沢さまの指で、こう……」

			「わぁわぁ、わぁぁぁぁっ!!」

			　詩乃の話を大声で遮った。その時の描写が具体的すぎる。これはもう、確実に見られていると考えて間違いない。

			「あのね、あの……あれは……」

			　詩乃を突き放すつもりだったのだから、本当なら言い訳なんて必要なんてないはず。だけど、やはりエッチの現場を見られていた衝撃が大きすぎて、冷静でいられない。どうにか取り繕えないかと頭を必死に巡らせていたら、とぼけた顔の彼女に頬を撫でられた。

			「勘違いしないでくださいね、透さま。わたし別に、藍沢さまと関係をもった事を責めているわけではないのです」

			「……え？　だったら……」

			　この拘束は何のためだろう。鎖をガチャガチャ鳴らしながら首を傾げる。彼女から見たら浮気なわけで、それを責めないというのは理解できない。

			「透さま、ひどい。どうしてわたしを可愛がってくれないのですか？」

			「はい？」

			　急に詩乃が拗ねた。混乱と焦燥で、その急変についていけない。

			「他の方ばかりじゃなくて、わたしの事も抱いてください」

			「えぇっ？　……きゃあっ!?」

			　言うなり彼女は、透の首筋に吸いついた。別に強く吸引されたわけじゃない。軽く、掠めるように頸動脈を撫でられただけ。それなのに、股間が激しく疼いた。尿意を我慢するように、内腿をキュッと締める。

			「し、詩乃さん……。こういうのって、ほら、結婚前は……」

			「藍沢さまとはしたのに？　それに、よく考えたら結婚は決定しているのですから、婚前交渉をしても問題ありませんよね」

			　詩乃は声を弾ませながら、透のパジャマのボタンをぷちぷち外した。あっという間に前が開かれ、生の乳房が晒される。

			「や、やぁん!!」

			　玲奈に一度見られているとはいえ、裸を見られたら肩が竦む。でも、それだけでは終わらなかった。ズボンにまで手がかかり、今度は意識的に内腿を締めて抵抗する。すると彼女は、お尻の方から両手を突っ込み、撫でるようにして下着ごと剥ぎ取った。

			「だめだめ……だめぇ！」

			　ズボンとパンツが太腿まで下ろされる。両手が使えないので、膝を閉じて必死に抵抗。

			それでも、恥ずかしい下の毛が、むざむざ詩乃の目に晒されてしまう。ここまで脱がされたら同じ事と分かっても、腿や膝を懸命に締める。しかし、詩乃も諦めない。

			「んー、ぺろっ」

			「ひあぁぁっ!?」

			　身体を屈めて脇腹を舐めてきた。予想外の攻撃に、一瞬、意識が奪われる。彼女にはそれで十分だった。透の下半身を守っていた物が、完全に足首から抜き取られてしまう。

			「だめぇぇぇ！」

			「んふふ。ここは学園ではないので、大声を出しても大丈夫ですよ」

			　そう言いながら、透の脚を、膝から内腿にかけて軽く撫で上げた。さっきの首筋へのキスと同様、掠める程度の接触。なのに、堪らないゾクゾクで歯を食い縛る。

			（な、何これ……すっごく……）

			　その後の言葉を、頭の中で飲み込んだ。こんな強引なやり方をされて、身体が悦ぶはずがない。気のせいだと自分に言い聞かせ、お腹の上の詩乃を睨みつける。しかし彼女は、なぜか目を細めて嬉しそう。

			「あはぁ……。透さまが、物欲しそうな目でわたしを……」

			「ば、馬鹿な事言わないで！　あたし、そんなつもりじゃ……」

			　自分の身体を抱きしめ悶える詩乃に焦りを覚える。怒ってみせたつもりなのに、うまく伝わっていないんだろうか。

			　戸惑う透を見下ろして、彼女は襦袢の帯をスルスル解いた。前を開くと、その下はパンツさえ穿いていない完全な裸。前にも見た羨ましいほどに白い肌と豊満な乳房、妬ましいほどに細いウエスト、そして意外に濃い恥毛を、惜しげもなく見せつける。
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			　同性の裸に、生唾を飲み込んだ。彼女の淫靡な微笑みに見下ろされ、どういうわけか胸が高鳴る。浮気の罪悪感や謀られた憤りを、忘れてしまいそうになる。

			「透さま……。わたしと、愛し合いましょう……」

			　綺麗な裸が、降ってきた。透は目を逸らせない。呆然と見詰めたまま、頬を掌に包まれる。詩乃の顔がわずかに斜めになって、その目がゆっくりと閉じられる。

			「ふぁぁ……」

			　彼女が喘いだのかと思った。でも、震えているのは透の喉。左右に動く彼女の唇で唇を撫でられ、頭の中が芯まで痺れる。

			「ど、どうしてこんな……こんなに……。あ……！」

			　キスに感じている場合じゃない。そんなつもりじゃなかった。なのに、チュッチュと繰り返し吸われるたびに、快感が大きくなる。まだ舌さえ使っていないのに、異様なほどの気持ちよさで背中が勝手に悶え始める。

			（し、しっかりしなさいよっ。あたし、この娘と別れるんじゃなかったの!?）

			　その意思とは裏腹に、身体が快感の方へ流される。彼女の腕が首に回された。しっかりと身体を重ね、濡れた舌が入り込んでくる。透は拒むどころか、自分から唇を開いて迎え入れてしまう。

			「あ、あたし何を……でも、あ……あんっ」

			「はぁ……。透さまとのキス、夢のようですぅ……。気持ちいい……ちゅ、ちゅるっ」

			　詩乃の舌が絡んでくる。先端を突き合うだけの、控えめな舌愛撫。気持ちいいけど刺激が弱い。その物足りなさが罠だった。焦れた透の舌が、本人の意思とは無関係に彼女のものに挑みかかった。ざらつく表面同士を擦り合わせ、螺旋を描くように絡みつかせる。

			「あふぅン」

			　自分で仕掛けておいて、透は堪らず喘ぎを漏らした。その声で少し我に返り、唇を離そうとする。でも、今度は詩乃に捕まった。透の舌を逃がすまいとして唇で挟み、扱くように吸い上げる。

			「んふ、透さま、いい顔……。ちゅぱ、ちゅば、ちゅ、じゅるるっ」

			　舌を吸われるたび、まるで催眠術にかかったように視界が霞む。なまじ玲奈に教え込まれたキスの快感が、透を捕らえて離さない。

			「んあ、あぅ、ふぁぁっ……。し、詩乃さん……」

			「透さま、さっき申しました。詩乃です。詩乃……と、お呼びください……」

			「し、詩乃……詩乃……。ン、ちゅぅぅぅっ」

			　名前を呼ばれて、彼女のキスはより複雑になった。根元に痛みを感じるほど強く吸ったかと思えば、くるくると巻きつけるように回転させる。透はそのすべてに翻弄されて、その動きを真似してしまう。

			（あたし、どうしちゃったの？　別れるつもりだった娘とこんなに……）

			　どうして、これほど簡単に唇を許してしまっているんだろう。確かに彼女は嫌いじゃない。可愛いとも思った。でも、それだけが理由じゃない気がする。

			　戸惑いながら口づけていると、ふと、詩乃がか細い声で透の名前を呼んだ。

			「透さま、好き……。透……さまぁ……」

			　小さいのに、悲痛な叫び。いつもの呑気さとは違う切なさに、ハッと胸を衝かれる。

			　普段の詩乃の言動は、惚けているようにしか見えない。でも、肌や唇を通して懸命さが伝わってくる。透への好意。その想いが透に届いていないのではという不安。同じ事を、玲奈の時にも感じた。言葉には表れない彼女たちの本音が愛撫に透ける。

			（この娘も、本当にあたしを……）

			　確かにデートはだまし討ちみたいだったし、拘束もどうかしている。でも、彼女の一途さを裏切ったのは透の方。こんな強引な事をさせたのは自分だと思うと、胸が痛んだ。突き放す気持ちにはなれなかった。だから、身を任せるのは罪滅ぼし。そう思えば罪悪感も薄れてくる。

			（罪悪感……？　誰に対しての？）

			　詩乃だろうか。玲奈だろうか。あるいはその両方。そもそも自分は、本気で彼女たちの思いに応えようとしただろうか。呆けた頭で、それでも真面目に考えようとした時。

			「透さまぁ……ちゅ、ちゅる、ちゅるぅ」

			「ふみゅぅぅぅ！」

			　激しく舌を吸い上げられて、背中を媚電流が走り抜けた。一瞬で思考が飛んで、そして思い知る。唇を許したのは、彼女を突き放せないのは、同情のせいばかりじゃない事を。

			「あふ、んぁ……ちゅ、じゅるっ」

			　すっかり女の子の唇に魅了され、透も彼女の口腔内を舐め回した。ピチャピチャと粘着音が次第に大きくなって、口の周りを唾液が濡らし始める。それを互いに舐め合って、再び相手の口に舌を突っ込む。

			「はぁ……あふ、どうして、どうしてこんなに……ちゅ、ちゅ、じゅぱっ」

			　ただ舌や唇を合わせているだけなのに、全身が蕩とろけそうだ。でもキスに気を取られていたら、今度は違う快感に襲われた。詩乃が、重ねた身体を動かし始める。まるで汗を塗りつけるかのように、一分の隙もなく、ねっとりと肌を押しつけてくる。彼女の乳房で透の乳房が潰される。もちもちの柔らかな感触の中、硬くなった乳首が時々擦れて、電気刺激のような快感で目眩を起こす。

			「どうですか透さま……気持ちいいですか？」

			「き、気持ち……いい、気持ちいい……あぁぁんっ」

			　一度は飲み込んだ言葉を思いきり叫ぶ。それを聞いた詩乃の舌が、首筋を逆撫でした。耳朶を甘噛みしたかと思うと、再び頸動脈を吸引する。彼女が何かするたびに全身がゾクゾクした心地よさに支配される。抱きしめたくなるけれど、手枷が邪魔をして叶わない。その欲求不満が、透の腰を淫らに踊らせた。

			「身体……勝手に動いて……。ち、違……あたし、そんなエッチじゃ……ンふぁっ！」

			　これでは快感に負けただけ。友達思いとは程遠い。しかし詩乃は嬉しそうに興奮した声で、ぴちゃぴちゃ耳を舐め回す。

			「いいんです、透さま。もっと、もっと感じてください」

			「だめ、耳……ふぁ、あぁぁん」

			　いやらしい唾液の粘着音に聴覚を犯され身悶えしていたら、今度は蠢く五指に脇腹をくすぐられた。普通なら笑い転げているところ。でも感じ方が全然違う。口から漏れるのは笑いではなく熱い喘ぎ。腰が上下左右に踊り狂う。

			「凄い……凄いぃぃ……！」

			　あまりに感じすぎて、震えた声がうわごとのように漏れ出す。こんなに全身が快感に侵されるのが信じられない。まだ、乳首や性器といった分かりやすいポイントを責められてもいないのに。

			「こ、こんなの……どこで覚えて……あぅ！」

			　唾液をまとった淫らな舌が、乳房を下から舐め上げた。乳首が掠めるように弾かれて、今日最大の電流が走る。詩乃は仰け反る背中を抱きしめて、そのまま乳首を咥えた。

			「ちゅ、ちゅる。もちろん、自分の身体を使って……後は、史未さんに頼んで資料を……ちゅぱっ。花嫁修業の成果が出せて嬉しい……ちゅ、です……ちゅるるっ」

			「やん、喋りながら乳首吸わないで……吸っちゃダメぇぇぇっ！」

			　透の懇願を無視するどころか、彼女はもう一方の乳首も責め立てた。二本の指で摘んで転がし、あるいは指を震わせ細かく震わせる。

			「んひ、ひは、あひ、ひぃぃぃっ」

			　変な悲鳴が抑えられない。快感を堪えるために彼女の腰を太腿で挟むけど、そんなもので気は紛れない。それどころか両の乳輪を交互に舐められ、逃げ場のない気持ちよさに頭がおかしくなりそうだ。

			「透さま、おっぱい気持ちいいですか？」

			「いい……。おっぱい気持ちいい……」

			　淫熱に冒されて、恥ずかしい告白も簡単に口を突く。言ってから後悔するけど、まるでご褒美のように舌で乳首を弾かれ、激しい悦びが身体を貫いた。

			「あぅ！　はぁ……はぁ……」

			　一瞬、浮き上がったように感じた。軽く達してしまったみたいだ。自分の状態がよく分からずに混乱していると、胸の谷間に頬擦りしながら、詩乃が細めた目で透を見詰めた。

			「では、そろそろ……」

			　彼女も興奮しているのか、上擦った声で透の身体の上を移動した。しっとりとした肌に這われる感触と、硬い乳首にくすぐられる快感とで身を捩る。その気持ちよさに耐えるだけでも頭がいっぱいだったので、彼女が次に何をしようとしているかなんて、考える余裕すらなかった。

			「ちゅ、ちゅっ」

			「んぁ、あん、あふっ」

			　その道中でも、透の身体にキスを降らせる。乳房、脇腹、へその周り。時々同時に乳首も捏ねられ、背中が小さく跳ねてしまう。そうして弄ばれていたら、彼女の舌が一気に太腿を駆け下りた。右脚を持ち上げ、膝を見詰める。

			「ケガ、もうほとんど目立ちませんね」

			「あ……？　うん、かすり傷だったから…………ふぁん」

			　その傷跡に舌が触れた。まるで仔犬のようにペロペロと舐められ、さざ波のような快感が伝わってくる。お礼なのかお詫びなのか、舐めるだけでなく吸いついたり甘噛みしたりと、かなり執拗な口唇愛撫。

			「あ、あっ……あんっ」

			　さざ波が、次第に大波に。膝で快感を覚えるとは思わなかった透は驚きに戸惑う。しかも、膝を濡らしていた唾液が腿を垂れ落ち、その感触にも腰が跳ねる。そして、その跡を辿るように、詩乃の舌が脚の付け根まで一気に動いた。

			「ふぁっ!?」

			　鼠径部の窪みを逆撫でされて、両脚が痙攣しながらピンと伸びる。でもここに至って、ようやく彼女の本命に気がついた。指先が恥毛を掻き回している。一番恥ずかしい部分が射程に入っている。快感に飲まれて忘れていた羞恥心が復活する。

			「や、だめ……。そこからは……」

			「そこって、ここですか？」

			　恥毛を触っていた指が、透の身体の中心にある溝に沿って、するっと落ちた。ビリビリ痺れる衝撃が、腰から背筋を一気に走る。

			「はぁうっ」

			　玲奈との二度のエッチで、その感覚自体は、すっかり慣れ親しんだものになってしまっていた。堪らなく恥ずかしいのに気持ちよさの方が勝って、脚を閉じるのも忘れて悶えてしまう。でも、それでは済まなかった。彼女が太腿をこじ開ける。膝を肩に担ぐように持ち上げて、透に大開脚を強いる。

			「はぁ……」

			　脚の間に顔を突っ込んだ詩乃が、感嘆の声を漏らした。見られている。玲奈にも見られなかった性器を、彼女がじっと凝視している。

			「や……ッ、やだやだ、見ちゃダメ、いやぁぁぁ!!」

			　透は半狂乱で叫びながら暴れた。でも腿が彼女の肩に乗ったせいで腰が浮き、思うように抵抗できない。慣れたとはいえ、触られる緊張感が消えたわけじゃない。まして、直に見られるなんて気が遠くなりそうだ。恥裂に彼女の視線を感じる。指の時よりも敏感に、性器粘膜がヒリヒリ痺れる。

			「やだやだ、恥ずかしいよぉ……」

			　子供のように泣きべそをかくけれど、詩乃は許してくれない。それどころかさらに顔を近づけ、割れ目の縁に指を添えた。

			「透さまのここ、とっても素敵です。左右対称ですし、大陰唇もあまり厚くないし、色も綺麗。処女らしく襞のはみ出しもない、綺麗な縦筋があるだけで可愛らしいです。それにほら、透明な蜜が全体を濡らして、輝いていますよ」

			「バカバカ！　説明なんてするなぁ……！」

			　上擦る声で詳細に描写され、自分の性器を想像してしまう。というか、自分でも見た事がないのに、頭の中に卑猥な光景が広がって目眩を起こしそうだ。気を失いそうな羞恥の中、それでも胸を高鳴らせ、彼女の指で撫でられる事を心の片隅で期待している。

			「ひ……っ!?」

			　なのに、別の感触が秘裂を襲った。ぬるっと、弾力のあるものが性器を撫で上げる。その異様さに短い悲鳴を上げた。明らかに指ではない、でも知っているこの感じ。慌ててそちらに目を向けると、詩乃も顔を上げた。笑みの形の唇から伸びる舌。そこから、光る粘液が、細い糸となって垂れ落ちる。

			「し、詩乃……何して……」

			「んふ、透さまのここ、美味しいです。……ちゅっ」

			「ふぁぁぁっ!?」

			　舌が秘裂に押し当てられた。ねっとり、ゆっくりとした動きで、淫裂から溢れる欲情愛液を掬い取る。
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			（な、舐めてる……。あたしのあそこ、舐められてる!?）

			　そういうプレイがあるのは知っているけど、フィクションだと思っていた。まさか本当に、しかも自分が、女の子にされるなんて、想像すらしていなかった。

			　でも、そんな戸惑いは一瞬で吹き飛ぶ。粘膜同士が触れる、柔らかくて異様な感触に、心が奪われる。指でもあんなに気持ちよかったのに、比べ物にならない快感に全身が覆い尽くされる。

			「あ……あ……あぁぁぁ……！」

			　声が我慢できない。腰や背中ばかりでなく、手足の先端まで甘美な痺れで強張る。

			「だめ、だめだよ詩乃……そんなとこ舐めちゃ…………ふぁ、あ、あッ」

			　彼女は愛撫をやめてくれない。チロチロと、先端の細かい動きでくすぐってくる。それだけでも十分に気持ちいい。だけどその愛撫で、性器が変化していくのを感じる。

			「透さま分かりますか？　ここのお口がぱっくり開いていきます。閉じていた唇が少しずつ剥がれて、中が……。薄くて綺麗なピンク色……。んちゅ、れろっ」

			「だめぇ……言っちゃだめぇ……」

			　自分で変化を感じただけでも身が竦む思いなのに、またも口に出して実況されて、頭が沸騰しそうだ。耳を塞ごうにも両手は縛られ、もどかしさに身を捩るしかできない。そして淫裂が開ききるのを待っていたように、詩乃の動きが大胆になった。円を描いて恥襞を掻き回す。抉るように奥へと進み、粘膜全体を舐め回す。

			「ひぁ、ひぁっ、あんっ、ふぁ……！」

			　舌の動きに合わせて声が出る。腰も円を描くように動いてしまう。

			「透さまの腰つき、とってもいやらしくて素敵です……」

			「す、素敵じゃない！　んぁ、あぅ、ンふ……あぁぁぁぁうっ」

			　彼女が羞恥を煽っているのは明らか。そうと分かっているのに、頭も身体も淫熱が上昇していく。れろれろと恥襞を嬲られ、ちゅるちゅると淫蜜を啜られ、疼きと痺れが混然となった激しい快感に身悶えする。

			「な……な、何これぇぇ……。き、気持ちいい……すごく気持ちいいよぉぉぉっ」

			　いくら恥ずかしくても、それだけは否定できない。全身が強張って、ギュッと閉じた目からは涙が滲む。あまりに強烈な快感に恐怖さえ覚え、自分を縛る手枷の鎖を、すがるように握り締める。

			「だめ……だめっ。何か……来ちゃう！」

			　お腹の奥から熱いマグマが噴き上がる。その時が近いと警告してくる。

			「ね、詩乃、あたし……あたし……」

			　その切れ切れの言葉だけで伝わった。淫裂全体を攻撃していた彼女の舌が、一点に集中する。硬く勃起した陰核を転がすように舐め回す。

			「ひッ、ひぁ、ひぃぃぃっ！」

			　一番敏感な器官を責められ悲鳴を上げる。浮き上がる腰を押さえつけられ、逃げ場を失った快感が身体の内側で暴れまくる。

			「それダメ、それダメっ。やん、やぁぁぁンっ！」

			　駄目じゃない。駄目じゃないけど、気持ちよさを受け止めきれない。下半身から広がる熱い痺れに、乳首も尖って痛いほど。肩から上も切ない快感に苛まれ、夢中で首を振り立てる。

			「透さま……透さま……ン、ちゅる、れろっ」

			　脚の間で詩乃の息も激しく乱れる。彼女にクリトリスを弾かれるごとに、絶頂感が上昇していく。

			「も……もう、だめ……っ！」

			　その言葉に合わせたように、詩乃の舌が陰核を思いきり吸い上げた。チュポンと音がするほどの強い吸引と衝撃で、全身の感覚がどこかに飛ばされる。

			「ふぁふぁ、あ、ンあ、ンっ……きゅぅぅぅぅッ！」

			　絶頂感で全身が弓なりに反る。強張りすぎて悲鳴も喉を通らない。実際には十数秒、でも感覚的には数分もの間、鎖を握ったまま身体を硬直させ続けた。

			「ふぁ……あ、あふ……ん、あ……」

			　力が抜けた後も呼吸は乱れたまま。なのに詩乃は、お構いなしに口づけてきた。透も拘束状態で手足をだらしなく伸ばしたまま、自ら首を伸ばして迎え入れる。その唇を濡らしているものが自分の淫蜜だと触れてから気がついたけど、どうでもよかった。絡み合う舌が気持ちよすぎて、キスの事しか考えられなくなっていたから。

		

	

			第三章　教えてくださいメイドさん

			


			　はっと目が覚めた。すっかり窓の外が明るくなっている。慌てて飛び起き、スマホの画面を確認する。

			「……あ、日曜日か。びっくりしたー。遅刻かと思ったー」

			　学年主任に怒られずに済んで、大きく息を吐く。でもひと安心したら、急に昨夜の状況が記憶に甦った。

			「そうだ。あたしは詩乃と……」

			　激しい絶頂感の残り火に、身体の奥が小さく疼く。かなり強引なやり方だったけど、それは、わざわざ玲奈との親密さを見せつけた透のせいなので、彼女を責める気持ちなんて微塵もない。

			「もう一回、考え直した方がいいのかな……」

			　詩乃の気持ちを聞いてしまった以上、ただの反抗心で遠ざけるのも子供じみている。玲奈とどちらを選ぶのか、ちゃんと考える時間が欲しい。

			　そういえば、彼女も反省してくれたんだろう。身体は全裸のままだけど、手首の拘束具が外されている。もう一度、大きく安堵の溜息。でも、今度はその喉に違和感がある。

			「ん……ん!?」

			　慌てて首を触ると、昨夜の手枷に似た革の感触。そして、そこから鎖が伸びている。

			「何よこれぇぇぇっ！」

			　透の絶叫を聞きつけて、部屋のドアがガチャリと開いた。自分はしっかり着物を着こんだ詩乃が姿を現す。

			「あら、透さま起きられました？　朝ごはんにいたしましょう」

			「ごはん、じゃないわよ！　詩乃っ、これは何のつもりっ!?」

			　手枷の代わりに、今度は首輪を嵌められていた。一晩明けても拘束が継続されるとは思っていなかったので、予想外の分だけ怒りが増幅される。しかし詩乃は、なぜか頬を赤らめ嬉しそう。

			「まあ、そんなに大きな声で詩乃だなんて……。本当に夫婦になったようです」

			「そこじゃないっ。これよ、これ！　首輪の事を聞いてるの！」

			　鎖を引っ張って猛抗議する。けれども彼女は少しも微笑みを絶やさない。

			「昨夜とは趣向を変えてみました。透さま、縛られるのも意外とまんざらではないご様子でしたので。やっぱり、手枷の方がお好みでしたか？」

			「まんざらでもなくないわよっ!!」

			　自分でも舌がもつれて何を言っているのか分からない。彼女にも不可解そうに小首を傾がれて、己のボキャブラリーの貧困さに赤面する。それをごまかそうと透は慌てて話題を変えた。

			「そういえば、手枷を外したって事は、史未さん帰ってるんでしょう？」

			「はい。今朝早く来ていただいて、またお出かけ願いしました」

			「えぇ～……」

			　鍵を持っているはずのメイドの姿を求めたら、残念な現実を突きつけられた。解放の可能性を期待した分だけショックが大きい。史未も、わざわざ手枷と首輪を交換するためだけに呼び出されたんだろうか。メイドさんとはいえ、ご苦労な事だ。

			「それにしても、朝ごはんって言われても……」

			　鎖の端はベッドの脚の根元辺りに巻きつけられ、南京錠で留められている。しかも部屋の中を歩ける分の長さしかない。これではダイニングまで行く事すらできない。

			「ご心配には及びません。こちらにお運びいたしますから。あ、その前に身体をお拭きいたしましょう」

			　彼女はいったん部屋を出ると、しばらくしてから、お湯を張った洗面器とタオルを持って戻ってきた。汗をかいたままでは不快感があるのは確かなので、一瞬、ありがたいと思ったけれど。

			「…………シャワーでよくない？」

			「お拭きいたしますね」

			　提案は、満面の笑顔で却下された。それに、どうせ首輪の鍵も史未が持ち去ったに決まっている。囚われの身としては、諦めて項垂れるしかない。

			「……お願いします」

			「はいっ」

			　明るい声と共に、詩乃が襷で袖をまとめる。こんな時まで着物でなくてもと思うけど、温かいお湯で背中を拭いてもらうのは気持ちいい。

			　しかし、腕やお腹はいいとして、タオルが胸に近づくと、さすがに抵抗を覚えた。

			「あのさ、後は自分でできるから……」

			「そうですか」

			　てっきり食い下がってくると思ったのに、あっさりタオルを手渡されて逆に拍子抜け。ともかく彼女に背を向けて、昨夜たっぷり舐め回された首筋や乳房、そして脚の間を綺麗にする。

			　その間、透は何度もチラチラと背後を確かめた。いくら昨夜凝視されたとはいえ、性器周りを拭いているところを見られるのは、やっぱり恥ずかしい。もしかしたら後ろから襲われはしないかと警戒したけど、特にそんな気配はなかった。緊張しながら一通り拭き終わり、タオルを返す。

			「ありがと……」

			　透の礼に微笑みで返した詩乃は、洗面道具を片付けに行き、今度は食事を運んできた。透の部屋の隅にあった小さな丸テーブルを真ん中に置き、トーストとサラダ、ホットミルクをいそいそと並べる。

			「あ、和食以外も作れるんだ」

			　彼女のイメージから、洋食とは無縁だと思っていたので、これまた意外。

			「たまたまです。それなりに色々とお勉強させていただいているので。今日は、こんな簡単なもので申し訳ありませんが……」

			「ううん、美味しそう。いただきまー……」

			　床に正座し、さっそくトーストにバターを塗る。だけど、重大な事を失念していた。

			「あの……服、着ていいかな。は……裸で朝食っていうのもね？　倒錯的な魅力があるとはね？　思うんだけどね……」

			　透の説得は、彼女の無言の笑顔の前に脆くも瓦解した。これはもう、気の済むまで付き合うしかないと腹を決める。

			「では改めて、いただきまー……っ」

			　しかし、今度は詩乃に阻止された。サッと皿を引っ込められる。さすがに意地悪が過ぎると文句を言おうと思ったら、彼女は透の隣に腰を下ろし、そして。

			「まずは野菜からですよ。はい、あーん」

			　木製のフォークでサラダを差し出す。どうやら、以前のお弁当のように食べさせてくれるらしい。教室と違って他の人に見られる心配はないけれど、だからといって抵抗感に差があるわけじゃない。

			（まぁ、詩乃が満足してくれるまでって決めたんだし）

			　無駄にごねて雰囲気を悪くする必要もない。解放されるまでの我慢だと思って、彼女の手から食事を摂らせてもらった。そのせいか、サラダもトーストも平らげて、いい感じにお腹が膨らむ頃には、すっかり飼い馴らされた仔犬のような気分になっていた。

			「えっと、詩乃。ミルク飲ませてくれる？」

			「はい」

			　程よい温度になったホットミルク入りのマグカップを、彼女が口元に運んでくれる。だけど、飲み物はトーストのようにはいかない。二人のタイミングが合わずに零れてしまった。唇の端から、顎、胸元にまで、ひと筋の白い川ができる。

			「うわっと。何か拭くもの……ひゃあんっ!?」

			　慌てて首を巡らせようとして、胸元の異様な感覚に悲鳴を上げた。ティッシュでも布巾でもない。今やよく知ったものになった、生暖かくてこそばゆい、ぬめりを伴うこの感触。身体を寄せた詩乃が、舌でミルクの跡を舐め上げている。

			「な、何してんのよ詩乃……。ま、まだ朝食が終わりきって……やんっ……」

			「え？　わらひは、透さまを綺麗にしているらけで……ぺろぺろ、ちゅっ」

			　胸の谷間を通って首へ、そして再び乳房へ。しかも、何度も往復するうち、明らかにミルクとは無関係のコースを取り始めた。下乳を持ち上げながら舌先で乳輪をなぞる。かと思えば身体を密着させ、耳の近くの首筋を吸う。

			「……ンッ！」

			　思わず彼女の肩を掴んだ。そのまま突き放せばいいものを、愛撫で緊張した身体は、固まって動けない。それどころか彼女がさらに身を寄せるものだから、自然と抱き寄せる格好になってしまう。

			「透さま、また汗ばんできた……」

			「し、詩乃が……変な事するからでしょっ。あたし、食事中……」

			「そうでしたわね。それでは……」

			　詩乃の瞳が妖しく細められる。その右手がマグカップを掴む。そしてわずかに残ったミルクを口に含むと、勢いよく透にキスしてきた。

			「ふむっ!?　ん、む……むぅぅぅっ！」

			　挿し込まれた舌が樋といになってミルクが流れ込む。たいした量ではないのに、いきなりの口移しに驚いて、夢中で喉へ流し込む。全部飲んでも彼女は唇を離さない。舌で口腔内を掻き回してくる。濃厚で甘いミルク味のキスに、透の身体から力が抜けていく。

			「ふぁぁぁ……」

			　情けない喘ぎと一緒に、へなへなと床に崩れ落ちた。詩乃はその上に覆い被さり、肌に唇を押し当てた。チュッチュと音を立ててあちこちを吸引する。おかげさまでミルクは全部吸い取られたかもしれないけれど、代わりに彼女の唾液まみれだ。

			「こ、これじゃ……さっき身体を綺麗にした意味が……」

			「また拭いてさしあげます。それより……」

			　詩乃が、もどかしげに肩をはだける。一瞬、着物の裾が乱れて、白い太腿が奥まで覗いた。その艶めかしさに、透の鼓動が大きく跳ねる。しかし次の瞬間には、上半身裸の彼女が圧し掛かってきた。完璧な半球型の乳房が、透の顔を覆い尽くす。

			「ンふぁ……っ」

			　マシュマロのような柔らかさと、ミルクよりも甘い匂い。鼻も口も覆われて息苦しいのに、これ以上もない心地よさに目眩を起こしそうになる。

			（うわぁ、すべすべ……。おっぱい、気持ちいい……）

			　頬に擦れる肌のきめ細やかさに、うっとりとしてしまう。首輪で繋がれている屈辱も忘れそうになるほどに。

			「……って、そうだ！　首輪を…………ンぷっ」

			「やんっ。透さまの息、くすぐったい……」

			　苦情を巨乳で封じられた。そして強引に乳首を含まされる。無意識にそれを舌で転がすと、彼女は小さく身悶えした。肘で身体を支え、全身をぷるぷる震わせ始める。

			「あ、や……透さま……そんなに吸っては……ンッ」

			　自分から舐めさせたくせにとは思ったけれど、彼女が大袈裟なほど喘ぎながら身震いするので、仕返しのつもりで思いきり吸いついてやる。

			「ン、はぁ……。透さま、赤ちゃんみたい……。あ、や……」

			　初めて聞く、詩乃の切ない喘ぎ声。彼女らしく控えめで、でも無性に苛めたくなるような欲情を掻き立てられる。しかも、口の中にミルクの香りが残っているせいで、母乳を飲んでいるような錯覚にも陥っていた。吸い方も、愛撫というより授乳気分。いくつもの感覚が錯綜し、混乱しながら硬直乳首を口中で弄ぶ。

			（詩乃、これで気持ちいのかな。…………あれ、気持ちよくさせるのでいいんだっけ？）

			　ミルクと彼女の甘い匂いに酔って、自分が何をしているのか分からなくなっている。

			「あ、は、あ……。こ、今度は……わたしが透さまを……」

			「あ、うん……」

			　透的にはたいした愛撫もしていないと思ったのに、身体を起こした詩乃は、髪も呼吸も派手に乱れていた。ずいぶん感じやすい体質だな、なんてぼんやりと考えていたら、彼女に右の太腿を持ち上げられた。

			「え……あっ!?」

			　我に返った時にはもう一方の膝裏も持ち上げられて、Ｍ字に開脚。全開の恥毛で、自分が一糸纏わぬ全裸なのを改めて思い出す。

			「また舐めてさしあげますね……」

			「だめ、だめ…………あッ！」

			　彼女が舌を出しながら唇を寄せる。拘束への反発心が愛撫を拒もうとする。でも、昨夜の快感をまた味わえるという胸の高まりが、決定的な隙を生んだ。

			「……ぺろっ」

			「はぁぁう！」

			　ひと舐めで、快感電流が全身を貫いた。迷う心とは裏腹に、淫唇はあっさり口を開く。涎を垂らして彼女の舌を歓迎してしまう。

			「透さま、いっぱい濡らして……。お尻の方にまで流れています。あぁ……わたしで気持ちよくなってくれたのですね。どれですか？　キス？　それともおっぱい？」

			「ち、違うっ……。これは、その……ひっ！」

			　どんなに否定しようとも、股間を濡らしてしまった事実は覆せない。言い訳を探す間も淫裂を掻き回されて、まともに思考をさせてくれない。

			「ちゃんと教えてください……透さまがおすきなものを。……はむっ」

			「そ、それは……ひぃン！」

			　恥襞を甘噛みされて背中が反った。何か思いついたような気がしたけれど、曖昧な答えなんて、一瞬で彼方へ飛び去ってしまう。

			「さあ透さま、ちゅっ。どうしてこんなに濡れているのいるのですか、ぺろっ。ちゅ、れろれと、ちゅぅぅぅっ」

			「んぁ……あぁぁんっ！　そ、それは……それは……」

			　性器を思いきり吸われて身体が痺れる。快感に侵食されて、まともに思考が働かない。

			「それは？　ねえ、何がお好きなのですか!?」

			「それは……あたしが、好きなのは……エッチな事ぉ！」

			　一体、どんな経路を辿ってそんな結論に至ったのか。いくら愛撫で追い込まれたとはいえ、自分で口走った理解不能な回答に愕然となる。

			（あたし、何言ってんのー!?）

			　しかし詩乃は、感極まったように声を上ずらせた。

			「まぁ！　嬉しいです。こう見えて、実はわたしもエッチな事が大好きなんです！」

			「実はでもこう見えてでもない……っ！　ンあ、あん、あ、あ……！」

			　淫裂を逆撫でされ、粘膜を舐め回されて、突っ込みが追いつかない。もっと腹が立っていいはずなのに、脚を閉じるのも忘れて卑猥なキスに身を任せてしまう。

			（あたし……本当にエッチが好きなだけ……？）

			　そんな不安に駆られる。すると、まるでそれを見透かしたように、詩乃が愛撫をしながら語りかけてきた。

			「女の子がエッチを好きなのは当然です……ちゅっ。心配しないで……れろ、思いきり感じて……ちゅる、感じてください……ちゅ、ちゅる、ちゅぱちゅぱ、ちゅるんっ」

			「あん、んぁ……っ」

			　話しながらの愛撫のせいで、舌と唇と、そして吐息の複雑な動きに秘部をくすぐられ、我慢できない疼きに苛まれる。彼女にもこの状況にも、思うところは色々あるのに、快感が最優先になって他の事を考えられない。詩乃の頭を押し返そうとした手も、逆に自分の股間に押しつけてしまう。

			「はぁ……あぁぁ……ああぁぁぁっ」

			　膣口の縁を、なぞるように舐め回される。初めて触れられる場所さえ、新鮮な快感で透を翻弄した。大きくなる喘ぎと共に、腰の動きも派手になる。上下左右にうねって、じっとしていられない。

			「もうイク、もうイク……。詩乃、あたし……イッちゃう！」

			「んふ、いいですよ。今日は一日中、何回でもイカせてさしあげます……チュッ」

			「ふあっ!?」

			　彼女の言葉に戦慄し、でも、もう止められない。彼女の舌の動きに合わせて腰も絶頂の予感も螺ら旋せん状に上昇していく。

			「あぁイク、イク……イッ……きゅぅぅぅっ！」

			　尖った舌先が、とどめのように膣口を抉った。串刺しになった錯覚が、透の身体を弓なりに強張らせる。床の絨毯に指先を突き立て、腰を何度も跳ね上げる。

			「あはぁ……。透さま、腰をこんなにビクビク引き攣つらせて……。気持ちよくなっていただけたのですね」

			「ば、馬鹿……馬鹿ぁ…………ヒッ!?」

			　痙攣する淫裂に指があてがわれる。ゆっくりと、掻き回し始める。しかし絶頂直後で敏感になった性器には、その刺激さえ強すぎる。

			「ちょ、待って！　そこ、怖い……ひぃ！」

			　詩乃が、淫蜜で濡れた唇を近づけてくる。その無邪気な笑みに、背筋が凍る。

			「今日は何回でもイカせますと言いました。さっそく二回目といきましょう！」

			「そんな、少しやすませて……あ、あ、あ、あっ！」

			　指が淫唇を掻き分け、膣口を撫で回す。彼女の腕にしがみつくけど、力が入らず阻止できない。淫熱に潤んだ瞳に見詰められながら、狂ったように髪を振り乱す。

			「んふ。感じてる透さま、可愛い……」

			「あぁまたイク、おかしくなる……変になっちゃう！」

			　無慈悲な愛撫の前に陥落し、透は、早くも二度目の絶頂へと追い詰められた。

			


			　立て続けに四回絶頂させられ、さすがに攻め手の詩乃も疲れたらしい。やっと休息が与えられた。全裸になった二人はベッドの上で並んで身体を横たえて、荒い息を整える。しかし、体力の回復もさることながら、透の身体には、もっと切迫した事情が起きていた。股間がムズムズする。我慢できなくて、必死に太腿を擦り合わせる。

			「あの、お手洗いに行きたいんだけど……」

			　百歩譲ってエッチは付き合えるとして、こればかりはどうしようもない。ここで出せなんて言われたらどうしようと恐怖しながら、詩乃にお伺いを立ててみる。

			「ああ、はい。分かりました」

			　彼女は、床に脱ぎ捨てた着物の袖をモゾモゾ探ると、ハンカチに包まれた鍵を取り出した。それを使って、鎖の端を留めている南京錠を外す。

			「さあ、どうぞ」

			「ありがと……じゃない！　鍵があるなら先に言ってよ！」

			「お尋ねにならなかったので」

			　確かに聞かなかった透が悪い。だって、史未が持ち去ったものと勝手に思い込んでいたのだから。だとしても、仮にも許嫁を拘束しておいて、少しも悪気を感じていない様子の彼女に身震いする。

			　ともあれ、これで部屋の外に行ける。首輪は嵌められたままだけど、鍵があると分かった以上、奪い取るチャンスも出てくるだろう。

			「じゃ、ちょっと失礼して……。詩乃、何で鎖を握っているの？」

			「もちろんご一緒するためです」

			「そんな事しなくても逃げないよっ。こっちは下着もつけてないのに！」

			「いいえ、違います。いかなる時でも一緒にいたいだけですわ」

			　絶対に嘘だ。しかし、今の透には押し問答している時間なんて残されていない。やむをえず同行を許可したけれど、当然、鎖でトイレのドアは閉まりきらない。

			「音、聞かないでねっ。耳、塞いでなさいよっ！」

			　何度も念押しした上に、水を流して消音を試みながら用を済ませたけれど、果たしてどこまで効果があったか。詩乃の表情に変化がなくて窺い知れないし、確かめたくもない。

			　ついでにシャワーも使わせてもらった。やはり一緒にという詩乃を押しのけ、この場は一人で浴びる事に成功する。交替で詩乃が浴室に入った。その間に逃亡を図ろうとしたけれど、どうやらシャワーヘッドに鎖を結んでいたらしく、できなかった。

			「はぁ～……」

			　たかだか家の中をひと回りしただけで、気力も体力も削られた。トイレに行く前より疲労を感じ、うつぶせでベッドに倒れ込む。

			　でもひと息つくより早く、お尻の谷間からうなじまで、背筋をするっと逆撫でされた。

			「ひゃあンっ！」

			　びっくりして飛び起きる。それを阻止するように、詩乃が背中に圧し掛かる。

			「では、続きをいたしましょう」

			「ま、待って……少し休ませて……。一時間……三十分でいいから寝かせて！」

			「あら、シャワーでリフレッシュしたではありませんか。そんな意地悪なんて言わず、わたしを可愛がってくださいませ」

			「ひ～……」

			　お尻に戻った彼女の手が、奥の方へと滑り落ちた。すっかり蕩けて柔らかくなった淫襞を、数本の指先でゆっくりと撫で始める。その動きが助走にすぎない事を、透は散々思い知らされている。可愛がれと言いながら、彼女は一方的に透を責めるだけ。

			「あら、また新しい蜜が……。そんなに楽しみなんですの？」

			「違……そうじゃなくて…………あ、やんっ」

			　そうじゃないなら、何だというんだろう。彼女の言う通り、シャワーで洗ったばかりのそこが、濡れ始めているのは事実。

			（どうして？　詩乃に触られたから？）

			　たったそれだけで、反応してしまうものなんだろうか。透は自分の不可解さに困惑しながら、これから襲い来る快感嵐の予感に身震いした。

			


			　一体、一日で何回絶頂しただろう。明け方、隣で寝息を立てる詩乃を見下ろしながら、透はベッドにぺたりと座り込んでいた。あまりの異常事態に身体の興奮状態が治まらず、疲れているのに眠れない。朦朧もうろうとしたまま、首輪に繋がれての二度目の朝を迎えた。

			　ただ、少しはウトウトしたようだ。上半身で大きく船を漕ぎ、ハッと気がついた時にはベッドに倒れ込んでいた。

			「おはようございます、透さま」

			　目を開けたら、詩乃が制服姿で立っていた。爽やかで明るい挨拶は、とても一日中淫らな行為に耽っていた少女とは思えない。

			「…………あ、もうそんな時間か。待ってて、あたしも支度を……」

			　立ち上がろうとして、身体に巻きつく鎖が邪魔。

			「ん～？　…………ん!?」

			　自分の状態を確かめて、寝ぼけ眼が完全に覚醒した。昨日と同じ全裸のまま。首輪も外されていない。

			「詩乃、何してんのよっ。これじゃ学園に行けない！」

			「はい。今日、透さまは欠席です。担任の先生にも、すでにそのように伝えてあります」

			　透は信じられない思いで目を見開いた。休日だけの悪ふざけなら、まだ許容できなくもない。でもこれはやりすぎた。悪戯の域を越えている。

			「詩乃っ、あんた何のつもりで……」

			　語気を荒らげると、彼女は勢いよく顔を寄せてきた。どことなく輝きの鈍った瞳の色に、透の怒気が削がれてしまう。

			「透さまはお疲れのようなので、今日はゆっくりとお休みください。何でしたら、結婚するまで、ずーっとでも構いませんのよ？」

			　冗談だろうと、笑い飛ばしたかった。でも本気にしか見えない。背筋が凍る。言葉を継げずに息を呑む。そんな透に、彼女は満足そうな顔で会釈した。

			「それでは、行ってまいります。一度、お昼休みに戻りますね」

			　詩乃がドアの向こうに消えるのを、透は呆然と見送った。

			「…………これじゃ本当の監禁じゃない!!」

			　実は一昨日に拘束された時点でそうなのだけど、一人取り残されて、やっと本格的に実感した。しかも今度は詩乃が戻るまでトイレにも行けない。それが分かっていながら、みすみす登校させてしまった。

			「どうしよう……どうしよう……」

			　首輪は簡単に外せない。焦燥の中で、何かできる事はないかと部屋を見回す。

			「と、とりあえず服を……」

			　クローゼットは行動可能範囲。でもパンツを穿こうとした瞬間、なぜか急に面倒くさくなった。一日以上裸でいたせいだろうか、妙に心地いい解放感があって、無理に服を着る必要を感じない。

			「裸族的な性癖に目覚めたら、どう責任取ってくれるのよっ」

			　焦りが引っ込んで、怒りが沸いてきた。勝手に裸を維持しておいて苦情を訴える。しかし、一人ではそれすら持続しない。すぐに消沈し、やがて諦めの気持ちが生まれてきた。ここでジタバタしたところで事態が好転するわけじゃなし。欠席の連絡がしてあるなら、遅刻で怒られる心配もない。

			「よし、寝よう！　どうせ誰もいないんだから、裸でいいや」

			　開き直ってベッドに潜り込む。寝てしまえばトイレも気にならないだろう。

			　でも、横になって目をつぶったら、焦燥が甦ってきた。この後、詩乃はどうするつもりなんだろうか。今日のところはいいとして、監禁生活なんて、いつまでも続けられるものじゃない。きっと、透に捨てられそうになって、思い詰めた末に極端な行動に出ただけ。そう思っても、いつ冷静さを取り戻してもらえるか分からず、不安に襲われる。

			「ちゃんとお話ししなきゃ……」

			　怖くて寝てなんかいられなかった。布団を跳ね上げ身体を起こす。だけど、今この状況で、何かができるわけじゃない。むしろ焦りが余計に募るだけ。

			「…………んっ」

			　それが、変な部分に作用した。まるで条件反射のように、脚の間でいやらしい疼きが復活する。昨日、飽きるほど嬲られたのに、詩乃にされた事を思い出すと、我慢できないレベルに疼きが大きくなっていく。

			「やだ、何これ……」

			　透は正座の格好で、ぴたりと閉じた太腿の間に手を挿し入れた。その指先を、自分自身にもごまかすように、そろそろと身体の中心へと忍び寄らせる。動かしているのは自分なのに、疼きに近づくほどに、鼓動が高鳴っていく。

			　でも、あとひと息というところで、突然軽快な電子音が鳴り響いた。心臓が止まりそうになるほど驚いて飛び上がる。邪魔をしたのは机上のスマホ。異常な事態に放り込まれたせいで、そんなものがあるのを忘れていた。しかも、メールではなく電話だ。

			『もしもし、透？』

			　相手は玲奈だった。数日ぶりに聞く親友の声に、安堵を覚える。

			「玲奈、どうしたの？」

			　時間的には、一時限目の真っ最中のはず。またサボっているんだろうか。

			『元気そうだね。風邪じゃないの？』

			「うん違う。詩乃ったら、あたしが病気って事にしたのか……」

			　サボりだろうと何だろうと、今は親友の声が救いに思える。安心したら気が抜けた。ベッドに寝ころんで、天井を見上げながらお喋りを続ける。

			『それならどうして登校しないの？』

			「できないのよっ。だって……」

			　詩乃に拘束されたと言おうとして、やめた。うまく経緯を説明しないと、あの二人でケンカを始めかねない。透がいれば仲裁できるかもしれないけれど、それができないこの状況こそが原因なので、今は心配させない方が無難だと判断した。

			「ま……まぁ、大丈夫だよ。ちょっと詩乃と行き違いがあっただけ」

			『ふーん。でも、家から出られない状態ではあるんでしょう？』

			「それはまぁ……そうだけど……」

			　通話をしながら、透は首を傾げた。彼女の話し声の向こうで、かすかに金属音がする。ドアが開閉するような音も聞こえた。

			「そういえば、玲奈も大丈夫なの？　授業中でしょ」

			「うん。でも早退したから」

			「そ……早退!?」

			　わざわざ、透の様子を窺うために。その言葉に驚いたけど、彼女の声の響き方にも違和感を覚える。耳元のスマホからと、そして、すごく近いところからの二重に聞こえる。

			「えへ、来ちゃった」

			「れ、玲奈っ!?」

			　びっくりして飛び起きる。学園にいるはずの親友が、自分の部屋の扉を開けて、呑気に手を振っているのだから。

			「どうしてここに……あ、いや。どうやって入ったのよ!?」

			「合鍵で」

			「はぁ!?　そんなもの、いつの間に作ったのよ！」

			「嘘よ。藤倉さんから借りたの。といっても無断拝借だから、後で返してあげて」
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			　ぽんと玲奈が丸テーブルに放り投げたのは、キーホルダー代わりの匂い袋が付けられた家の鍵。どんな手段を使ったのか知らないけれど、詩乃のを掠め取ったみたいだ。

			「あの娘、意外と不用心なのね。こんなキーホルダーでは、落とした時に気づかないでしょうに。……盗まれた時にもね。それと、透んちも同じよ。玄関は、指紋認証か顔認証を採用した方がいいと思うわ。あ、もちろんその時は、私の分も登録させてね」

			　無断拝借にせよ無断侵入にせよ、本当は全部駄目な行為。なのに、悪びれるどころか、お説教を始める親友に唖然となった。

			「藤倉さんが、透は風邪で欠席ですって言った時、変だと思ったのよ。全然心配している様子がなかったから。彼女なら、絶対に学園を休んで看病するはずでしょ」

			　そんなわずかな違和感だけで、透に異常事態が起きているのを察し、助けに来てくれたなんて。ならばこの際、多少の不正には目をつぶろう。

			　しかし、透は忘れていた。彼女も一筋縄ではいかない女の子である事を。

			「それにしても、透ったら凄い格好ね」

			「え……きゃあ！」

			　からかうように指を差され、慌てて胸を隠す。親友の意外な登場の仕方にばかり気を取られ、裸なのを失念していた。その彼女は薄笑いで顎に手を当て、透の身体を上から下までじっくりと、不躾な視線で眺めた。

			「なるほどなるほど。全裸に首輪とは藤倉さんも粋な事をするわね。少し見直したわ」

			「感心してないで助けてよ……」

			「え～、私にこれを壊せと？」

			　玲奈が爪先でツンツンと、南京錠を指し示す。確かに、この金属の塊を、女の子に素手でどうにかしろというのは無理な注文だ。

			「何か道具は……」

			　あるならとっくに自分でやっている。親にはＤＩＹの趣味もないので、家の中にも役に立つものがあるかどうか。透が記憶を辿っていると、まるでそんな事には無関心であるかのように、玲奈がふわりと、ベッドに腰を下ろした。

			「それより、せっかく素敵な格好をしているんだし……」

			　上体を斜めにして、肩を寄せてくる。その目の色で、彼女の考えている事が分かってしまう。身の危険を感じて、同じような角度で距離を取ったら、首の鎖でぐいっと引っ張り戻された。

			「きゃんっ！　玲奈、何をするの!?」

			「もちろん、いいコトよ」

			　言うなり、唇を塞いできた。あまりに急だったので、思わず彼女を突き飛ばしてベッドから追放する。

			「ま、待って！　今はこんな事をしてる場合じゃ……」

			「据え膳が用意されてるのに、今でなくて、いつするのよ」

			　食べる気満々の玲奈は、躊躇する透の前で制服を脱ぎ去った。透だけ全裸では不公平だからという意味不明な理屈で、下着まで全部。そうして彼女は、改めてベッドに上ってきた。胸や、恥毛の生えた下腹部が見えるのも構わず、膝立ちでジリジリ迫ってくる。

			「裸になるって、もっと恥ずかしいかと思ったけれど……透がそんな格好してくれているせいかな。意外と平気なものね」

			「いやいやっ、あたしのせいにされても！　もっと恥ずかしがっていいと思うよっ!?」

			　透の忠告も聞く耳持たない。彼女は頬を染めながら、四つん這いになってさらに距離を詰めてきた。初めて見る親友の裸に動揺して後ずさるけど、後ろに突いた手がベッドの縁から滑り落ちそうになった。

			「あっ……！」

			　咄嗟に身体を戻したら、玲奈に抱きつく格好になった。もちろん彼女は、嬉々としてそれを受け止める──かと思ったら、その勢いのまま仰向けに倒れ込んだ。

			「やあん、透に押し倒されちゃった」

			「な、何言ってんのよ。あたしは……！」

			「だーめ、逃がさない。……はむっ」

			「ひゃあぁぁンっ」

			　身体を起こそうとすると、玲奈は透に四肢を絡ませそれを阻止した。しかも耳を甘噛みされて、背筋がゾクゾク痺れながら大きく仰け反る。

			「あ……ふ、あ、ンッ。だめ玲奈……こんな……あっ」

			「何が駄目なの？　どうせ、しばらくは二人きりなんだし、楽しい事しましょ」

			「でもでも……あぁぁぁ……」

			　左右の乳房を、下から掬うように揉まれた。乳首を捩じられて、身体を支える腕から力が抜ける。完全に玲奈に体重を預けて倒れ込むと、それをキスで迎え入れられた。吐息を吸い込むように唇を塞がれる。透の方が上になっているのに、舌を絡み取られるだけで身動きできなくなってしまう。

			「玲奈……ン、あ……」

			「透のおっぱい、Ｃだっけ？　いいなぁ。私もそれくらいは欲しかった。やっぱりＢってイマイチ小さい感じ。ほら、触ってみて」

			　唇を擦り合わせながら、玲奈は自分の胸に透の手を誘導する。掌にすっぽり収まる乳房は、彼女の言う通りちょっと小振り。しかも親友の乳首が硬直しているのを感じ、変な緊張で声が震える。

			「ま、待って玲奈……あたし……こういう事は…………ンぁ!?」

			　このまま流される事に戸惑いを覚え、身体を起こそうとした。しかし玲奈は片腕で透の肩を抱え、二人の上下を入れ替えた。

			「何を待つの？　真っ裸にされてるって事は、藤倉さんともしたんでしょ」

			　透は慌てて視線を逸らせた。でも、こんな有様で否定しても説得力がない。玲奈は少しだけ咎めるように目を細め、でも、唇は微笑みを湛えたまま。

			「拒めなかったんでしょ。透は優しいから。……いつもそうよね。優しいけど、ホント、馬鹿な娘なんだから」

			「馬鹿って……どういう事よ」

			　悪口を言われてムッとなったけど、後ろめたさもあって強くは出られない。仕方なく、目線を合わせない事で抗議の意を示す。しかし彼女は意に介さず、透の髪を掻き上げて、静かな声で囁いた。

			「きっと自分では気づいていないのでしょうけど……。私がこんな性格なのに、クラスで孤立していないのは、あなたのお陰なの」

			「あ、あたしの……？」

			　急に何の話だろう。詩乃との事を責めていたんじゃないのか。不思議になって、わざと外していた視線を戻してしまう。すると今度は、彼女の方が目を見られまいとするように首筋に顔を埋めてきた。

			「あなたが一緒にいてくれるから、私もみんなに友達面をしていられるの。そうじゃなかったら、私みたいなつまらない女、爪弾きだわ」

			「そんな事ないよ！」

			　透は叫んだ。そんな誤解こそ、即座に訂正しておく必要がある。実際、クラスのみんなは優等生の玲奈を尊敬している。しかし彼女は、顔を隠したまま、まるで頬を擦りつけるように小さく首を振った。

			「私が普通でいられるのは、あなたが隣にいるからよ。私、小さい頃から成績がよかったから、すぐに人を馬鹿にしたり、皮肉を言ったり、悪い癖があった。それは今でも変わらないでしょ？　だから、友達もあんまりいなかったのに……」

			　自分で成績を自慢するのも、確かに普通なら嫌味になる。だけど透は、彼女をそんな風に思った事なんてなかった。

			「入学した時、隣の席だった透を、何か頭の悪そうな子だなって思ったの」

			「悪かったわね！　悪いわよっ！」

			　また悪口を言われて憤慨すると、彼女はやっと顔を上げ、うっすらと涙を浮かべた笑みで見詰めてきた。

			「でもね、透は私と普通に接してくれた。単に先入観がなかったからなんでしょうけど。そして、いつも友達の輪の中に私を連れ込んで……普通に友達付き合いをするって、普通に接するって、こうするんだって教えてくれたの」

			　全然覚えのない話に、透は困惑するしかない。彼女の言う通り、自分では何ら変わった事をした自覚なんてなく「普通」にしていただけなのだから。

			「あなたが友達でいてくれるから、私も普通でいられるの。でも……あなたがいなくなったら……私……私……」

			　玲奈が思い詰めた顔で俯く。まるで、再び孤独になるのを怖れるように。

			「し……心配しなくても、あたしはずっと玲奈と一緒だよ？　一人になんてしないよ」

			　心配になって覗き込んだら、彼女はパッと笑みを取り戻し、勢いよく顔を上げた。

			「うんっ。だから藤倉さんとの過ちは許してあげる。だって、透はちょっとお馬鹿だもんね。あの女狐に騙されちゃっただけだもの。でもこれからは、私だけを見ていてね」

			「それは……あの、んむっ!?」

			　そして透の返事を待たずに唇をぶつけてきた。馬鹿にされた事に憤慨する暇さえない。激しく舌を使われて窒息しそうで、呼吸を確保するので精一杯。

			「あはぁ……」

			　心ゆくまで嬲って唾液の糸を垂らした玲奈は、今度は透の身体の上で百八十度向きを変えた。彼女の太腿に顔を挟まれる。その温かさと柔らかさに戸惑っていると、下腹部がくすぐったい。玲奈が、恥毛に息を吹きかけながら、指先で軽く掻き乱している。

			「あ、やんっ。玲奈、そんなの恥ずかし……あふンっ」

			「悶えてないで、透も私のを見てよ。ほら」

			　首輪の鎖を軽く引かれる。強制的に頭を上げられた透は、眼前の光景に目を見開いた。

			（こ、これ……玲奈の……！）

			　脚の間でぱっくり割れた、淫靡な亀裂。親友の性器を目の当たりにして、瞬きさえできなくなる。少し盛り上がった左右の肉畝の間に、複雑に波打つ幾重もの襞。そのさらに奥で、かすかに薄桃色の粘膜が覗く。光って見えるのは、淫粘液で濡れているから。

			　彼女がずっと見ていろと言ったのはそこの事ではないとは思うけど、そのあまりに卑猥な光景から目が離せず、生唾を飲み込む。

			（詩乃は……あたしのこれを舐めたの？）

			　同性の性器なんて、普通は愛撫の対象外。ましてや、そこにキスするなんて考えも及ばない。それなのに──透はもう一度、音が聞こえるほど唾を飲み込んだ。初めて見る女性器に動揺しながら、でも、抗いがたい欲情が胸の中に渦巻き始める。

			（な、何を考えてんのよ。女の子同士で……。で、でも……）

			　何だか息苦しくなってきた。腿に挟まれた空間は狭く、そこに淫裂の生々しく甘酸っぱい匂いが充満して、目眩を起こす。卑猥なのに魅惑的な淫裂を凝視していると、自分も女の子を喘がせてみたいという欲求が頭をもたげる。

			「……透、舐めっこしよっか」

			　だから、その誘惑に逆らえなかった。同性のだという事も障害にならない。親友の声に操られ、透は思いきり舌を伸ばした。

			「ふぁ……！」

			　唇が触れると同時に、玲奈が短い喘ぎを漏らす。透は、女性器の不思議な感触に一瞬で心を奪われた。柔らかく、でも弾力がある陰唇。それを掻き分けた奥に潜む、滑らかな粘膜。特別な味はないけど、舐めるたびにぴちゃぴちゃと鳴る恥蜜の粘った水音が、心地よく耳をくすぐる。

			「はぁ……はぁ……ん、ちゅ、ちゅぷっ」

			「んふぅ……透、透ぅ……き、気持ちいい……ン」

			　自分が女性器にキスするなんて、少し前なら想像すらしなかったはず。でも、いったん触れたら躊躇は消えた。といっても、正直どこを刺激すればいいのか分からない。鼻にかかった玲奈の喘ぎが嬉しくて、でたらめに舌を動かしまくるだけ。

			（あれ……あたし、何してるんだっけ……？）

			　朦朧とする中で、疑問が湧く。友達や許嫁に弄ばれて、それに従うだけでいいんだろうか。でも、悶える玲奈の声や淫裂の甘い匂いに呆けて、深く考える事ができない。さらには、彼女の指に秘裂を撫でられ、痺れるような快感に思考を邪魔されてしまう。

			「ンあぁんっ」

			「あはぁ……いい声……。ん、ちゅ、ぺろぺろ、ちゅるん」

			　玲奈が透の秘裂を横に広げ、奥の粘膜に舌を這わせた。同時に陰唇の襞をくすぐられ、ビリビリと痺れる快感で背中が仰け反る。

			「ひぁ、あぁぁぁっ」

			「あん、やめちゃ駄目。ほら、しっかり舐めて……」

			「ん、ふむっ」

			　愛撫が中断されて、玲奈が不満そうに腰をぶつけてきた。口を塞がれ、透は必死に舌を動かす。淫襞を掻き分けると、偶然、小さな窪みを突いた。それが膣口と気づく前に、彼女のお尻が激しく踊り狂った。

			「あはぁぁん！　透っ……そこ、そこ、もっとぉ！」

			　あまりに激しく動くので、懸命に秘裂を追いかける。彼女も透の脚の間に頭を突っ込んで、陰核を吸引した。

			「ひぁ、あひ、ひんっ、んあっ！」

			　短い喘ぎを繰り返し、舌を動かし続けていたら、酸素が足りなくなってきた。朦朧としながら、でも性器から生まれる快感電流で、身体は一時も休まず悶え続ける。

			「や、あっ。玲奈……玲奈、あ、あッ！」

			　どうすればいいのか分からなくて、親友に救いを求める。でも彼女は助けてくれず、透のクリトリスを舌で転がしまくる。次第に動きがシンクロし始め、同じところを責め立てる。陰核を舐め合っていると、まるで自分の性器を愛撫している錯覚に陥り、倒錯感が快感を加速させる。
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			「やだやだ、何か……きちゃう、くる……ひぃぃぃっ」

			「私も……私もイキそうっ！」

			　二人とも絶頂の予感に昂って、夢中で舌を動かした。快感で膝がガクガク跳ねて、相手のお尻に指を食い込ませてしまう。

			「イク……玲奈イク、あたし……あたし……」

			「私も……透、透ぅ！」

			　同時にクリトリスを舌で弾いた。感電するような快感が二人の体内を駆け巡る。

			「ひっ、あっ、あっ、ふぁあぁぁぁっ!!」

			　まったく同時に、二人の身体が硬直した。ビクンビクンと全身が痙攣して止まらない。透は、初めて相手を絶頂させた事にも気づかず、必死に酸素と快感を貪った。

			「あふ、ふぁ……はぁはぁ…………ひっ!?」

			　まだ引き攣りが治まらない。なのに、脚の付け根を強烈な痺れが襲った。玲奈が、鼠径部と淫裂の間に舌を這わせている。

			「れ……玲奈っ、何して……。あたし、まだ……やめ、ひぃぃン！」

			「透のここ、ベタベタだから綺麗にしてあげてるの。ん、ちゅ、ぺろ、ちゅるん」

			「ひぃぃ！　そ、そんなのいいから……あ、あん、あぁぁぁんっ」

			　力が入らず抵抗できない。快感と苦痛の狭間で悶える。すると、その耳にドカドカと階段を上がってくる音が聞こえた。それが誰かなんて考える余裕はない。こんな場面を見られたら大変だと、その焦りだけで頭がパニックに陥る。

			「玲奈、玲奈ってば……あんっ！」

			　だけど彼女は透の必死の呼びかけを無視して、淫裂に口づけた。悶えている場合じゃないのに、思わず仰け反る。

			「何をなさっているんですか！」

			　まさにその瞬間、勢いよくドアを開けて、目と眉を吊り上げた詩乃が飛び込んできた。彼女がこんなに怒ったところを見た事がない。驚くというより怯えて硬直するだけの透に対し、玲奈は、まるで彼女の乱入を予想していたように少しも動じず、ゆっくりとベッドから下りて、対峙した。

			「あら藤倉さん、ずいぶん早いご帰宅ね。まだお昼にもなっていないわよ」

			「……そういう藍沢さんこそ、学園をサボタージュではありませんか？」

			「早退届なら出したわよ。ただ、途中で透のおうちで休ませてもらっただけ」

			　静かな言葉の応酬の中、二人の激しい感情がぶつかり合う。その間、透は手繰り寄せた毛布で裸を隠し、睨み合う彼女たちをなす術なく見守るだけ。しばらく沈黙が流れていたけど、やがて詩乃が呆れたように深く息を吐き、上目遣いで玲奈を見た。

			「藍沢さま、嘘や冗談はもう結構。出て行ってください。わたしと透さまの家から」

			「でも藤倉さん。私と透は恋人同士なんだから、そりゃあエッチくらいするでしょ？」

			「透さまは私の許嫁です！　わたしのものです！」

			「あなたが横から出て来ただけでしょう！　これ以上、透を困らせないで！」

			　ついに口論になってしまった。今にも掴み合いそうな雰囲気になって、責任を感じた透は、さすがに慌てて割って入った。

			「ふ……二人とも、ちょっと落ち着いて。ケンカは……」

			「透はちょっと黙ってて！」「そうですっ。これはわたしと藍沢さまの問題ですっ！」

			　仲裁しようと思ったのに、二人に同時に怒鳴られて、ついムッとなる。邪魔者扱いだけど、そもそもの当事者を置き去りにして、彼女たちは何を言い争っているんだろう。

			「待ってよ！　これはあたしの問題じゃない……の？」

			　詩乃と玲奈の口論が止まる。毅然としたつもりなのに、二人の吊り上がった目に睨まれて、語尾が小さくなってゆく。でも次の瞬間、彼女たちは互いの顔を見合わせた。透の言葉で何かを閃いたように。

			「そうよ……。透にハッキリさせてもらえばいいんじゃない」

			「そうですね。透さまにきちんと選んでいただきましょう」

			　振り向いた彼女たちの目が怖い。まるで獲物を見つけた肉食獣のように爛々と輝いている。思わずベッドの端まで後退するけど、二人が四つん這いでにじり寄って来る。

			「ねえ透、私を選んでくれたんだよね」

			「いいえ。透さまは、いかに私が愛しているかをご存知のはずです」

			「そ、それは……その……」

			　どう返事をするのが正しいんだろう。どちらも傷つけない選び方はないんだろうか。必死に頭を働かせるけど、二人の必死の形相が怖くて空転するだけ。すると、口籠ってばかりの透に焦れて、玲奈が飛びかかってきた。

			「ンもう、じれったい！　透を感じさせた方が勝ちにしましょ！」

			「ちょっと玲奈っ、そんなので……きゃあん!?」

			　押し倒して耳朶を嬲る。毛布を剥ぎ取り、力ずくで乳房を揉みしだく。そんな玲奈を見た詩乃は、馬鹿にしたように「ふふん」と笑って、透の首を自分の方へ向けさせた。

			「なんて乱暴なやり方でしょう。さあ透さま、わたしは優しくしてあげますね」

			「し、詩乃まで……ンッ!?」

			　有無を言わさず唇を奪う。優しさとは裏腹の強引さで、舌を捻じ込んでくる。右手も素早く股間を押さえ、いまだぬめりを残す淫裂をトップスピードで擦り上げる。

			「ちょ、待って二人とも……ン！　あ、あたしは話し合いを……んあぁ!!」

			　透の制止を黙らせるように、詩乃が陰核を摘み上げた。

			「ですから、こうして直接身体に聞いているのです」

			「そうよ透。私の方が気持ちいいって言えばいいの！」

			「やめ……そんな……ンぁ！」

			　玲奈も耳に舌を挿し入れながら、乳首を捩じる。二人がかりで責め立てられ、透は涙を流した。感じているからじゃない。悲しかった。彼女たちの争いに胸が痛んだ。

			「話を聞いて！　あたしは……」

			「「どっちが好きなの!?」」

			　ステレオで迫られ耳鳴りがした。瞬間、悲しみが苛立ちに変わる。考えるより早く、言葉が勝手に飛び出した。

			「嫌い！　どっちも大っ嫌い!!」

			


			　翌日の教室で、詩乃と玲奈は朝から撃沈していた。顔を机に突っ伏し、両手をぶらりと垂らした同じポーズで。

			　あの後、二人はまったくの無気力になってしまった。まるで魂が抜けたように呆けた顔で、玲奈は帰宅し、詩乃も家事を放棄。あんなに強気だった彼女たちがこうなってしまったのは、明らかに「大嫌い」のせい。

			「ねぇねぇ透ぅ。あの二人、どうかしたの？」

			　複数のクラスメイトから、同じ質問を何度も受ける。普段から、玲奈も詩乃も透にべったり。一番の仲良しと認識されているので仕方がない。

			「ん、まぁ……ちょっとケンカしちゃって……」

			　とか答えるのが精一杯。やっと帰ってきた史未も、主の変わり果てた姿に驚いていた。彼女にも同じ説明をしたけれど、さすがは大人の女性。透の説明に嘘を感じ取って、怪訝そうな顔をした。それだけに、深く追及されなかったのは不思議だ。

			（まぁ……百パーあたしが悪いんだけど……）

			　詩乃と玲奈がケンカになったのは、透が曖昧な態度を取り続けていたせい。どちらにも気がある素振りをして、エッチまでしておきながら、ちゃんとお付き合いをする決意を示さなかった。詩乃に対しては、突然現れた嫁という存在への戸惑い。玲奈に対しては、その勝手に決められた嫁への反発。不純な動機でフラフラして。

			　でも、二人は透に対して真剣だった。ちゃんとしてなかったのは、透だけ。

			　だから、何よりもまず謝らなければと思い、昼休みに詩乃と玲奈を屋上に呼び出した。

			（ひどい顔……）

			　並んだ二人が、今にも死にそうに蒼白い。そうさせたのは自分だ。そして、昨夜まったく眠れなかった透の目の下にも隈ができている。眠気に襲われ立っているのも辛い。しかし、本当に辛いのは彼女たちだと、甘えた自分に言い聞かせ、深々と頭を下げる。

			「昨日は、ひどい事を言ってごめんなさい」

			　返事はない。どんな顔をしているのか知るのが怖くて頭を上げられない。

			「それで、あの……。あたしには、二人の気持ちに応える資格はないと思ったの。好きって言ってくれたのに、はっきりと返事しないで、いい加減な態度を取り続けて……。あたしの事……嫌いになった……よね？」

			　声が小さくなっていく。本気で謝ろうと思ったのに、嫌われたくないという気持ちが表に出た。まだ自分に好意があるのを確認するような、ずるい言い方になってしまう。

			（バカバカ！　大事なのは、この娘たちを立ち直らせる事でしょ！）

			　目的を見失った自分を責め、謝罪の言葉を考え直す。でもそれが文章としてまとまる前に、小さな呟きが頭の上から降ってきた。

			「いいの。私こそ、透を困らせてごめんね」

			　恐る恐る上目遣いの視線を上げると、親友が無表情で透を見下ろしている。その隣で力なく立つ詩乃も、まったく同じ顔。

			「わたしも反省いたしました。自分の都合を押しつけるばかりで、透さまのお気持ちを考えていませんでした」

			　そして彼女たちは、揃って「ごめんなさい」と頭を下げた。

			


			　結局、何の解決にもならなかった。彼女たちへの謝罪が半端に終わっただけでなく、透自身も深い罪悪感に苛まれた。友達としてやり直せるのか、それとも、もう無理なのか、その確認すらできなかった。

			　そこへ、詩乃が追い打ちをかけた。何となく家に帰りづらくて暗くなるまで時間をつぶし、やっとの事で帰宅すると、着物姿で風呂敷包みを背負った彼女が、玄関で三つ指ついて待ち構えていた。

			「実家に帰らせていただきます」

			「じ、実家!?」

			　自分の人生でそんなセリフを聞くと思っていなかったので、驚きで声がひっくり返る。

			「はい。わたし、透さまと結婚できる日が来たと思って浮かれていました。何も考えずに押しかけてしまって……。ご迷惑をおかけしました」

			「ちょ、ちょっと待って。あたしはそこまで……」

			　引き留めようとして、でも、言葉が出なかった。玲奈と親密さをアピールして諦めさせようとしたのに、いざそうなったら動揺するなんて、あまりにも身勝手すぎる。

			「詩乃……」

			　かける言葉が見つからないまま、玄関の扉が閉まる。彼女の姿が視界から消える。追いかけなければと思うのに身体が動かない。

			「あ……あれ？」

			　玄関に立ち尽くしていたら、急に視界が暗くなった。どうしたんだろうと思う間もなく身体が傾き、意識が遠のく。

			


			　目を覚ましたら、自分のベッドの上だった。

			「透さま、気がつきました？」

			「──!!」

			　横から声がして飛び起きた。その呼び方で詩乃が帰って来たのかと思ったら、そこにいたのは、絞ったタオルを変えようとしているメイドさん。

			「大丈夫ですか？　お医者様が言うには、寝不足だろうという事です。心配はいりませんが、もう少し横になっていた方がいいでしょうね」

			　優しくたしなめられた。寝不足は当たっているけど、とてもそんな気分にはなれない。

			「詩乃は……」

			「お嬢様なら、実家にお帰りになりました。私は、残って透さまのお世話をするようにと仰せつかっています」

			「そうですか……」

			　彼女がパジャマに着替えさせてくれたらしい。それと、気を失っていたのはそれほど長い時間ではないようだ。史未が、大丈夫そうなら夕食にしようかと聞いてくる。どうせ帰るならメイドさんも連れて行けばいいのに、詩乃も半端な事をするものだ。

			「…………半端なのは、あたしなのに」

			「はい？」

			　口を突いた後悔を、史未に聞かれてしまった。何でもない、と言い訳をするより早く、彼女が激しく興味を示してくる。

			「そういえば、ケンカをしたって話でしたよね。でも、あのお嬢様をあそこまでへこますなんて相当ですよ。何があったか、よければ聞かせてもらえませんか？」

			　いつものように好奇心丸出し。そんな軽そうな人に相談なんてしていいんだろうか。警戒心と自責の念が、透の口を重くする。

			「……いいえ。全部あたしが悪いんです。だから史未さんも帰ってもらって構いません。そして、詩乃に謝っておいてください」

			「そうでしょうか」

			　史未が、首を傾げる。とぼけた表情は相変わらずだけど、透を見る目に、どことなく温かさを感じる。

			「友達同士のケンカなんて、完全にどちらか一方が悪いなんて、そう滅多にありません。ほとんどは、ちょっとした主張の行き違いや誤解です。そりゃ、待ち合わせに遅れたーなんてのもありますけど、それだって待たされた方が許せば済む話です」

			　床に正座し、身振りを交えながら話すメイドさん。自分の場合は違うと、頑なになる透の心を、その明るい表情で揺さぶってくる。

			「悩みは人に話すだけで楽になるって言いますし、第三者の方が冷静に解決法を見つけられるかもしれません。岡目八目ってやつです」

			「それって、この場合に適切な言葉なんですか？」

			「いやぁ……さぁどうなんでしょう。私、こう見えて意外と学がなくて」

			　真面目な顔になった史未が、眼鏡をクイッとかけ直す。言葉と表情がまったく合ってなくて、本気か冗談か分からなくて困る。

			「とにかく話すだけでも。私だって、お仕えしている人たちが仲違いしているところなんて見たくありません」

			　史未の苦笑いが胸を衝いた。直接関係のない彼女にまで心配をかけているのかと思ったら、話す責任がある気がしてきた。いっそ、完全にお前が悪いと叱ってくれたなら、それはそれで気持ちに区切りがつくんじゃないかと思い始める。

			「あの……実は……」

			　彼女たちに、煮えきらない半端な気持ちで接していた事、なのに嫌いと言ってしまった事を、かいつまんでポツポツと話す。言葉にして並べてみると、改めて、全責任は自分にあるとしか思えない。

			　史未は黙って聞いていた。やはり、透が悪いと判断するしかないだろう。どんな叱責が飛んでくるかと緊張して身構える。それなのに、彼女は予想外すぎる質問をしてきた。

			「透さまは、詩乃さまと藍沢さま、お二人とエッチされたんですよね」

			　聞き間違いかと思って目をパチクリさせる。からかわれたんだろうか。真面目に相談したのに、悲しみと怒りで胸が重くなる。

			「ふざけないでくださいっ！」

			　思わず大声を上げ、でもすぐに飲み込んだ。彼女の口元から笑みが消えている。目も真っ直ぐに透を見据えている。質問内容はとんでもないのに、雰囲気が、さっきまでの興味本位とはまるで違う。

			「ふざけているわけではありません。大切な事だからお尋ねしているんです。詩乃さまとされた事は知っています。藍沢さまとも、エッチ、しましたか？」

			「そ、それは……その……」

			　直接的に聞かれたところで、そう簡単に答えられる性質のものじゃない。困惑して目を泳がせていると、史未は、少し表情をやわらげた。

			「ああ、心配しないでください。責めているんじゃありません。透さまのお気持ちを知るために、必要なんです」

			「あたしの……気持ち？」

			　意味が分からずにいると、史未は居住まいを正し、改めて尋ねてきた。

			「透さまは、お二人がお嫌いですか？」

			「……いいえ」

			　すぐに答えて、それでも彼女の知りたい事が分からず首を傾げる。でも透を見る目は、まるで妹を見守る姉のように柔らかい。

			「ですよね。嫌いと言って後悔したのは、その言葉が嘘だったから。違いますか？」

			「違いません……」

			「では、もうひとつ。透さまは、ただの友達と、たとえば仲のいいクラスメイトとなら、誰彼構わずキスやエッチができますか？」

			「そんなわけないじゃないですか！」

			「はい、それが答えです」

			　史未がにっこり微笑んだ。透は、やっと気づいてハッとなる。彼女が引き出したかったのは、その返事なのだと。確かに、誰でもよかったわけじゃない。でも、それで二人を傷つけた事が帳消しになるわけじゃない。顔を上げられずにいると、メイドさんはベッドに腰かけ、シーツの上で手を重ねてきた。

			「嫌いでない人から好きと言われたら、意外と受け入れてしまうものです。透さまも最初はそんな感じだったんでしょう。積極的に好きになったのではないから、ご自分の気持ちが曖昧だったのかもしれませんね」

			「そんなので、玲奈や詩乃を好きって言えるんでしょうか……」

			「誰かを好きになる事に、決まった手順なんてありません。始まりは受け身でも、自分が好きだと感じた瞬間、それは両想いになるんです」

			　そういうものなんだろうか。恋愛経験の浅い透にはよく分からない。

			「自分の心なんですから、都合のいいように解釈すればいいんですよ。……さて、どうですか。素直な透さまは、何と言ってます？」

			　史未が、小首を傾げながら透の胸を指差した。

			「素直な、あたし……」

			　自分でも知りたくて、静かに目を閉じた。嫌いじゃないと答えてみる。それは正確じゃないだろうと、心の奥にいる自分が訴えかけてくる。だから今度は、声に出して呟いた。

			「好き……」

			　玲奈と、詩乃。どちらを思い浮かべても、答えに変化はなかった。あんなに引っ掻き回されて、一方的に気持ちを押しつけられて、何回も押し倒されたのに。でも、それを嫌だとは思わなかった。思い返してみても、戸惑いこそすれ、迷惑と思った事は一度もない。どうしてなんだろと考えて、やっと、納得のいく答えに辿り着く。

			「そっか。あたし……二人の事……」

			　どうして今までそう思わなかったか不思議なほどに、簡単な答え。

			「でも……どうして。告白されたから？　そんないい加減な理由でいいの？」

			　自分は、好きになってくれるなら誰でもいい人間なんだろうか。新たに生まれた疑問を再び史未が笑い飛ばす。

			「人が人を好きになる時は、意外と簡単なものです。でも、自分の心に真剣に問いかけて出た答えなら、そこに嘘はありません」

			　とはいえ二人を同時にというのはどうなんだろうと思ったけれど、それよりも、透にはもっと大きな問題があった。

			「もう遅いです。あたし、もう二人から嫌われちゃったかもしれない。謝ったのに、許してくれなかった……」

			　温かくなりかけた胸が、逆に、もっと重くなった。溢れ出す涙を抑えきれず、両手で顔を覆ってむせび泣く。

			「お二人が聞きたかったのは、謝罪じゃないと思いますよ」

			「え、じゃあ……」

			　史未が、その手を外して涙目の顔を覗き込む。間違っていたというのなら、正解を知りたくて視線で救いを求める。

			「おっと。ここから先は、ご自分で考えてくださいね」

			「そ、そんなぁ……」

			　ここまで来て梯子を外されて、透の心が再び迷子になる。その顔があまりに情けなかったのか、彼女は仕方なさそうに苦笑した。

			「それじゃ、最終ヒントです。好きな人から最初に言って欲しい言葉なんて、そんなに多くありません。……って、これじゃヒントじゃなくて答えかな？」

			　それはつまり、さっき見つけた素直な気持ちを伝えろという事だろうか。

			「無理無理、絶対に無理です！」

			　今さら透から告白なんて、できるわけがない。相手の気持ちが離れてから好きだなんて言ったところで、冷たくあしらわれるだけ。そんな場面を想像しただけで空恐ろしい。

			「傷ついたって事は、まだ心が離れていない証拠だと思うけどな。透さまって意外に臆病ですね。詩乃お嬢様や藍沢さまがしてきたみたいに、どーんとぶつかってみなさいよ」

			　妹にアドバイスしている気分にでもなったんだろうか。史未の口調がだんだん砕けてきた。彼女もすぐに気がついて、しまったと苦笑いで舌を出す。

			「まぁ性格というのもありますし、急に言われても難しいですよね。……分かりました。この不肖のメイドが、練習相手になりましょう」

			「練習って、何の？」

			「素直になって、お二方と仲直りする練習です」

			　透は希望の光を見出し、背筋を伸ばした。それができるなら、ぜひ教えて欲しい。どんな練習が必要なのかと期待していると、史未が眼鏡を外した。胸元のリボンも、衣擦れの音を立てて襟から引き抜いてしまう。

			「あの……あたしは何をすれば……」

			　目を細めながらブラウスのボタンを外すメイドさんに、変な予感で身が硬くなる。

			「そうですね、まずは……私を見て、好きと言ってください」

			「史未さんの事を、ですか!?」

			　それが本当に練習なのかと、不信感があからさまに顔に出た。しかし彼女は特に困った様子もなく、透の手を取り自らの肩を掴ませた。

			「詩乃お嬢様でも、藍沢さまでも構いません。相手の顔を思い浮かべて、その方の目を真っ直ぐに見て、好きですと言うんです。いいですか、ごめんなさいではありませんよ？」

			　最後の部分で、そういう事かと納得する。彼女たちと関係をやり直したいなら、そこから始める必要があるのだと、史未は教えてくれている。

			　透は目を閉じ、二人の顔を思い浮かべた。たった二文字の、簡単な言葉。なのに、唇が固まって動かない。一分近くも逡巡し、喉に詰まった息を吐き出すのが精一杯。

			「あの、史未さん……ごめんなさい……」

			　彼女の肩に乗せていた手もだらりと落として項垂れる。そんな透を、メイドさんが呆れ声で叱責した。

			「もう、ごめんなさい禁止と言ったでしょう！　だいぶ緊張しているみたいですね。仕方ありません、まずは身体の方からほぐしましょうか」

			「は、はい……ひゃんっ!?」

			　パジャマの上から胸を揉み上げられた。びっくりして後ろに倒れそうになる透を片腕で抱きとめ、さらに強く揉み上げる。

			「ちょっと、史未さん……マッサージとかじゃないんですか!?」

			「マッサージですよ。身も心も解きほぐすには、これが一番です」

			　耳元に吹きかける吐息が、熱い。いつもとぼけているメイドさんの囁き声が、低くて妖しい。予想外の事に動揺していたら、耳朶をぺろりと舐められた。ゾクリとする快感に身を硬くした瞬間、パジャマのボタンが上から二つ外されて、彼女の手が侵入してくる。

			「ひぁ……！」

			　指先がダイレクトに乳首を捉える。それで初めて、自分がブラをしていないのに気がついた。着替えさせられた時に外されたのだろうけど、乳房を触られた事よりも、知らないうちに見られた事が恥ずかしい。

			「あの、駄目ですっ。あたし……。これじゃ二人に……あんっ」

			　ジタバタ暴れて彼女の手から逃れる。しかし、あっさり捕まって背後から抱きすくめられた。再び胸に手を入れられただけじゃなく、膝を彼女の脚で広げられ、逃走を図る前よりもがっちりとホールドされてしまう。

			「お二人に顔向けできない？　浮気になっちゃう？　そういう硬い考え方をほぐすためのマッサージですよ」

			「さ、さっきは誰でもいいわけじゃないって……ふぁっ」

			　矛盾で訳が分からなくなって、肩を竦める透の頬に、史未の唇がそっと触れる。乳首も優しく転がされ、淡い痺れが肌の表面を広がるように走っていく。

			「透さま、これは私の手ではありません。詩乃お嬢様の手です。そして、藍沢さまの唇です。お二人に抱かれながらだと思えば、告白もしやすいでしょう？」

			「そんな、滅茶苦茶な……」

			「ほらほら、早く想像しないとメイドさんに抱かれて浮気になっちゃいますよー。まぁ、すでに二人も好きになっているわけですし、今さらですかねー」

			「ええっ、それ言うの!?」

			　さっき言及されなかったから油断していた。それが悩みの根本なのに、解決を放棄したようで身も蓋もない。

			「んふふ、私も三人目として参戦しちゃおうかなー」

			「あっ、そこは……はぁんっ」

			　史未がパジャマのズボンに手を突っ込んだ。下着越しに恥裂を撫でられお尻が強張る。そちらに気を取られている間に、上着の方のボタンを一気に全部外された。乳首を転がしながら、円を描いて膨らみを捏ねる。下半身と上半身を同時に攻める、流れるような愛撫はさすが大人。

			（って、そんな感心してる場合じゃ……！）

			　彼女は何がしたいんだろう。メイドなのに、詩乃への裏切りにはならないんだろうか。でも、そんな疑問を差し挟む余地のないほど史未の愛撫は巧みだった。ほとんど力を入れない微細な振動だけで、胸や股間に堪らない快感が広がる。

			「あ、あ、あっ……」

			　彼女の腕の中で、小刻みに身体が震える。逃げようという意思が簡単に挫かれる。

			「教えてください。詩乃さまは、どんな風に触れてきましたか。藍沢さまは？　こうでしょうか。それとも、こんな感じ？」

			　乳首を優しく転がし、かと思えば強く抓つねる。あるいは淫裂を縦に引っ掻いたり、円を描いて撫でてみたりと、ひと言ごとに愛撫の調子が変化する。

			「そ、そんなにされたら……んあっ……あふ……っ」

			　様々に変化する快感に翻弄され、思考が鈍る。でもその中に、ふと、馴染みのある動きを見つける。

			「ち、乳首……もっと強く……強く抓って……！」

			「こう？」

			「あ、あぅン!!」

			　二本の指が左胸の先端を絞り上げた。痛みと紙一重の快感で淫裂から大量の蜜が漏れ、下着に染み込んでいく。

			「凄ぉい、熱いのがいっぱい溢れて……。パンツの内側で、いやらしい襞々が蠢くのを感じます。透さまって、意外と痛いのがお好みだったんですね」

			「ち、違……。だから実況しないでってば、ばかぁ……」

			　思わず涙声で抗議して、でも背後からの返事はない。終わったのだろうと思った瞬間、下着の中に手が突っ込まれた。
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			「ひ……！」

			「ほら、やっぱり濡れ濡れ。とっても熱くてふやけちゃいそう……。んふ、凄ぉい。透さまの襞々が指に吸いついてきます」

			「いやぁ……いやぁぁぁん……」

			　自分の性器が、生き物のように彼女の指に絡みついていく。そんな卑猥な光景が頭の中に浮かぶ。気を失いそうなほど恥ずかしいのに、胸が弾む。お腹の奥が熱く疼いて堪らない。こんな体験、前にもした事がある。

			「あとは、どうして欲しいの？　どんな事をされたい？」

			「もっと……もっと乳首痛くして……あと、首、舐め……ふはっ!!」

			　言い終わるより早く、首筋を舐め上げられた。最初はくすぐるように細やかな動きで、次に吸いつくようにねっとりと。それを交互に繰り返されて全身が震える。脚の間で性器が収縮し、さらに大量の恥蜜を吐き出す。

			「あは、またアソコが動いた……。気持ちいいのね」

			「あふ、ん、うん、きゅふんっ」

			　甘い囁きに、喘ぎ混じりでコクコクと頷くだけ。自分のリクエストのせいとはいえ、まるで彼女が詩乃や玲奈とのエッチを見ていたかのように、愛撫の再現度が上がってゆく。相手は史未だと分かっていても、快感による混乱で、二人に抱かれているような錯覚を起こし始めていた。

			「あぁぁ……あたし、一体……」

			「こっちは、どうして欲しいのかしら」

			　混乱に乗じて畳みかけるように、下着の中で指が動いた。人差し指と薬指で淫唇の襞をくすぐり、中指が膣穴の入り口を抉る。

			「ひっ！　そ、それ……そこ、穴のとこ、もっと撫でて…………んふぁっ」

			　ひと擦りごとに抵抗感は薄れ、誘導されるまま希望を口にする。それに応えて、細い指先が膣口の縁で円を描いた。たっぷりの潤滑油で、敏感な性器粘膜を撫でて、透を引き返せない領域まで昂らせていく。

			「こ、こんな……こんなに……。あぁぁぁ……」

			　彼女の肩に頭を乗せて小刻みに震えていると、耳元に「脱いで」と小声で囁かれた。何を、と問い直す事もなく、透は腰を浮かせてズボンと下着をお尻から剥いた。

			「はぁ……」

			　解放感で声が漏れた。太腿や股間が空気に晒されるのが堪らない。まだパジャマの上が残っているとはいえ、部屋で全裸になる事に、すっかり抵抗がなくなっている。その事に若干の問題を感じながらも、自ら大きく脚を広げ、彼女が性器を嬲りやすいように協力するのを最優先にしてしまう。しかし、このメイドさんは想像以上に意地悪だった。

			「見て見て透さま。そこ、水溜まりができてますよ。お漏らししたみたい」

			「え……？　やん、だめぇ。見ちゃダメぇ！」

			　見下ろすと、シーツに大きな染みができている。そういえば、さっきからお尻の谷間を流れていく感覚があったけど、そんな事になっていたなんて。

			　でも、そんな秘密を暴露されたのに、身体は脚を閉じようとしない。髪を振り乱して抵抗する素振りを見せるだけで、激しい悦びに貫かれてしまう。それをいい事に、史未は派手に恥裂を掻き回し、大きな水音で透の羞恥を煽り立てた。

			「いやぁぁぁ……。こ、こんなの……こんなのぉ……」

			「いい子ね。ご褒美に一回イカせてあげる」

			　涎を垂らして悶える透の頬に、史未が軽く口づけた。上擦った声と共に、責めが淫裂に集中する。中指で、縦筋の中心を素早く擦る。

			「あ、あぁ……んあぁぁっ！」

			　一定のリズムを保っているのに、透の性感が昂っていく。喘ぎのトーンも高くなる。我慢できずに全身で悶えるけれど、お腹をがっちり抱きすくめられ動きを制限される。その欲求不満が全部股間に集中して、快感を増幅させる。

			「透さま、イキたい？」

			「イキたい！　イカせてぇぇ！」

			　我を忘れて絶叫する。その瞬間、指が二本に増えた。淫唇を激しく震わされ、一気に昇りつめてしまう。

			「ふぁう、あぅ、イッちゃう、ンあぁぁぁっ！」

			　腰や内腿が跳ね上がる。痙攣する身体を、史未が背後からしっかり抱きしめる。でも、その指先の動きが妖しかった。脇腹から乳房の裾辺りを軽く撫で回す。絶頂した身体をなだめるというより、過敏になった肌を刺激しているようにしか思えない。

			「あ……あんっ。史未さん、そこ……そこは……ひンっ」

			　感じすぎて我慢できない。身を捩って抵抗する。彼女はそんな透をベッドに横たえ、上から覗き込みながら頬を撫でた。

			「どうです、我侭が言えるようになりましたか？　その調子で、あのお二人にも言いたい事を言えばいいんですよ」

			　彼女の指が、頬から顎、首筋をなぞり、乳房の頂上をツンとはじく。透は身体を小さく跳ねさせ、しかし彼女の意図に異議を唱える。確かに、愛撫のおねだりではできた。

			「でもそれは……史未さん相手だからで、詩乃たちに気持ちを言うのとは別問題のような気が……。だいたい、そういう事を教えてくれるのはありがたいですけど、他にやり方があるんじゃないですか!?」

			　真っ赤になりながら両手で胸を隠すと、彼女は片目を閉じてぺろりと舌を出した。

			「ばれちゃいました？　実は、詩乃さまが夢中になる透さまを、私もちょ～っと、つまみ食いっていうか、味見してみたかったものですから」

			「……はぁっ!?」

			　唖然となって声が裏返る。彼女は視線を外し、取り繕うように声を張った。

			「でもまぁ要するに、気持ちいい事に夢中になるのと同じくらい、無心になって二人にぶつかれって事です！」

			　冷や汗を掻くメイドさんを、猜疑心さいぎしんに満ちた目で下から眺める。戸惑いは否めなかったけど、それでも迷える透にエッチをするのは、深慮があっての事と思っていたのに。

			「胡散臭い……」

			　つい不満が口に出る。すると史未は静かに身体を起こした。無言でメイド服を脱ぎ捨てて、下着とストッキングだけになる。顔は笑みのままだけど、口元が引き攣って見えるのは気のせいだろうか。

			　彼女はさらに、その下着も取ってしまった。パンツを下ろして現れる、綺麗な逆三角形の恥毛。他の人の秘所は、何度見ても動揺を抑えられない。でも目を泳がせた先には、もっと息を飲む光景があった。滑らかで美しい稜線を持つ、小山のような乳房。詩乃と同じくらいか、もっと大きいかもしれない。上向いてピンと立つ先端も、大粒ながら丸くて可愛らしい。下から見上げているのも手伝って、その迫力に圧倒されてしまう。

			（綺麗……）

			　未成熟な少女たちとは違う、大人の身体。見ただけでも分かる胸の柔らかさ。細いウエストから張りのある腰、そして充実した太腿へと続く曲線は、感じた事のない色気に満ちて、居ても立ってもいられなくなる。すっかり同性の裸に魅了されるようになっていた透は、しばらくの間、状況を忘れて見惚れていた。

			「ふふふ……」

			　その魅惑的な裸身が、ゆっくりと重なってきた。我に返った時には遅く、彼女の乳房に透の乳房が覆い尽くされていた。

			「はぁぁぁんっ！」

			　滑らかな感触に全身が粟立ち、思わず感嘆の声が漏れる。乳房だけじゃない。腕もお腹も、触れるところ全部が気持ちいい。透は無意識に彼女の肩を掴み、自分から身体をくねらせた。蕩けるような快感の中で触れ合う硬乳首が、電流のように肌を痺れさせる。

			　でも、夢見心地で喘いでいたら、いきなり口に指を数本、突っ込まれた。

			「……あぶっ!?」

			「胡散臭いなんて言ったお口は、これですか？　こっちは親身になって相談に乗ってあげたのに、生意気ですねぇ」

			「あん、あぷン！　ご、ごめん……ごめんなひゃ……んぶっ！」

			　指で舌を掻き回された。喉が詰まって、涙と涎が同時に溢れる。史未の舌がそれをまとめて舐め取る。それだけで、息苦しさの中にゾクゾクと快感が走る。

			「お仕置きです。私の、舐めてください……」

			　再び身体を起こした史未が顔に跨がった。彼女は自ら指で恥裂を広げ、内側を見せながら迫ってくる。波打つ淫襞と、薄桃の粘膜の色。それを観察する間もなく唇が塞がれた。オイルのような愛液が塗りつけられ、口腔と鼻孔に、生々しい女の匂いが流れ込む。

			（お仕置き……。これは、お仕置き……）

			　その言葉に身体が痺れ、透は、史未に促されるまでもなく舌を伸ばした。粘る液が唇に貼りつく。柔らかさと弾力をあわせ持つ淫襞が、舌に絡みついてくる。

			「あぷ、ん……ちゅるる、ちゅっ」

			「あふぅ！　あぁ……上手ぅ……。腰が蕩けちゃいそう……ん、あっ」

			　熱い史未の喘ぎ声が、思考を麻痺させた。相手をもっと悦ばせたくなって、その事だけに意識が集中し、夢中で舌を動かしまくる。今まで自分がされたように、小陰唇を掻き分け、震わせる。音を立てて蜜を啜る。

			「ふぁん！　凄い……透さまに吸われて……あ、あっ！」

			　彼女の太腿が大きく震えた。腰も前後左右に踊り出す。感じてくれているのだと嬉しくなるけれど、口唇愛撫初心者の透は、その激しい動きに対応しきれない。それでも必死になって食らいつき、硬く尖らせた舌先を、杭を打つように突き刺した。

			「はぁぁうぅぅ！」

			　偶然、小さな窪みを捉え、史未が脚や背中を強張らせる。そこが膣口だと気づき、夢中になって掻き回した。

			「駄目、透さま！　そこ駄目……。私、そこ……感じすぎちゃう……あぅ、あぁうっ！」

			　史未が太腿を強張らせた。凄い力で頬を挟み込む。意外に激しい反応を引き出せたと思った透は、もっと感じさせようとして吸いつきにいく。なのに、彼女が腰を浮かせてしまった。唇と陰唇の間で、粘液が何本も糸を引いて、切れる。何かまずかったかと不安になるけど、そうじゃなかった。

			「はぁ……軽くイッちゃいましたぁ。まさか透さまに弱点を突かれるなんて、不覚です」

			「え、そうなんですか？」

			　イクと言ってくれなかったので実感がない。若干の不完全燃焼感はあるけれど、それでも自分が彼女を絶頂させた事に驚き、嬉しくなる。

			「んふぁ。では……今度は私の番ですね！」

			「ひゃあ!?」

			　史未が透の腰を持ち上げた。そのまま身体を「く」の字に折りたたまれてしまう。

			「はい、自分で膝を持って」

			　完全な不意打ちで、言われるままに膝裏を持って身体を支える。しかし、そうしてから透は頭から湯気が噴き出しそうなほど赤面した。

			「な……なにこれぇ！」

			　ちょっと首を上げてみたら、性器が目の前で丸見え。それは、小指の長さほどの小さな割れ目。なのに、ぱっくり開いた陰唇の間から物欲しそうに涎が垂れ、内側では複雑な襞が生き物のように蠢いている。他の人のは何度か見たけど、初めて対面する自分の亀裂に目眩を起こす。

			「やだやだ！　こんなもの見せないでぇ！」

			　慌てて脚を下ろそうとしたら、膝の間から史未が顔を出した。そのまま両手で膝裏を押し込まれ、姿勢の復帰が困難になる。

			「あら、とっても可愛いですよ。こんなに色も形も綺麗なのに、恥ずかしがる事ないじゃありませんか」

			　そういう問題じゃない。文句を言おうとしたら、彼女の口が妖しく笑った。

			「さて、透さまは私にどうして欲しいですか？　指？　それとも……こっち？」

			　史未がぺろりと舌を出す。また選択を迫られた。でも今回は迷わなかった。赤い濡れ色を見た瞬間に、大きく胸がときめいたから。ただ、それを口にするのは恥ずかしい。

			「し……舌で……」

			「舌で？」

			　催促されて、逆に言葉に詰まる。でも、それを克服しないと彼女は許してくれない。この先の気持ちのいい事をしてくれない。

			「舌で……あたしのアソコ……っ！　な、舐めて…………はぁぁんっ」

			　透の秘裂を、心地よさが襲った。腰から背筋を震えが走る。ちゃんと言えたご褒美に、史未が口づけてくれた。余裕のある愛撫から一点、舌を押しつけるように荒々しく舐め上げられて、下半身が跳ね上がる。

			「んぐぅっ！　ふ、史未さん……そんなに強くされたら……あっ、あっ！」

			　彼女は透の声を無視して、激しく舌を動かした。右手で太腿を押しつけ、左手で淫唇を広げながら、縦に横にと性器を嬲る。

			「あん、あん、だめ……あぁぁぁうっ！」

			　腰が蕩けそうだ。早くも意識が飛びそうになるほど、快感に飲まれる。宙に浮いた爪先が、十指バラバラに悶えて蠢く。両手もやるせなさに戸惑って、宙を掴んだりシーツを握り締めたり。

			「んちゅ、ちゅぱ、ちゅる、じゅるるっ」

			「いやぁぁぁ……音、立てちゃダメぇぇ……」

			　いやらしい粘着音に耐えきれず、耳を塞ごうとする。けれどその手は彼女に捕まり、指を絡めながらベッドに押さえつけられた。どこもかしこも逃げ場を失った身体が、羞恥と快感に染め上げられる。

			「ふぁ、あ、あん、あんっ！」

			　お腹が波打つ。腰が踊る。淫裂が奏でる音が耳から入って頭の中を掻き乱し、体内を隅から隅まで駆け巡る。

			「だめ、だめ……駄目になっちゃう……おかしくなっちゃう！」

			「ん……いいですよ透さま。その調子……じゅるるっ」

			「ひぃっ！」

			　陰核を吸引された。激しい快感に、一瞬だけ意識が飛ぶ。さらに裏側を舌の小刻みな動きで逆撫でされ、浮遊感に襲われる。

			「あぁぁ……飛んじゃう……あたし、また飛んじゃう……！」

			　透の訴えに応えるように、史未がラストスパートに入った。膣からクリトリスの間を往復する激しい舌愛撫で、とどめを刺しにくる。

			「だめだめだめ、イク、イク……あぁ……あぁぁぁぁッ！」

			　グッと、全身が強張った。さっきとは逆に、透の腿が史未の頬を締めつける。自分でも驚くほどの力なのに、彼女は小さな呻きさえ上げず、絶頂痙攣を吸い取るように、淫裂に唇を押し当てていた。

			「あふっ……う、ん……ンっ……」

			　絶頂の大波が引き始め、落ち着きを取り戻す。そして、淫熱に浮かされていた思考も、正常に戻る。

			「……気分はどうですか？」

			　史未が、上から覗き込みながら透の髪を整える。そして、尋ねられて気がついた。不思議な事に、心が軽くなっている。

			「どうして……？　あたし、また流されちゃったのに……」

			　行為自体は紛れもなく浮気。もっと罪悪感に苛まれてもいいはずなのに。

			「それは、私が透さまからの愛を求めていないからですね」

			「……後くされのない、愛のないエッチって事？」

			　確かに、そこが詩乃や玲奈と違うところ。しがらみや愛情に抜きで、純粋に快感を追求したエッチは初めてかもしれない。だからといって浮気をしていい理由にはならないし、むしろ、より駄目な気がする。そう目で訴えると、史未は困ったように苦笑いした。

			「そういう言い方をされると多少の語弊がありますが……。言ったでしょう、これは心のマッサージ。素直な気持ちを口に出す練習なんです」

			　どう考えても言いくるめようとしているとしか思えない。けれど、口車でも詭弁でも構わなかった。今なら、玲奈たちに面と向かって話せる気がしたから。史未の言う通りに、彼女たちが透を好きなままでいてくれるなら、きっとやり直せる。

			　彼女とのエッチまで喋ったら面倒な事になるので、そこはもちろん秘密にして。

			「仲直りがしたいなら、あの娘たちの欲しい言葉を伝えなさい。それが、あなたの言いたい事でもあるはずだから。あとは、ちょっとの勇気だけ。がんばりなさい」

			「はいっ、ありがとうございますっ」

			　身体を起こし、正座してお礼をする。互いに全裸で変な感じだけど、そんなものは今さら気にならない。感謝ついでに舌も滑らかになって、余計な事を口走る。

			「あたし、史未さんを変な人だと思ってました」

			　これにはさすがに彼女も驚き目を見開く。

			「なんですかそれっ。私、こう見えても、ちゃんとした大人ですよ！」

			「ちゃんとした大人は、女子校生を押し倒さないと思います」

			　冷静に突っ込むと、彼女は「うっ……」と言葉を詰まらせた。

			「で……でもでも、おかげで気楽になれたでしょう!?　そう、私は特別なメイドさんなんです！　心のマッサージ嬢と呼んでください！」

			　拳を振り上げ力説するメイドさん。そんな彼女に、透は眉を寄せながら首を傾げた。

			「……エッチなお仕事のお姉さんみたいになってるけど、いいの？」

			「…………忘れてください」

		

	

			第四章　スキャンダラス女子校生

			


			　翌日の朝、朝食のためにテーブルに着いていた透の前に、神妙な顔の史未が立った。

			「突然で申し訳ありませんが、お暇をいただきたいと思います」

			「どうしたんですか、そんな急に。あ、でも……史未さんは元々藤倉さんちのメイドさんだもんね。詩乃もいないのに、いつまでもあたしの家にいる方が変だよね」

			　勝手に納得すると、彼女は静かに首を振った。

			「いいえ。思うところがありまして、藤倉家のメイドそのものを辞めるんです」

			「そうなの!?」

			　今度は本格的に驚いてトーストを口から零す。変な人だと思っていたけど、いざ別れを告げられると急に寂しさが募る。藤倉の家に戻るだけなら、また会う機会もあるだろう。だけど、辞めてしまったらそうもいかない。

			「本当は、もう少し透さまのお側にいられればいいんですけど……」

			　個人的な事情があるのだと、史未は言った。すると昨夜のあれは、やり方はともかくとして、彼女なりの置き土産、憂いを残さないためだったのかもしれない。

			「短い間でしたけど、お世話になりました」

			　世話になったのは透の方なのに、深々と頭を下げられ恐縮してしまう。気の利いた別れの言葉が出ずに迷っていると、まるで妹を見るような目で微笑まれた。

			「みなさまのご多幸を遠くからお祈りしていますね」

			


			　あんな紋切り型の挨拶なんて、史未らしくない。

			　学園に向かいながら、彼女の最後の様子を思い返す。それに、やけに沈んだ表情をしていた。まだ透が心配なのか、それとも単に別れを惜しんでいたのか。

			「どっちでもない気がする……」

			　では何だと言われれば、何となくとしか答えられない。いずれにせよ、透が帰宅する前には出て行ってしまうらしいので、確かめる事もできない。

			「連絡先くらい聞いておけばよかったな。詩乃なら知ってるんだろうけど……」

			　今は聞きづらい。でも、その状態を解消するための、昨夜のアドバイスだ。もし史未に相談していなかったら、今日、こうして学園に向かう事さえできなかっただろう。

			「そういえば、あの二人は来てるのかな」

			　肝心の彼女たちが欠席していたら、せっかくの決意も挫かれる。教室を覗くと、玲奈の顔が見えた。詩乃もいる。こちらは実家から登校したようだ。揃っている事に安心はしたけれど、相変わらず表情は暗くて、罪悪感がチクチクと胸を刺す。

			（……よしっ！）

			　こういう事は、時間が経つほど気まずくなるだけ。息を止めて教室に飛び込んだ。そして自分の席に鞄を置くと、二人の腕を取って有無を言わさず廊下へ連れ出す。

			「透さまっ!?」「ちょ……どこへ行くつもりよ！」

			　いきなり無言で強制連行されたので、二人とも混乱している。でも、こうするしか思いつかなかった。呼び出すためにグズグズ言い訳なんてしていたら、そもそも話を聞いてもらえなかっただろう。

			　人気のない場所を求め、屋上に出る。そしてフェンス際に彼女たちを並べて立たせた。ここまで何の説明もしなかったので、当然のように漂う不満感。戸惑いの中に若干混じる憤りの表情に、ちょっと怯む。

			　玲奈は不機嫌そうに唇を曲げているし、詩乃なんて視線を逸らしている。史未には勇気を出せと言われたけれど、こんな顔をされているのに、仲直りできる気がしない。本当にごめんなさい抜きでうまくいくんだろうか。とはいえ、こんな場所まで連行しておきながら「やっぱり後で」は最悪の展開。

			（素直に……。あたしの気持ちを正直に……）

			　自分に言い聞かせ、大きく息を吸う。透が何か言おうとしているのを察したのか、二人の顔にも緊張が走る。

			「…………あのっ！」

			「いたいた、やっと見つけた！　おーい透ぅ！」

			　決意が言葉になろうとしたその瞬間、邪魔が入った。わらわらと、五人ほどのクラスメイトが早足で近寄ってくる。こんな時に来なくてもと思ったけど、何の用かも分からないのに追い返すわけにもいかない。戸惑っているうちに、瞬く間に取り囲まれてしまう。

			「藤倉さんと玲奈もいたのか、ちょうどいいや。ねえ、これこれ！」

			　一人が、週刊誌を開いて見せた。前にも見た大衆ゴシップ誌だ。相変わらずそんなものを愛読しているのかと、ちょっと呆れる。というか、そんな用件でこの大事な局面に乱入してきたのかと、少なからず腹を立ててしまう。

			「あの、今ちょっと用事が……」

			　身勝手と知りつつ、この場はお引き取り願おうとした。けれど雑誌を持ったクラスメイトは、真剣な表情で見開きの記事をバンバン叩く。

			「用事っていうなら、こっちを先にしてよ！」

			「え～……」

			　もはや、当初の目的を達成できる雰囲気じゃない。告白を邪魔された透は、渋々雑誌を受け取った。興味はまったく惹かれないけど、まずは黒地の上で仰々しく踊る白文字の見出しを、抑揚のない声で読んでみる。

			「新時代到来！　女子校生同士の結婚！　仰天の青い性生活を赤裸々告白！」

			　本文に入る前にげんなりした。青い性とか、何周遅れのセンスだろう。

			「ねえ、こんなおじさん向けの雑誌なんて読むのやめなよ」

			　雑誌を突き返しがてら友達に忠告する。しかし、玲奈がそれを横から奪い取った。怒ったような形相で、記事を斜め読みする。

			「バカ透！　これ、あんたの事よ！」

			「…………え？」

			　そういえば、女子校生とか結婚とか書いてあった気がする。苛立ちのせいで全然頭に入ってなかった。今度は透が雑誌を奪取し、誌面に顔を近づけ貪り読む。その横で、集まったクラスメイトたちが赤い顔でモジモジしている。

			　無理もない。これは、学生結婚した二人の女子校生がどんな性生活を送っているか告白する、インタビュー記事だったのだから。もちろん本名は伏せられて仮名になっているけれど、双方の親が政治家である事や、同性婚を合法化した中心人物である事にも言及しているので、透と詩乃についてなのは間違いない。しかも、もっと決定的な事は。

			「こんなの、いつの間に撮られてたの!?」

			　記事には、数枚の写真が添えられていた。手を繋いで街中を歩くところや、校門に二人でいるところ。最初のはオートマタ展に行った時だろう。その次のは、思い当たるのは、玲奈との関係を見せつけて詩乃を諦めさせようとしたところだ。玲奈が後ろから来る直前のシーンなので、まるで、待ち合わせをしてる詩乃に透が駆け寄っているように見える。

			　全ての写真の目に黒線が入っているとはいえ、振袖で歩く少女はそんなにいない。さらに特徴的な制服。余人ならいざ知らず、透たちを知っている人なら絶対に間違えない。

			　ただし、肝心の性生活の部分は完全にデタラメ。エッチ自体は身に覚えがあるので焦ったけれど、書かれているどれひとつとして、透の経験とは一致しない。

			　しかし、クラスメイトがそんな事を知る由もない。

			「若い欲望にまかせた毎晩のセックスが激しくて毎日遅刻しているとか、学園内でも毎日しているとか……」

			「あとは、金に飽かせて集めた、大人のオモチャのコレクションルームがあるとか、その部屋で女性同士の体位の研究を欠かさないとか……」

			「議員報酬でそんなものを買うとは、いかがなものかとも書いてあるけど……」

			　みんな口々に尋ねては「きゃっ」と耳まで真っ赤にした顔を覆う。

			　透は目眩を起こした。記事の内容もだけど、それをすっかり信じ込んでいる友達に。

			「研究なんかしてないし、そんな部屋なんてないし、変なオモチャも持ってない！　そもそもインタビューも受けてないっ。ね……捏造だよ！」

			　最後のところで、完全な、と付け加えられないのがもどかしい。とはいえ、さすがに玲奈も呆れて、透の言葉を補足した。

			「おじさん読者が想像して興奮するだけの創作物を、友達が鵜呑みにしてどうするの。毎日遅刻のところだけで嘘だって分るでしょう。藤倉さんの遅刻、一度でも見た事ある？」

			「行為の部分もそうです。わたしが、みなさんに隠れてそのような破廉恥をするように見えますか？　荒唐無稽も甚だしいです。馬鹿馬鹿しい」

			　詩乃までが反論に加わった。いつにない彼女の剣幕と、玲奈の理屈に気圧されて、クラスメイトたちは沈黙を余儀なくされる。実際には、ここまでとはいかなくても、背徳的で破廉恥な行為が家でも学園でも行われたのだけど、そこにはあえて目をつぶる。

			　それより、二人が怒ってくれているのが、透は嬉しかった。もしかしたら、まだ自分を好きでいてくれるんだろうかと胸が昂る。

			　でも、すぐにおかしな点に気がついて、緩みかけた顔が固まった。

			（……ちょっと待って。二人とも、あたしの事は全然言ってなくない？）

			　発言内容を反芻はんすうしたら、詩乃の事だけだった。高揚感は一瞬で飛んで消え、代わりに疎外感が急速に襲ってくる。みんなであれこれ騒いでいる。その中心人物は自分のはずなのに、まるで蚊帳の外にいるかのようだ。

			　再び、週刊誌に目を落とす。そしてその中に、気になる一文を見つけてしまった。

			（同性婚を認めた改正は、一部の政治家が自分たちの娘を結婚させたいがため、強い反対を押しきって成立させたエゴ法……）

			　そういえば、詩乃を紹介された時、親たちは何て言っていただろう。この記事の通りの反応をしていなかっただろうか。そんな個人的な理由で世の中を変えたんだろうか。

			「待って待って！　わたしたちが聞きたかったのは、その事じゃなかったでしょう！」

			　取り囲んでいた一人が、急に大きな声を上げた。落ち込んでいた意識がハッと引き戻される。でも、戸惑いと好奇心の入り混じった視線が集まる先は、他ならぬ透。エゴ法の記述と相まって動揺を抑えられない。

			「な、なに……？」

			　ところが彼女たちは、半笑いで「あんたが聞きなさいよ」と互いに小突き合うだけ。やがて、最初に雑誌を持っていた娘が、押し出されるように半歩前に出た。

			「透と藤倉さんってさ、その……結婚、してるの？」

			　核心を突かれ、透は息を飲んだ。実際はまだなのだから、いいえと言えば済む話。でもそんな答え方をしたら、また詩乃を傷つけてしまいそうで、安易に返事をできない。婚約中と説明するのさえ、怖くてできなかった。

			（そうだ。詩乃が否定するのだってありえるんだ……）

			　そうなったら、透が傷つく番。自分から告白する勇気にばかり気を取られて、振られた場合の覚悟ができていなかった。

			「そ、それはね……」

			　イエスかノーか、どちらで答えるか決まらないまま口を開く。しかしその返事は、学内放送によって保留される事になった。

			


			　まさか学園長室に呼び出されるほどの騒ぎになるなんて。

			　透は、初めて入った部屋で直立不動の姿勢で固まっていた。厳めしい顔のおばあちゃん学園長を挟んで、オロオロしている担任と、苦虫を潰したような顔の学年主任。普段から怒られ慣れているとはいえ、さすがにこのシチュエーションは緊張する。

			　もう一人の当事者である詩乃を、ちらりと盗み見る。当然、一緒に呼び出しをくらったわけだけど、彼女には緊張の色はない。おっとりしているくせに、こんな場面でも平常心でいられる彼女の方にこそ感心してしまう。

			「用件は、もう分かっていますね。このような雑誌を真に受けるわけではありませんが、念のため、話を聞かせてもらいます」

			　学園長が、机の上に広げた雑誌を指先でトントン叩く。さっき見せられたのと同じ記事だ。クラスメイトだけでなく、職員の間でも、そこに載っているのが学園の生徒だと瞬時に広まったらしい。

			（誰がそんなのを読んでるんだか……）

			　女子校生もさる事ながら、お嬢様学園の教職員が購読するようなものでもないだろう。しかし、呑気に突っ込めるような雰囲気はない。

			「あなた方の同居……同棲は、ご両親の理念を実現するためという、たっての願いで了承したものです。このように淫らな事をさせるためではありませんよ。やましい事はないと言いきれますか！」

			　日頃から透に手を焼かされていると思っている学年主任が、ここぞとばかりに厳しい口調で糾弾する。しかも、わざわざ同居を同棲に言い直すあたり、学園長に悪印象を与えようという意図が見え見えだ。

			「大丈夫よね、ね？」

			　担任も念押ししてくるけれど、こちらは単純に、問題が大きくなるのを心配しているだけみたいだ。

			「その記事にあるような事はしてません！」

			　きっぱりと否定する。嘘は言っていない。そこに書かれていない行為はしたかもしれないけれど、その記憶からは目を逸らす。

			「はい、まったくの絵空事です。先生方には、ご心配をおかけして申し訳ありません」

			　むきになって否定する透と違い、詩乃は取り乱す事なく冷静に頭を下げた。さすがだと思ったけれど、再び横目で窺った彼女の表情は、平静というよりも無表情。記事が嘘と分かっているから平気なんだろうか。

			（それとも、もうあたしに興味がないのかな……）

			　今はそれを追及できない。とにかくこの場は、週刊誌の記事は虚偽という結論さえ出ればいい。実際、詩乃の落ち着き払った対応で、そのような流れになった。顔を突き合わせた教師たちからも、事情聴取も終わりにしようかという雰囲気が流れる。学園長が雑誌を閉じると、一番緊張していた様子の担任もホッと胸を撫で下ろす。

			　しかし、まさかその気の緩みが罠だとは思いもよらなかった。

			「そうそう。先日、街で藤倉さんのメイドさんにお会いしました。彼女も、桃之瀬さんの家に住み込みで働いているとか」

			「あ、はい……」

			　学年主任が何気ない調子で話し始めた。史未を知っているとは思わなかったので、驚いて曖昧な返事になる。

			（あ、そういえば詩乃のお弁当を届けに学園へ来た事あったっけ）

			　メイド服なんかで学園内を闊歩かっぽしていれば、嫌でも目につく。なので、教師が知っていても不思議はない。安心してとぼけられる。せっかく話が終わりかけているのに、今朝辞職しましたなんて余計な事を喋って、話をややこしくする必要もない。

			　しかし、学年主任の本題はここからだった。

			「でもね、変なの。買い物だと言っていたのに、お見かけしたのは、近くにはスーパーなんてない場所だったから。どこだと思いますか？」

			「……はぁ」

			　どこと言われても、メイドさんの買い物の、どこに不審に思うところがあるんだろう。透も、そして隣の詩乃も、先が読めずに眉を寄せる。

			「よく学生が補導されるホテル街です。不審だったので、後をつけさせてもらいました。そうしたら、彼女はアダルトグッズの店で買い物をしていました。そうそう。この雑誌によると、桃之瀬さんのお宅には、そのようなグッズのコレクションルームがあるとか。さて、一体どういう事なのでしょうか」

			　教師が尾行するのかとか、そんなところに突っ込む余裕すらなかった。

			（アダルトグッズって……もしかして、あたしに使った手錠とか首輪!?）

			　あんな物の入手先とか、全然考えもしなかった。まさかそんな店で買っていたなんて。記事にあったコレクションとは程遠いけど、これではますます、完全なフィクションとは言いがたくなってしまう。取り調べから解放されると油断していたのに、疑惑を深めるような証拠を突きつけられて動揺を抑えきれない。

			（史未さんの私物って事にすれば、さっきみたいに白を切り通せるけど……）

			　それでは、恩人に泥をかぶせる事になる。たとえ、今のこの窮地が彼女の迂闊うかつさのせいだとしても。しかしそうなると、この場を切り抜けるアイデアがない。情けないけど、ここは詩乃の機転に期待するしかない。

			　でも、横の彼女の様子がおかしい。透以上に蒼褪めて、冷や汗まで流している。

			（どうしたの詩乃っ!?　それじゃ、何かありましたって白状してるようなものだよ!?）

			　いつにない異変に困惑し、次の瞬間にハッとなった。何しろ彼女は、そのグッズを使用した張本人。目撃された史未の買い物も、間違いなく彼女の指示によるもの。身に覚えのある罪を突きつけられて、ついに冷静さを保てなくなったようだ。

			（終わったぁー！）

			　脳裏を、明日からのビジョンが走馬灯のように駆け抜けた。教師たちには淫乱生徒の烙印を押され、生徒たちからも色眼鏡で見られ陰口を叩かれる。そんな毎日が。

			　学園長と学園主任が、透たちの異変に顔を見合わせる。嫌な妄想が現実味を帯びる。しかし、それを切り裂くような声が学園長室に飛び込んできた。

			「失礼します！」

			「何ですか、あなたは勝手に！」

			　室内にいた全員が一斉に振り返る。呼ばれてもいない生徒の乱入に、学年主任が険しい顔で声を張り上げる。

			　乱入者は、玲奈だった。目玉が飛び出そうなほど驚く透にウインクして、堂々と詩乃との間に割って立つ。

			「お話は聞かせていただきました。その記事が事実無根である事は、彼女たちの主張の通りです。そして、さきほどの、メイドさんのお買い物の事ですが……」

			「立ち聞きをしていたのですか!!」

			「はい。私の他にも大勢聞いていました」

			　学年主任の金切り声を軽くいなし、後ろを指差す。開け放したままのドアの両サイドから中を覗いていた野次馬たちが、主任の睥睨でサッと顔を引っ込める。面倒な視線をそちらに誘導した隙に、玲奈は学園長に向かって主張を続けた。

			「さきほどの件ですが、桃之瀬さんの家には、いかがわしい道具なんてありません。それを使う事さえありえないですから」

			「どうして、そう言いきれるのですか」

			　友達が庇いに来たと思ったんだろう。学園長が面倒くさそうに眉を顰める。しかし玲奈は、そんな大人の脅すような視線をものともしない。

			「桃之瀬さんの家でイチャイチャしていたのは、藤倉さんではなく私です。先ほど二人が言葉を詰まらせていたのは、きっと私を巻き込むまいとしていたからです。もっとも、藤倉さんは、私を庇うというより、無関係という事にしたかったのでしょうけど」

			　遠回しな言い方に、教師のみならず、透と詩乃の頭の上にもクエスチョンマークがいくつも飛び交う。そこに畳みかけるように、玲奈は爆弾発言を投下した。

			「桃之瀬さんの真の恋人は、私、藍沢玲奈だという事です！」

			「なんですっ…………ンむふっ！」

			　それに詩乃がいきり立つ。しかし玲奈はその首に腕を回して口を塞いだ。そして彼女の耳元に囁く声が、辛うじて透に届く。

			　──いいから、ここは私の話に合わせなさい。悪いようにはしないから。

			　詩乃は「むふむふ」言って抗議を諦めないけど、ここで教師たちに突っ込む隙を与えるわけにはいかないとばかりに、息も継がずに一気にまくし立てた。

			「藤倉さんは婚約者なんて言ってますけど、所詮は親同士が決めた事に過ぎません。桃之瀬さんとは出会ったばかりで、それほど親しい関係になっていないんです。事実、ここに並ぶ二人はどうでしょう。濃厚な性生活を送っているほど親密に見えますか？　週刊誌などに踊らされず、先生方の目でしっかりと見て判断してください」

			「言われてみれば、一度も目を合わせていないですね……」

			　学年主任が眼鏡をクイッと持ち上げて、透と詩乃を見比べる。

			「しかし、いかがわしい店での買い物はどうなるのです。私はこの目で……」

			「さあ。メイドさんの私物じゃないんですか？」

			　透は目を丸くした。さっき自分が躊躇した事を、平然と言いきった親友に。確かに彼女は史未に何の義理もないかもしれないけれど、この場にいない人物を犠牲にできる神経の太さは、さすがというか怖いというか。

			「そもそも、先生はメイドさんが店内で何を買ったのか、ご覧になったのですか？　それが桃之瀬さんや藤倉さんが使う物だと、メイドさんに確認したのでしょうか。それすらしないで、雑誌の記述と関連づける事はできないと思うのですが」

			「そ、それは……」

			　玲奈に畳みかけられて、学年主任が口籠る。そこへ、図らずも担任が追い打ちをかける事になった。

			「そういえば、お弁当の時など、藤倉さんが一方的に親しくなろうとして、桃之瀬さんが迷惑そうにしているようにも見えました。下校時も、藤倉さんより藍沢さんと一緒の方が多かったんじゃないでしょうか」

			　かなり玲奈の話に影響を受けた思い出し方だ。どっちと一緒に帰ったかなんて、たまたま担任が見た時がそうだったに過ぎないだろう。それにしても、ケンカのせいで微妙な距離感にあったのが幸いするなんて、皮肉なものだ。

			　そして玲奈は、担任の思い込みに便乗して最後にもうひと押し。

			「つまり、そこに書かれているような事が、桃之瀬さんと藤倉さんの間で行われるなど、ありえないのです。もちろん、私は学生らしく清い交際を心掛けています」

			　堂々としていれば、嘘も真実に聞こえるもの。玲奈の落ち着き払った態度で、教師たちもほとんど説得されてしまう。

			「でもさっき、イチャイチャと……」

			「学生らしい、健全なイチャイチャです」

			　学年主任の諦めの悪い追及も、あっさりと撥ね返した。

			「うー、むー!!」

			「……藤倉さんが何か言いたそうなのだけど」

			　そんな中にあって、口を塞がれ暴れる詩乃を、学園長が困惑気味に訝る。

			　──ちょ、おとなしくしてなさいよっ。

			　さすがの玲奈も焦り出す。もし自棄を起こして事実をぶちまけられたら、今度こそ台無しだ。しかし彼女はついに力ずくで腕を振り払い、玲奈を指差し猛然と訴えた。

			「先生、学園長！　騙されないでください！」

			　まずいと玲奈が顔を顰める。透も、今日何度目かの絶望感に襲われる。

			「彼女はとんでもない悪党です！　婚約者であるわたしを差し置いて、透さまをたぶらかし、奪い取ったのです！　この泥棒猫を罰してください！」

			　これには玲奈もカチンときたのか、冷静さをかなぐり捨てて反撃に出た。

			「さっきの話を聞いていなかったの？　透は迷惑していたの！　急に、婚約者ですーぅ、なんて大きな顔で出て来たって、普通は困るに決まってるでしょう！」

			　鼻の頭がぶつかりそうな至近距離で激しく罵り合う。透は暗澹あんたんとなった。せっかく仲直りする決意をしたのに、こんなところで二人のケンカが再燃するなんて。

			　困惑したのは教師陣も同じ。普段、優等生とお淑やかで通っている少女たちが、場所もわきまえず口論を始めたのだから。しかし詳しい事情は分からなくても、三角関係が存在しているのは感じ取ったらしい。

			「おやめなさい！」

			　学園長が一括し、瞬時に場が静まり返った。そして彼女は全員を順番に睨みつけ、いかにも威厳たっぷりに咳払いする。

			「あなたたちにも複雑な事情があるようですね。でもそれは各人で解決すべき問題です。学園が介入すべき問題ではありません」

			　偉そうに語っているけれど、おそらく全員が同じ事を思った。関わると面倒くさそうだと思ったんだろうな～と。ともあれ詩乃の訴えは、図らずも、玲奈の出まかせは真実だと教師陣に印象づける結果になった。

			「調査の結果、記事は相当に事実と異なると判断しました。学園として、出版社に抗議するよう検討します」

			　学園長が宣言する。今度こそ本当に解放されそうだ。自分だけではとても乗り切れなかっただろう。透は、玲奈の乱入に感謝しながら、緊張に固まっていた身体を弛緩させる。しかし、安心するのはまだ早かった。

			「それと、この騒ぎが沈静化するまで、あなたたち全員に、自宅謹慎を申しつけます」

			「「「えぇ～!?」」」

			　すべて解決したと思っていた三人は、学園長のお達しに、揃って口をあんぐり開けた。

			


			『どうして私まで謹慎なのよ！』

			　その夜、玲奈がスマホの向こうで激しく憤っていた。といってもＳＮＳでの会話なので声は聞こえない。それでも、どんな表情や声をしているのか、透には簡単に想像できてしまう。そしてもう一人、彼女以上に怒っている娘が。

			『それより、あの恋人宣言はどういう事ですか！』

			　詩乃も相当に頭にきているようだ。こちらもこちらで、垂れ目をいっぱいに吊り上げているに違いない。

			『あれって、藤倉さんも調子を合わせてくれたんでしょ？』

			『そんなわけないでしょう！　わたしは本気で怒っているのです！』

			　玲奈の挑発に、文字が画面から飛び出しそうなほど激昂する。透も泥棒猫発言は演技だろうと思っていただけに、ここまで怒るのは意外だった。

			「まぁまぁ。おかげで停学とか退学とかにならずに、一時謹慎で済んだんだから……」

			　間に入ってとりなすと、詩乃からの返信が滞った。その時間は、透にも大切な事を考える時間を与える。

			（そうだ。今なら、今朝言えなかった事を……）

			　しかし、こんな文字だけの通信で伝わるだろうか。自信が持てず、文章を打つ手が進まない。どうしようかと迷っていたら、玲奈がレスポンスを催促してきた。

			『二人して何を黙ってるのよ！　それに、あなたたちはもっと別の事に腹を立てるべきでしょ！　誰があんなデタラメ記事を描いたか気にならないの!?』

			　言われてみれば、確かに。透と詩乃の同居は、家族以外には一部の人間しか知らない。メイドの史未と、玲奈と、あとは、今日の学園長室にいた三人だけだ。特に学年主任は学園の醜聞を極端に嫌っているので、そこから漏れた可能性は極めて低い。

			（いやまぁ……父さんがどこかで迂闊に喋ったってのも、考えられなくはないけれど）

			　それが一番ありえるのが困りもの。

			『わたしと透さまの同棲を知っていながら、中身がまったくの創作というのも奇妙です』

			『あんなもの、読者の興味を引ければ内容なんてどうだっていいんでしょう』

			『記事には法案への批判もありました』

			『むしろ、そっちが主目的なんでしょうね』

			　ちょっと目を離した隙に、詩乃と玲奈で会話が進んでいた。もう少しぼんやりしていたら、危うくどれが誰の発言か分からなくなるところだった。

			『だとしたら余計に許せない。親を批判するのに娘の名誉を傷つけて！』

			　玲奈が使った「傷」という言葉に、透は胸の痛みを覚えた。彼女たちの好意を無下にした自分も、あの記事を書いたライターと同罪に思えてくる。

			　そんな苦悩を知る由もない親友は、ここで思いもよらない推理を繰り出した。

			『私、あのメイドが怪しいと思うの』

			　唐突な史未犯人説に違和感を覚え、透は返事を躊躇した。詩乃も最初は「まさか」と否定的な反応をする。しかし、すぐに考えを翻した。

			『そういえば、今朝わたしが登校した後で家に来て、急に暇乞いをしてきたそうです』

			『怪しいわね。あの記事が出たタイミングで姿を消すなんて』

			『考えたくはありませんが……』

			「ちょっと待ってよ二人とも！　詩乃まで何を言い出すの!?」

			　使用人が週刊誌に情報を売ったとか、ドラマの見すぎじゃないだろうか。そうじゃなくても、悩む透を励ましてくれた彼女を疑いたくない。

			　一方で、その主張も理解できなくはなかった。身近なところで透や詩乃を観察していたのは、史未しかいないのだから。

			『よし！　まずはそのメイドさんを探そう』

			　妙にやる気を出した玲奈が、手近なところから調べようと提案する。

			「気が進まないなぁ……」

			『そう、ですね……』

			　知っている人を悪者扱いしたくない。詩乃も透に同意する。さっきはああ言ったけど、やはり史未を疑う事には抵抗があるみたいだ。

			「それに学園が抗議するって言ってたし、あたしたちが調べなくても……」

			『あてになるもんですか』

			　あの手の雑誌にとって、反論なんて痛手でも何でもない、むしろ続報のネタを与えるだけだという玲奈の主張に、次第に透も説得され始める。それにしても、週刊誌に登場していない、被害者でもなんでもない玲奈が一番怒っているように感じた。居ても立ってもいられないほど、激しく憤っている。

			『わたしは泣き寝入りなんて御免だわ』

			　そのひと言に押され、三人は、とにかく動いてみようという結論になった。

			


			　翌日、登校時間が過ぎるのを見計らって駅前に集まった。一応は謹慎中なので、他の生徒に見つからないように。そういった意味で目立たない服でと打ち合わせたのに、現れた詩乃は、まさかのいつもの振袖。

			「目立たない格好でって言ったでしょ！」

			「え、でも今日は浅葱色で……いつもより地味な色合いにしてみたのですけど」

			「どこがよっ！」

			　おかげで玲奈と少し揉めたけど、結局、今から着替えに戻らせるのも面倒だという結論になった。そういう彼女もキャミソールにミニスカとか結構派手だろと思った事は、透のパーカーのポケットにしまっておく。

			「それで藤倉さん。メイドさんの家はどこ？」

			「契約時の書類によると、ふたつ隣の駅が最寄りですね。電車で行きましょう」

			　玲奈と詩乃がメモ代わりの携帯を覗き込みながら頭を突き合わせて話し合っている。透は、そこに加われない。まだ躊躇が拭えない。

			（あたし、ここにいていいのかな……）

			　なし崩し的に一緒に行動しているけれど、ちゃんと仲直りしたわけじゃない。かといって、別に仲間外れにされているわけでもない。彼女たちとの間に見えない壁を感じて、自然に距離を取ってしまう。

			　それにしても、あんなにいがみ合っていた玲奈と詩乃が、どういうわけか、わだかまりなく協力している。その光景も、透の疎外感を強めていた。

			「透さま、参りましょう」

			「あ、うん……」

			　ぼんやりしている透に、詩乃が振り返る。でも、なかなか一歩が踏み出せない。彼女たちに近づこうとするほどに、足が重くなっていく。

			　するとそこへ、馴れ馴れしい口調で二人組の中年男性が話しかけてきた。

			「透ちゃんと詩乃ちゃんだよね。ちょーっと、お話聞かせてもらっていいかなぁ」

			　この真剣に悩んでいる時にと、ついイラっとなる。けれど、彼らの持ち物を見て息を呑んだ。一人はカメラで動画を撮影、もう一人はＩＣレコーダーを握っている。

			「あの、あなたたちは……」

			「ああ。我々、ここの動画ニュース担当の者です」

			　見せられた名刺は、例のゴシップ誌。玲奈が受け取ろうとしたら引っ込められた。

			「君たち、今日学園は？　もしかして停学とか」

			「それは、あなたたちが……」

			「ノーコメントですっ！」

			　顔を膨らませて抗議しようとする詩乃を制し、玲奈が前に立ち塞がった。しかし、彼女の事は把握していなかったらしく、何だこの女と、男たちが小声で話し合っている。どうやら、本当にまともな取材をしていないようだ。

			（う～。この人たちに聞ければ早いんだろうけど……）

			　透は唸った。動画担当と言っていたし、記事を書いたのとは別人なのかもしれない。それに向こうは大人。しかも他人のプライベートを覗き見して厭いとわないパパラッチだ。いたいけな女子校生が正面から立ち向かって敵う相手だろうか。

			　ここは無視して、早く電車移動した方がいい。そう判断して駅に足を向ける。ところが今度は、その駅の中から、別の二人組が駆け寄ってきた。

			「おいっ、お前らだけ抜け駆けするな！」

			「何してんだ！　写真が撮れないだろうが！」

			　駅だけじゃない。四方八方から、カメラやマイクを持った男たちが十人ほど、怒鳴り散らしながら次々に現れる。

			「えぇぇぇっ!?」

			　怖い感じの大人たちに囲まれた透たちは、おしくらまんじゅうのように身体を寄せ合った。まさか、こんな大勢に見張られていたなんて。互いに仕事を邪魔されたおじさんたちの怒号が飛び交う。恐怖で足が竦むけど、商売敵同士でケンカをしている今がチャンス。透の目配せに二人は無言で頷くと、頭を低くして囲みを抜け出す。

			「逃げたぞ！」

			　もちろん、そんな程度で逃げきれるほど甘くない。すぐに気づかれダッシュする羽目になる。しかも、ここで女子校生側の弱点が露呈した。元から運動神経に長けているわけではない詩乃が、振袖での駆け足に四苦八苦。それに玲奈が苦情を申し立てる。

			「だから着物なんかで来るなって言ったのよ！」

			「着物が駄目なんて言ってませんでした！」

			「こんな時にケンカしないで！」

			　透と玲奈とで彼女の手を引っ張るけれど、２ブロック行かないうちに、早くも全員で息切れ。しかも駅から離れて道まで見失う。信号の変わり目で男たちを引き離したけれど、この調子ではすぐに追いつかれる。そうなったら再び取り囲まれて、きっと、ある事ない事聞き出すまで放してくれない。

			「こっちはデパートの裏口じゃない！　もうっ、変なところに来ちゃったっ！」

			　建物に入って撒こうにも入り口が見つからず、玲奈の口調も相当に荒れる。しかも先を急いでいる時に限って、駐車場から出て来た車に行く手を遮られる。

			「……史未さんっ!?」

			　急に、詩乃がメイドの名前を叫んだ。どうしたのかと思ったら、その車を運転していたのが史未。メイド服じゃないスーツ姿だったので、透は全然気がつかなかった。それはともかく、彼女もこの遭遇は意外だったのか、あんぐりと口を開けている。

			「あなたたち、どうして……」

			「そんなことよりドア開けて！」

			　玲奈がバンバン窓を叩く。透が、信号を渡り始めたパパラッチ集団を指差す。状況を察した史未が、後部座席を指差す。

			「……って、あれ？」

			　押し合うように乗り込んだ透たちは、戸惑った。助手席に座った見覚えのない女性に、振り返って会釈される。

			「行きますよ！」

			「きゃあぁっ！」

			　女性に気を取られたせいで、急発進に身構える事ができなかった。三人は後部座席で再び押し合いへし合い。でも、悔しそうな男たちの顔が小さくなっていく。ひとまずこの場は何とかなった。でもあの調子では、明日以降も付きまとってこないとも限らない。

			「ところで、みなさん一体どうしたんですか。学園はお休みですか？」

			　緊迫した後だったので、史未の質問がひどく呑気に聞こえる。真ん中に座っていた玲奈が腹立ち紛れに身を乗り出し、さっき記者に向けた怒りをそのままぶつけた。

			「誰のせいだと思ってるの!?」

			「わぁ！　ちゃんと座っててくださいよ！」

			　運転手をびっくりさせてはいけない。透は息巻く玲奈を引っ張り戻すと、彼女の代わりに、今日集まった目的を話す。

			「史未さん、知ってますか？　あたしと詩乃の事が記事に出ちゃって、自宅謹慎に」

			「あぁ、あれですか……。確かに、私のせいですねぇ……」

			　あまりにあっさり認めたので、逆に呆気に取られてしまった。怒りを再燃させた玲奈が運転席のシートに手をかけようとするけれど、ルームミラー越しに史未がそれを制した。

			「お話は私の家で伺います。彼女も紹介したいですし」

			　そうして再び、助手席の女性が会釈する。長い黒髪を揺らし、紅い唇が印象的。彼女の持つ、どこか秘密めいた雰囲気を、透はどこかで感じたような気がした。

			


			　詩乃の情報は間違っていた。史未の住むマンションは、確かにふたつ隣の駅ではあったけど、方角が正反対。藤倉家にメイドとして雇われた時、嘘をついて入り込んだらしい。

			「経歴とか前職とかも全部嘘です。すみませんでした」

			　ソファに座った三人の前で土下座する。本当は名前と年齢も偽る予定だったのだけど、全て嘘で固めるとボロが出そうで、そこは本物にしたらしい。

			「どうしてそのような事を……」

			　詩乃が顔を曇らせる。怪しいと睨んでいたとはいえ、やはりショックは隠せない。すると史未は、例の雑誌を傍らのバッグから取り出した。

			「実は私、ここの記者でした。身分を偽って、みなさんを潜入取材していたんです」

			「やっぱり。透たちの生活を覗き見して、世間の見世物にしたんだ！」

			「ち、違います！　いえ結果としてはそうなんですけど、話を聞いてください！」

			　立ち上がって拳を握る玲奈の迫力に押され、仰け反った史未は両手を突き出し、弁解の機会を求める。

			「玲奈、落ち着いて」

			　親友をなだめ、座らせた。でも、透が見ていたのは彼女でも史未でもない。助手席にいた女性の視線が気になっていた。さっき改めて軽く挨拶したけれど、一度も笑顔を見せていない。不機嫌なわけではなく、悲しそうというか申し訳なさそうというか。

			　ともかく、玲奈は不服そうに唇を曲げながらも、口を挟むのを慎んだ。やっと話ができる環境が整ったので、史未がひとつ息を吐く。

			「申し上げた通り、私は記者でした。……一昨日までは」

			　一昨日というと、透の家を出た日だ。

			「本来のミッションは、あなた方を覗き見する事ではなく、同性婚の成立の経緯を調べる事だったんです。うちの編集長が……この人は法案自体に賛成でも反対でもなく、ただ、こういった大きな事案には、裏とかスキャンダルが存在するはずだと考えたわけです」

			「じゃあ……父さんたちの秘密を探るのが、史未さんのお仕事だったんですね」

			　透の言葉に彼女が頷く。折よく藤倉家で使用人を募集していたので、経歴を詐称して入り込んだらしい。ずいぶん好奇心旺盛な人だなと思っていたけれど、何とか話を引き出そうと一生懸命になっていただけだった。

			「にしても、あなたたちの親って政治家なのに脇が甘くない？　よく身元を調べもしないでスパイを雇っちゃうなんて」

			　呆れ顔になる玲奈に、透も詩乃も乾いた笑いしか出ない。それはともかく、まんまとメイドになったものの、史未も想定外の連続だったらしい。

			「いや参りました。まさか娘同士で同棲させるなんて。そんな事、想像できます？」

			　史未は、もう一度「できますか？」と繰り返し、透たちを順に見回す。そんなに念押しされなくても、企んだ詩乃以外は思いもよらない。

			「でも、逆に幸いだと思ったんです。正直なところ、いつ正体がばれるか冷や冷やしていたので、これは潜入中止だろうと。で、編集長に報告したんですよ。政治家を探るのは難しくなりましたと」

			　ところが、そんな史未に新しい指令が伝えられた。

			「女子校生の生態に企画変更だって言われちゃいました。その方が売れるからって」

			「それで透たちの私生活を逐一報告したのね！」

			　透に従っておとなしくしていた玲奈だったけど、ついに我慢できなくなったのか、再び立ち上がって史未を威嚇した。

			「違います違います、してません！　メイドになった時に、スキャンダルを探せ、なかったら作れと言われたので、それを利用して嘘を報告したんです」

			「え、じゃあ……」

			　玲奈がトーンダウンした。記事のデタラメな部分は、その嘘報告が使いものにならなかったので、別の記者が書いたせいらしい。つまり、彼女は透たちを守っていたのだ。

			「私、最初はアルバイトだったんですよね。それが、いつの間にか記事取ってこいなんて言われるようになって……。その手の雑誌にあまり詳しくなかったものですから、業界屈指のゴシップ誌だって知らなくて」

			　史未が、詩乃と玲奈、そして透を順に見詰める。

			「向いてなかったんですよ。やっぱり、人を晒し物にするなんて嫌じゃないですか。ましてや、恋に悩む女の子たちを」

			　彼女から見たら、三人はまだまだ頼りない子供。そんな少女たちを餌食にする事に嫌気がさし、出版社を辞める決意をしたのだという。

			「恋といえば……史未さんは、最初にわたしの透さまへの想いを知っても、少しも不思議そうにはなさらなかったですね」

			　詩乃が不思議そうに首を傾げると、史未は恥ずかしそうにはにかんだ。

			「私も、そういう傾向の者だったので……。つまり、恋愛対象が女の子って事です」

			　だから女の子とのエッチがあんなにうまかったのかと、透は無言で納得した。

			「そんなわけで、例の法律は私も喜んだんです。具体的な恋人はいなかったですが……。で、メイド仕事の傍ら、ちょっとは記者らしくしようと思って取材活動をしていました。その成果のひとつが、彼女です」

			　史未が、例の女性を手で指し示す。告白話で忘れかけていたけど、何者なんだろうか。すると女性は、また軽く会釈した。

			「初めまして。私は、桃之瀬議員と藤倉議員に、同性婚合法化を陳情した者です」

			「ち、陳情？」

			　声を裏返らせて驚く透に、女性は頷いてみせた。

			「はい。私と恋人……今は結婚できましたが……他にも、同じ希望を持つ人たちで。何年か前に、ネットで合法化の署名を集めている事を知って、私たちも参加して。それでやっと、そういった活動に理解のある両議員に行き着いたんです」

			　話を聞いて、透は、彼女に感じていたものの正体が分かった気がした。どことなくだけど、玲奈や詩乃に似た雰囲気を纏っている。

			　ただ、同性愛というデリケートな問題なので、代表者以外、署名者などの具体的な名前は基本的に表に出さない形で、法案化の作業は進められた。

			「それが、あなたたちに迷惑をかける事になるなんて思いませんでした。ごめんなさい」

			　深々と頭を下げる。あの記事を知り、秘密主義のしわ寄せが透たちにいってしまったと、責任を感じていたらしい。彼女が悪いわけじゃないのに。

			「それで、史未さんに頼まれて協力する事にしたんです。彼女が例の記事を書いたと聞いて渋っていたんですが……あなたたちと実際に会って、決めました」

			「あの、何を……」

			　首を傾げる透に、女性が満面の笑みで答えた。

			「私たちで、あの記事に抗議する事をです」

			


			　それから数日、透たちは、あちこち走り回った。女性と史未が作成してくれた名簿を元に、法案に陳情したグループや、署名した人たちの下へ。

			　あの記事への、抗議ビデオを撮るためだ。文字だけのメッセージではインパクトが弱いと、女性が提案した。遠方は史未にまかせ、行ける範囲で行動した。

			　記事の影響は意外に大きく、好奇の目で見られるのを怖れて顔を出すのを嫌がる人は少なくなかった。でも透がその当事者だと分かると、後から協力してくれる人もいた。

			　記事に憤りを示す人、同性婚ができた事に感謝する人。訴えたい内容は様々。そうして集めたコメントは、単身とカップルを合わせて、約十組分。欲を言えばもっと欲しかったけど、あまり時間をかけすぎると、世の中の興味が失せて今さら感が出てしまう。

			「それじゃ、最後はお二人で」

			　史未が、彼女の部屋でビデオカメラを構えた。制服を着てソファに並ぶ、透と詩乃に向けて。

			　透は、緊張していた。企画に協力してくれなかった人を仕方ないと思いながらも、心のどこかで恨む気持ちがなくはなかった。でも、いざ自分が顔を晒すと思うと、頬や口周りの筋肉が強張って、うまく喋れる気がしない。固辞した人の心情と、そして、メッセージを寄せてくれた人がどれだけ勇気を振り絞ったのかを、今になって理解する。

			「カメラ回すよ？」

			「は、はいっ！　あ、いえ……」

			　史未の合図に、待ったをかける詩乃。そのいつになく硬い声に、透は驚いた。膝の上で上品に重ねた手が、震えている。細い喉が上下して、唾が通り過ぎたのが分かる。

			（詩乃も緊張してるんだ）

			　きっと、透と同じ気持ち。そういえば、親の仕事も似たようなものなのかなと、ふと思った。広く不特定多数に向けて主義主張を訴え、応援はともかくとして罵声を浴びる事もあるなんて、よほど肝が据わっているか、相当に無神経じゃないと務まらない。

			（あたしには、できそうもないなぁ……）

			　でも、今は透がやる番。他の人の助けを得たとはいえ、これは自分の問題。

			　カメラを構える史未の後ろには、複雑な表情で腕を組む玲奈。件の記事に出ているわけじゃないのに、話がややこしくなるからと、自ら出演を辞退した。

			「玲奈、こっちおいで」

			　手招きすると、彼女の顔に戸惑いが浮かんだ。動きそうになかったので、立ち上がって手を引き、ソファに座らせる。そして自分は二人の真ん中に陣取って、二人と手を繋ぐ。

			「透、私は……」

			「いいから。玲奈も必要なの。史未さん、始めてください」

			　有無を言わさず撮影を開始する。玲奈と同様、透の意図が掴めず戸惑い気味だった詩乃も、慌てて正面を向く。
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			「…………あたしたちは……あたしとこの娘は、あの記事に書かれた本人です」

			　一応、予定していたコメントはある。しかしそれは詩乃からという段取り。いきなり透が喋り始めてしまったので、両サイドは黙るしかない。

			「あたしたちは、今、ケンカしてます」

			　さらに予定にない話になって、左右の二人が驚いて振り向いたのが見なくても分かる。自分でも、この後をうまく続けられるか自信がない。繋いだ手を懸命に握り締める。

			「だって……女の子に告白されるなんて思った事もなかったし、女の子を好きって思った事もなかったし……」

			　そこまで喋って、自分で首を傾げる。

			「違うかな。自分の気持ちをしっかりと確かめないまま、期待だけ持たせて二人の間をフラフラしていたから。どっちが好きかというより、あたしは、この娘たちが好きなのか、それすら分からないままでいたんです」

			「違うわ！　私が気持ちを押しつけただけで……」

			「いいえ！　わたしこそ勝手に許嫁を名乗ったから……」

			　玲奈と詩乃が割り込んでくる。透は彼女たちの手を強く握って、それを黙らせた。

			「二人は好きって言ってくれました。それをどう受け止めるかは、あたしが決めなくちゃいけなかった。でも、ちゃんと向き合う事から逃げちゃった。自分の気持ちからも、この娘たちからも。二人を傷つけたんです」

			　つい俯き加減になったので、顔を上げる。正面にカメラが見えた。いつの間にか、詩乃と玲奈に話しかけているつもりになっていた。本来の目的から外れているのに気づき、慌てて軌道修正する。

			「ええっと……何が言いたいかっていうと……あたしたちの関係は、まだ始まってもいない、という事です」

			　あれだけエッチしておいて始まっていないもないだろうと、表には出さずに自嘲する。

			「もしかしたら、あの記事にあるような事も、これからあるのかもしれません。でもそれは、ずっと先の話です」

			　詩乃と玲奈を交互に見て、透はメッセージを終わりにした。史未はカメラを止め、撮影したものを確認する。

			「ごめん……。何か変になっちゃった」

			　ちゃんと考えて喋ったつもりなのに、半分くらいしか覚えていない。そのくせ、ひどく恥ずかしい。記事への抗議というよりも、告白への返事のような、そうでないような、とりとめのないものになっているんじゃないだろうか。

			「史未さん、ごめん。やっぱり撮り直し……」

			「え、もうアップしちゃいました」

			「そんな、本人に確認くらいさせてよ！　ていうか、編集、早すぎない!?」

			　史未のところに駆け寄って、膝の上のノートパソコンをひったくる。そこには大手動画投稿サイトの画面が。ちょっと反省している間に、あの支離滅裂な動画がネットに公開されてしまったなんて。

			「透さまのを最後に繋ぐだけでしたからね。別にいいんじゃないですか、他の方のも、似たような感じのが少なくないですし」

			「で、でも……」

			　確かにそうだけど、肝心の当事者があれでよかったんだろうか。演説なんて経験がないので、客観的な評価ができない。呆然とパソコンの画面を眺めていると、背後から、二人が肩に手をかけてきた。

			「落ち込まないでください。わたし、透さまのアドリブに感服いたしました」

			「そうそう。後は世間の評価を待つだけよ」

			「なにそれ、皮肉？」

			　楽しそうな声の詩乃と玲奈を、恨めしげに振り返る。しかし透は、くるりと向きを変えて、彼女たちを見上げるように正座した。今回の事でなし崩し的に一緒に行動していたけれど、ケンカの件は、ちゃんと始末をつけていない。

			「玲奈、詩乃。あたしの話、聞いてくれる？」

			　すると、二人も透の前に並んで正座した。でも、屋上に呼び出した時のような緊張感というか、構えた雰囲気はない。

			「あの……あの！　この前は嫌いって言ったけど……！」

			　前のめりになる透を、前に出された玲奈の手が止める。

			「それは前に聞いた」

			「そして、これまでの透さまのお気持ちも、今、聞かせていただきました」

			　玲奈の言葉を詩乃が継ぐ。気勢を削がれて、何を言おうとしていたのか忘れかけ、あうあうと口が空回りする。そんな透の前に、二人の真剣な顔がグッと迫った。反動で透の背中が後ろに傾く。

			「えっと……じゃあ……」

			「お聞きしたいのは、これからどうしたいかです」

			「私たちは、まだ始まってもいないんでしょ？」

			　詩乃が微笑みながら姿勢を正す。玲奈が意地の悪い笑みを浮かべる。そうだ。史未にも言われた。彼女たちが聞きたいのは謝罪じゃないと。

			「あたし……あたしね、正直なところ、まだ決められないんだ。詩乃と玲奈の、どっちを好きなのか。……ごめんなさい」

			　そのつもりはなかったのに、やっぱり最後に謝ってしまった。でもこれが、現時点での透の結論。まさに「これから」の半端な答えでしかない。

			　二人は、想定以上の不満顔だった。精一杯の誠意を示したつもりだけど、まだ何か足りなかったんだろうか。やっぱり関係の修復は無理なのかと不安を覚え始めたら、玲奈が眉を寄せて首を傾けながら、不思議な事を言い出した。

			「あのさ……どうして怒らないの？」

			　そのセリフにこそ、透は首を傾げる。すると今度は、詩乃が、例の綺麗な三つ指で頭を下げた。玲奈も慌ててそれに倣う。

			「藍沢さまの言う通りです。どうして透さまが謝罪なさるのでしょう。わたしたちの身勝手な振る舞いが、あなたをこんなにも悩ませたというのに」

			「そうだよ。私、本気で透に嫌われたのかと思ったんだから」

			　透は、やっと理解した。二人がずっと微妙な態度だった理由を。混乱していたのは彼女たちも同じだった。奪い合いで透を怒らせたと思っていたら、その本人の方から謝ってきたものだから、どんな態度を取ればいいのか分からなくなっていたのだ。

			　嫌いなんて言葉を使った事を、透は改めて後悔した。言った方も言われた方も、等しく傷ついただけ。もう一度、心から謝りたいけれど、それでは詩乃も玲奈たちが納得しないだろうし、際限がない。

			（じゃあ、どうすれば……。誰もが幸せになれる言葉なんてあるの？）

			　すがるような彼女たちの顔を見ていたら、どちらかを選ぶなんてできそうにない。

			　すると、おかしな考えが頭をよぎった。だけど今なら許されるんじゃないかと、妙な妄想が働いて、試しにと、意地悪な質問をしてしまう。

			「ねえ。こんなあたしだけど……二人は、まだ好きでいてくれる？」

			「もちろんですっ」「当然じゃないっ」

			　力いっぱいの答えが返ってきて、そう言ってもらえるだけで胸がいっぱいになる。しかしそれが、透に変な自信を与えてしまった。

			「でも、さっきも言ったように、あたしはまだ決められないでいるの。でも……決めなくちゃ、だめ？」

			「ん、ん？　それって……」

			「だ、だから！　今まで通りっていうか、一緒にっていうか……」

			　玲奈の目が点になる。詩乃も、今まで見た事がないほど混乱している。凝視されて思わず目を逸らした先で、呆れた史未が苦笑いしている。

			（あ、あれ……？）

			　冷静に考えたら、二股させろと言っているわけで。どちらも捨てられないなんて欲張ったばかりに、もしかしたら、最悪の結果を招こうとしていたんじゃないだろうか。

			「待って、今の冗談！　なしなしっ！」

			　両手をぶんぶん交差させ、大慌てで取り消す。二人は顔を見合わせ、同意するように頷き合った。ひとまず危機は回避された──と思ったのだけれど。

			「私の方が透を愛しているんだもの。藤倉さんと同列に考えられても困るわ」

			「聞き捨てなりませんね。まるで、わたしの想いが劣っているようではありませんか」

			　玲奈と詩乃が睨み合う。その目の間に、バチバチと火花が散る。

			「あ、あれ……？」

			　前にも見たようなシチュエーション。嫌な予感に透の背筋が凍る。

			「ちょ……。二人とも、これじゃまたケンカに……」

			　再燃しそうな諍いに焦って、間に入ろうとする。しかし、その伸ばした腕を詩乃ががっちり搦め捕り、自分の方に引き寄せた。

			「問題ありませーん。透さまがお決めにならない以上、許嫁であるわたしが選ばれてしかるべきですから」

			「どうしてそうなるのー？　決まってないって事はぁ、私でも構わないって事だよぉ」

			　反対の腕に玲奈が抱きつく。左右から引っ張り合っての奪い合いが始まる。透は激しくうろたえた。せっかく改善しかけた関係が、ちょっとばかり調子に乗ったせいで再び壊れようとしている。しかし、突然閃いた。この場にはもう一人、大人の史未がいる。いい感じに説得して助けてもらおう──と思ったら。

			（……何で笑ってるのー!?）

			　真っ赤になったほっぺたを膨らませ、両手で口元を押さえている。どう見ても、今にも吹き出しそうなのを必死に堪えている顔。この修羅場を前にして何のつもりなのか。前に親身なアドバイスをくれた彼女はどこに行ってしまったんだろう。

			「あの……みんな……？」

			　訳が分からず、両サイドの二人を交互に見る。

			「透のお馬鹿さん。どっちか決められない、でもケンカは嫌だっていうのなら……」

			「わたしたちで共有するしかないでしょう」

			「へ……？」

			　搦め捕られた両腕を、ぐいっと持ち上げられた。ズルズルと隣の部屋まで運搬される。そして、息を合わせた二人にベッドの上へと放り投げられた。

			「そーれっ」

			「きゃあっ!?」

			　ふかふかの羽毛布団の上に背中からダイブ。そのバウンドがおさまらないうちに、二人が圧し掛かってきた。玲奈が、頭の方から透の両手首を押さえつける。詩乃がセーターの中に手を入れて、ブラウスのボタンをプチプチ外す。

			「ちょ……二人とも何して……ひゃあん!?」

			　玲奈が手首を持ち上げた。バンザイの格好にされ、服が次々と剥ぎ取られていく。まるで、最初から示し合わせていた連携プレイ。ほんの数分前までいがみ合っていたとは思えない。ブラだけになった上半身を玲奈が羽交い絞めにし、詩乃に靴下を脱がされる。

			「ひゃんっ」

			　その時、ついでばかりに、ふくらはぎや足の裏を、指先でなぞるようにくすぐられた。背筋を走るゾクゾクに身を捩る。

			「それでは、わたしも……」

			　それを見て詩乃も脱ぎ始めた。瞬く間に、一糸纏わぬ全裸になってしまう。

			「ちょっと詩乃。透もまだなのに、いきなり全部？　やる気出しすぎじゃない？」

			「当たり前です。玲奈さまは脱がないのですか？」

			「脱ぐわよ、もちろん」

			　何だか、すごく仲がよさそうだ。しかも、苗字ではなく、名前で呼び合っている。いつの間にそんな関係になったんだろう。玲奈が脱ぐ間に透が逃げないよう、詩乃が前から抱きすくめてくる。そんな事をされなくても、呆気に取られて動けない。

			「二人ともどうしたの？　ケンカしてたんじゃなかったの？」

			　混乱する透の前で、全裸の二人が四つん這いになった。まるで猫科の動物のように、しなやかな動きで身を摺り寄せてくる。

			「ケンカなんて最初からしていません。透さまを奪い合っていただけです」

			　表現が違うだけで同じ意味のような気もするけれど、それにしたって、先日までと関係性が変わって見えるのは気のせいじゃないだろう。すると、玲奈が静かに透を押し倒し、その胸に頬を乗せてきた。

			「私たちだって反省したんだよ？　透を怒らせちゃったって」

			「だから、玲奈さまと話し合って、しばらく休戦する事にしたんです。ただ、距離を置くのではなく、二人で平等に近くにいようと。要するに抜け駆け禁止です。もちろん、透さまのお心次第ではありますけど……」

			「ふ、二人はそれでいいの……？」

			　自分から言い出した二股だけど、実際に彼女たちから同じような提案をされると、躊躇しないわけにはいかない。戸惑う透に、ふたつの唇が近づいた。触れるだけの軽いキスなのに、身体が温かくなり、指先まで悦びに震える。

			「あぁ……」

			　そこからは、言葉を必要としなかった。詩乃が唇を舐め、玲奈は耳朶を軽く食はむ。それぞれ透の手に指を絡め、もう一方の手で脇腹や内腿を撫で回す。激しさなんかない、序章のような優しい愛撫。それでも、お腹の奥がじわじわと熱を帯びる。

			「詩乃……玲奈……」

			　もうあれこれ言って面倒な事にしたくない。透は彼女たちの手を握り締め、愛撫に身を委ねた。喘ぎながら舌を伸ばすと、詩乃がその先端をチロチロ舐める。掠るだけの接触が快感の静電気を生み、下半身を小さく痙攣させる。

			「ん、あ……あんっ」

			　玲奈の唇が首筋に移動し、逆撫でしては時々チュッと吸い上げる。たったそれだけの事で、喘ぎ声が高くなる。

			「ちょっとぉ。いきなり始めるなんて聞いてないですよぉ？」

			　涙で潤んだ目を開いたら、史未が呆れ顔で三人を見下ろしていた。そういえば、ここは彼女の家。それを忘れて押し倒されてしまうなんて、透の悪い癖とはいえ、雰囲気に流されやすいにも程がある。

			「あの、ごめんなさいっ」

			　身体を起こそうとしたら、史未は苦笑いでそれを止めた。

			「ああ、いいんですよ。続けてください。この部屋をお貸しするのが見物料って、お嬢様たちとの約束なので」

			　史未はスツールに腰を下ろし「さぁどうぞ」と促した。透は、唖然となって言葉も出ない。いつ約束したのか知らないけれど、詩乃たちとは話がついていたという事。こんな展開になると知っていたから、さっきの言い争いも笑って見ていられたわけだ。しかし、続きをしろと言われても、見物人がいたら、どうしたって意識してしまう。

			「詩乃、玲奈。やっぱりここじゃ……ひぃっ！」

			　どちらかの手が鼠径部に触れた。見物人の目もお構いなしに撫で上げる。透以外のみんなは合意ができているわけで、下手に抵抗したら、また微妙な空気になりかねない。

			（で、でもこれって……これって……！）

			　とはいえ、余計な心配はいらなかった。史未の目に羞恥心で身体が竦んだけれど、それ以上に感覚が鋭敏になっていた。二人の指が、下着の線に沿って脚の付け根を逆撫でる。ブラの上から乳首を転がしながら、左右から首筋を舐め上げる。いつも以上に身体をゾクゾクが走り、身悶えせずにいられない。

			「やん、あ、あっ……あふぅン」

			　淫裂の温度が上昇していく。籠った熱と溢れる愛液とで、下着の中が蒸れる。無意識に脚を閉じようとするけれど、玲奈の手が膝にかかり開脚を強いる。涼しい空気が股間を通り抜け、その心地よさに思わず仰け反った。しかし次の瞬間には詩乃の手が、濡れて蒸れる淫溝を、下着の上から指で押さえる。

			「んふふっ。透さまったら、すっごく濡れ濡れ。下着もびしょびしょですわ」

			「あら本当。それに、とっても熱い……」

			　玲奈もそこに指を添える。熱さも湿りも知られて頭が沸騰しそうだ。二人の指で交互に割れ目を撫でられ、羞恥が渦巻く。ふと横を見れば、史未の淫靡な視線。それが、まるで嘲笑のように見える。そうでないと分かっていても、透を快感に没頭させてくれない。

			「ン、もう……！」

			　透はもどかしくなって玲奈の手を振りほどいた。そして彼女の頭を抱き寄せ唇を奪う。

			「ふむっ!?」

			　透の不意打ちに、珍しく玲奈が驚いて目を見開く。しかし、激しく吸うと彼女も即座に反応してきた。わずかな隙間もないほど唇を密着させ、顔を捩じりながら吸引し合う。

			「ん、んむ……みゅうぅぅっ」

			　自分から仕掛けたのに、透は全部の息を吸い取られるような激しさに目眩を起こした。変な対抗意識が芽生えて、吸引される勢いついでに舌を挿し込む。玲奈もすぐに舌を動かし、絡めてきた。密着してひとつになった二人分の口腔で、二枚の舌が抱き合い、激しく螺旋を描いて愛撫する。ザラザラの表面が擦れ合い、快感で背筋まで甘く痺れる。

			「あふん、透……んちゅ、ちゅぶ、ちゅばっ」

			「あ……あぷ。玲奈……ん、ふぁ……っ！」

			　次第に唾液が滲み始めた。おのずと下になっている透の口に溜まり、息苦しくなる。堪らず口を離して仰け反ったら、唇の端から大量に零れた。攪拌かくはんされて粘りの強くなった唾液が顎を垂れ落ちる。その感触がひどく淫らで、透は無意識に笑みを浮かべてしまう。

			「あはぁ、透、いい顔ぉ……。ちゅ、れろ、ちゅば、ちゅぶっ」

			　玲奈の両手が頬を挟む。彼女は垂れた唾液を舌で掻き集め、再び口に流し込んでくる。呆けた顔で見上げれば、唇が太い粘液の糸で結ばれる卑猥な光景。それを写真に収めたい欲求に駆られるけれど、今はしっかり目に焼き付けて、両手で彼女の頭を抱き寄せる。

			「んむ、む、あむ……ちゅ、じゅるるっ」

			　唾液の混ざり合う粘着音に頭が酔い痴れる。すっかりキスに耽溺していたら、不意に、鼠径部をねっとりと舐められた。

			「んむっ!?」

			　濃厚なキスに嫉妬するように、詩乃の舌が下半身を這い回る。脚の付け根から太腿、膝へ、そして同じコースを辿って再び股間へ。彼女が動きやすいように、玲奈もキスをしながら身体を少し斜めに移動させる。そうしてできた空間に身体を滑り込ませた詩乃は、脚を思いきり広げると、下着をずらして淫蜜を啜り上げた。

			「ンひぃっ！」

			　痺れる衝撃が頭を直撃する。快感で跳ねる腰を二人がかりで押さえ込まれながら、玲奈の頭を抱き寄せ、詩乃の身体を脚で挟む。全身をぶるぶる震わせ快感を訴える。

			「あ、あ……！　それ、気持ちい……い、いいっ！」

			「どこが気持ちいいの？　どっちの方が感じる？」

			　玲奈が唇を舐め回しながら尋ねてきた。すると、こっちだと言わんばかりに、詩乃の動きが激しさを増した。舌で淫唇を震わせ、クリトリスを逆撫でする。アドバンテージを取られると思った玲奈は、返事を待たずに耳を舌で掻き回した。同時にブラを片方ずらし、硬乳首を摘んで転がす。

			「ひぁ、あひ、ンあ……ひぃっ！」

			　粘り気のある水音が、耳と股間から響いてくる。静電気のような快感で全身が跳ねる。覆い被さる身体に必死になってしがみつくけど、気持ちよすぎて耐えられない。

			「あぁぁぁ……れ、玲奈……詩乃……詩乃ぉ！」

			　名前を呼ぶのが精一杯で、それ以外の言葉が出てこない。二人から同時に責められる激しさは、一対一の時とは桁違い。何もかもが頭から吹き飛んでしまいそうな歓喜の嵐に飲み込まれる。

			（どうしよう……。こんなの、こんなの知ったら……戻れなくなっちゃう！）

			　二倍というより二乗の快感。気持ちよすぎて怖い。なのに、身体が蕩けそうな痺れと淫熱が、透を捕らえて離さない。

			「ふぁあぁぁ……あ、あたし……あ、あッ！」

			　喘ぎの中に鋭い悲鳴が混じり始める。それを合図に二人の動きが早くなる。唇で舌を扱かれ、陰核を弾かれる。息ぴったりの激しい愛撫で、透を絶頂へと導いていく。

			「透……ん、ちゅば、ちゅるじゅるっ」

			「透さまイッて……れろ、ちゅば、じゅるじゅる、ちゅばっ」

			「ンぁ、あん！　詩乃、玲奈……だめだめ……そんなのダメぇ！」

			　何が駄目なのか自分でも分からない。身体の中を吹き荒れる熱風に翻弄されて、狂ったように身悶える。舌を擦られるたびに頭の中が白くなる。陰核を逆撫でされるたびに理性が削られる。透の身体を絶頂に向かって衝き動かす。

			「だめだめ、ホントに、もう……もうっ、あ、あっ、あぁぁぁぁッ!!」

			　ビクンと、身体が大きくしなった。一瞬、何もかもが頭の中から消え去って、快感電流だけが、頭のてっぺんから爪先まで余すところなく駆け巡る。あまりに激しい絶頂感で全身が引き攣る。そんな状態なのに、彼女たちは愛撫をやめようとしなかった。手加減なしの激しさで、耳を掻き回し膣口を抉る。

			「そ、そんな……やめ……お願い、また、また…………んあぁぁンっ」

			　腰が甘美な痺れに包まれ、休む間もなく再びイカされてしまった。大きくお尻が跳ねたせいで、さすがに詩乃の舌が淫裂から外れる。

			「やん……」

			　彼女が不満そうな声を漏らす、その隙に、透は身体をひっくり返した。痺れの残る身体を強引に動かし、玲奈を組み伏せる。

			「ど、どうしたの透……」

			「あたしばっかり気持ちよくなるんじゃ不公平だから……」

			　攻めてばかりだった彼女が、こんな風に押し倒されるのは初めて。慣れない体勢に戸惑っている親友のお腹に跨ると、顔をぶつける勢いで口づけた。さっきのお返しに大量の唾液を含ませながら、両手で胸を揉みしだく。

			「透、すご……い……。あぷ……お、溺れちゃ……んぷぁっ」

			「はぁ……。もっと、キス、いっぱい…………じゅる、じゅぱっ」

			　自分がされたら耳を覆いたくなる下品な音で、玲奈の口腔を掻き回す。掌で転がす乳首も、次第に硬さを増していく。

			「はぁ……」

			　いったん息継ぎをしようと顔を上げたら、さっきよりも濃厚に泡立った唾液の糸が垂れ落ちた。その先では、頬を真っ赤に染めた親友が、恥ずかしそうに潤んだ瞳で見上げている。いつになく弱々しい彼女の視線が、透の中で何かを目覚めさせた。苛めたい欲求が沸き上がり、首筋に顔を埋めて、ねっとりと舐め上げる。

			「あ、あぁ透、透……うぅンっ！」

			　玲奈の切なげな声が背筋をくすぐる。彼女の身体が小さく跳ねるたび、透の身体もゾクゾク痺れる。愛撫をしているのは自分なのに、されている時以上の悦びが胸を満たす。

			（もっともっと、玲奈を気持ちよくさせたい……）

			　そう思うだけで脚の間が激しく疼く。そちらは内腿を擦り合わせてごまかし、もう一度首筋を舌で逆撫ですると、彼女の腰がさらに大きく跳ね上がった。

			「あ、あ、あっ！」

			　もどかしげに捩れる肢体が愛おしい。我慢できなくなって、下半身の淫らな泉にも手を伸ばした。そこは触れる直前から熱を孕み、透の指は、吸い込まれるように沈んでいく。

			「はぁぁぁんっ」

			　二人で同時に喘ぎを漏らした。性器を触られた方はもちろん、触れた指先までが熱い快感に覆われ震える。愛撫は慣れていないけど、どこをどうすれば気持ちいのか不思議と分かる。透は絡みつく淫襞を、指一本で素早く掻き回した。

			「あぅ、あぅん！　そこ、そこだめ、もっと、もっと……だめぇっ」

			　矛盾する言葉を繰り返し、玲奈の両手が背中にしがみついた。その声だけで透も昂ってくる。動かしているのは手首だけ。なのに、まるで長距離を走っているように息は荒れるし全身からも汗が噴き出す。

			「はぁ、あぁ、あ、んっ」

			　玲奈の喘ぎも短くなった。一気に決めてしまおうと、攻撃対象を陰核に移す。

			「だめ、そこホントにだめぇぇっ！」

			　透の手を阻止しようと脚を閉じるけど、すでに指先は突起を捕獲。容赦なくコロコロと転がしまくる。

			「あん、あん、あんっ！　イカされちゃう……透に、透に……あ、あ、あぁぁぁ！」

			　玲奈の身体がビクンと仰け反った。何度も何度も繰り返し跳ねるお腹に、弾き飛ばされそうになる。

			「あ、あ……イカされちゃったぁ……」

			　彼女の長い髪も汗でぐっしょり。それを撫でると、うっとりと唇を寄せてきた。でも、そのキスは未遂にされてしまう。添い寝するように横たわった詩乃が、両手で透の頬を挟んで軌道変更を強制する。

			「玲奈さまばっかりズルいです。今度は、わたしの番」

			　そして、尖らせた唇をぶつけるように口づけてきた。それを横から眺める玲奈も、文句は言わない。邪魔をしないで順番を待っていた詩乃が、我慢の限界を迎えていたのが明白だったから。その証拠に、懸命に内腿を擦り合わせ、欲求不満に耐えている。さらには、玲奈に負けまいとするように、最初から舌を激しく絡めてきた。

			「あふん、透さま……あふん、む、ん、ふぁぁん」

			　唾液も大量に送り込もうとしているけれど、詩乃の方が下なので、透に届く分より零れてしまう方が多い。それを舐め取るのは、並んで寝ている玲奈。

			「あん、それは透さまに……ふぁ、あぁぁ……」

			「綺麗にしてあげてるんだから文句言わないの。……ちゅっ」

			「はひっ、ひぃあぁぁぁっ」

			　苦情の罰に、玲奈が詩乃の首筋を吸った。ビクビク引き攣る彼女が面白くて、透も反対側の首筋を吸引したり耳を舐め回したり、好き勝手に嬲りまくる。

			「やっ、それ……それダメですっ！　両方からなんて……ひぃッ！」

			　快感と苦痛の間で詩乃が半狂乱。もがいて暴れる脚を、透は膝で挟んで封じてしまう。ついでに手をベッドに押さえつけると、玲奈も同じく彼女の手を握る。発散の手段を失って、詩乃は慎みを忘れて甲高い悲鳴を上げた。

			「だめだめっ。そ、そんなにしたら……変にっ…………なるぅぅぅっ！」

			「詩乃……ちゅ、いつもあたしを……れろっ、変にしちゃうから、お返し……ちゅぅぅ」

			「助けて、助けて……ふみゃあぁぁっ！」

			　ジタバタする彼女のあそこがどうなっているか知りたくて、透はこっそり、下半身に探りを入れた。途中で寄り道したかったけど、これ以上暴れられたら接近が困難になると思って、素早く秘部へ指を潜り込ませる。

			「んはぁっ！」

			　完全に不意打ちになって、詩乃が全身を硬直させた。でも透が触れている一点だけは、熱く蕩けたぬかるみとなって指を飲み込んでいく。

			「すっごい……。詩乃のここ、とろとろだよ。柔らかいっていうか、溶けちゃいそう」

			「いやいや、透さまっ。恥ずかしい……やぁン」

			　涙をぽろぽろ零す詩乃が可愛くて、淫裂深くまで侵入し、襞を激しく震わせる。首筋への愛撫で追い詰められていたのか、お嬢様らしからぬ卑猥な腰つきで、下半身を波打たせる。しかし透は割れ目を逃がさず、膣口を撫で回した。

			「あぅん、あうんっ！　透さま、そこ、そこ凄く感じて……あぁぁぁんっ」

			　背中を反らす詩乃の乳房と、透の胸が重なり合う。彼女が暴れるたびに乳首が擦れて、甘くて鮮烈な快感が伝染する。

			「あ、あ……詩乃ぉ……」

			　うっかり手が休みそうになり、気を入れ直して膣口に指先を突っ込んだ。

			「あひぃっ!?」

			　ほんの先端とはいえ、狭い穴を広げられて詩乃は息を詰まらせた。一瞬、反射的に脚を閉じようとする。しかし膝でそれを阻止すると、彼女は逆に自分から大きく広げた。しかし膣穴はそれに抗うように、透の指を締めつける。

			（きつい……。でも、あったかい……）

			　穴の縁を、内側から素早く擦る。詩乃の内腿が強張って、絞り出された淫液が透の手をしとどに濡らす。

			「あぅ、はぅっ。透さま……透さまっ」

			　唯一自由な腕で抱きついてくる。唇を与えると、夢中で貪りついてくる。舌を絡み合わせ、唾液を交換する。しかし今度は、まるで指を咥えた子供のように羨ましそうな顔で、玲奈がそのキスを見ていた。

			「ん、んっ！」

			　でも詩乃はそれに気づかず、吸いついた舌を離してくれない。困った透は、手を伸ばして玲奈の胸を鷲掴みにした。

			「……あっ！」

			　びっくりした顔になったけど、それは一瞬。玲奈の瞳はすぐに淫色に沈み、自分の唇をぺろりと舐めた。それがまるでキスをしているようで、透の舌が倍以上の快感で疼く。その動きに誘導されるように、詩乃の口腔を、上顎から頬の内側まで舐め回してしまう。

			「ふぁ!?　と、透ひゃま……ンあ、あぁぁん」

			　それに呼応して、詩乃の吸引も強くなる。キスしながら彼女の秘裂を弄いじり、同時に玲奈の胸を揉みしだく。女の子二人を同時に責めるなんて、そんな器用な真似ができる自分に驚く。しかし、それだけでは終わらなかった。

			「ひぁん!?　な……何？」

			　突然、四つん這いの股間を何かが背後から襲った。振り返って確かめようにも、詩乃のキスが離してくれない。といっても、この状況で透に手を出せるのは一人だけ。甘い吐息と共に、思い胸が背中に圧し掛かる。

			「あはぁ……。私も我慢できなくなっちゃいましたぁ」

			「ふ、史未ひゃんっ？」

			　横で見学していた彼女までが、下着姿になって参戦してきた。五指を起用に蠢かせ、パンツの上から秘部をくすぐるように嬲る。
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			「あ、あ……！　史未さん、そんな事されたら……ンぁ！」

			「透さま、手がおろそかになってますよ。ちゃんと二人を気持ちよくしてあげて」

			「は、はい……でも、んきゅっ」

			　直には触られていないのに、堪らない疼きが全身を這い回る。透はそれに耐えながら、詩乃と玲奈への愛撫を続ける。

			「はぁ……透ぅ。もっと強く、痛くしていいからぁ」

			　玲奈が自慰をしながら胸を突き出した。それに必死に応え、小振りな乳房の頂点の、ピンクの蕾を捩じり上げた。

			「あぁぁう！　そ、それ凄……っ。痛いの凄いぃぃっ！」

			　史未のせいで手加減できなかったのに、玲奈の激しい悦び方に驚かされる。しかしそちらにばかり気を取られてはいられなかった。

			　透の関心を奪い返すように、詩乃の恥襞が蠢き指を舐め回す。その快感に身を震わせながら、オイルのようにとろとろの淫蜜を掬い取り、陰核に塗りつけた。敏感な器官を転がされた白い肢体が、さっきよりも派手に引き攣る。

			「やんっ。そこ、そこは……そこは感じすぎ……ンあぁっ！」

			　透の下で手を繋ぐ二人の震えが、次第に同調し始めた。交互に口づけしながら乳首や陰核を責め立てる。しかし攻撃一辺倒ではいられない。背後では史未が恥裂に淫靡な振動を与えてくる。それだけじゃなく、唾液の後が残るほど、腰からうなじまで、背筋をねっとり舐め上げる。

			「はぁぁぁん、あぁぁぁん！」「やぁぁん、凄いのぉ！」

			　悲鳴や喘ぎが幾重にも飛び交い、もはや誰の声か分からない。

			「と、透っ！　私……私っ！」

			「透さまっ！　わ、わたしも……どうにかなって……はぅぅっ」

			「玲奈、詩乃っ！　あたしも……あたしもぉぉぉっ！」

			　三人が同時に限界を訴える。切羽詰まった喘ぎを迸らせる。そんな中で一人だけ余裕の声が、少女たちをさらに追い詰める。

			「あはぁ……可愛い。エッチなみんなで一緒にイッちゃいなさい！」

			　上擦った史未の声が合図になって、昂る身体が一気に弾けた。玲奈の両脚がピンと引き攣る。詩乃の膣がギュッと締まる。そして透は、唾液の飛沫を撒き散らしながら激しく背中を仰け反らせる。

			「あぁぁぁっ、イッくぅぅぅぅっ!!」

			　愛撫をする方もされる方も、一度に快感の絶頂へと吹き飛ばされた。三人の声が重なり合ってひとつになって、ベッドルームに反響する。

			（すごい……気持ちいい……！）

			　もうそれしか考えられない。仲直りのエッチだったような気もするし、透の奪い合いだったような気もする。もっと重要な問題があった気もするけれど、そんなのは関係ない。痙攣する身体を必死に抱き寄せ、無我夢中でキスを交わす。快感で呆けて頭が空っぽになった。三人は、早くも次の絶頂に向けて、互いの身体をまさぐり始めた。

		

	

			第五章　百合嫁バトル本格開戦

			


			　女子校生本人による顔と実名を出しての抗議は、想定以上の反響があった。メッセージ動画に寄せられたコメントも、瞬く間に一万件を超えた。もちろん賛否両論だし、中には誹謗中傷もあったけど、大半は同情的。

			　雑誌側も、この反撃は想定外だったらしい。テレビでも取り上げられ、学生のプライベートを捏造という論調で批判が集中。謝罪文の掲載にまで追い込まれた。

			　それで騒ぎは一気に沈静化した。実際に結婚していれば、この話題も少しくらいは継続していたかもしれない。でも抗議メッセージの中で婚約すら不確定とした事が功を奏し、必要以上に騒がれずに済んだ。さらには、すぐ後に人気俳優の隠し子騒動が起き、世間の興味が一気にそちらへ移ったのも大きかった。

			「……少しやりすぎたかなぁ」

			　謝罪文を見た時、透は、ほんの少しだけ後悔した。大勢の大人を巻き込んだ騒ぎにしてしまったのだと思うと、今でも脚が震える。

			「それにエッチはしていたわけだし……百パー捏造って言いきれない部分が……」

			　そんな弱音を、玲奈が一蹴した。

			「事実の報道ならともかく、想像で書いた虚偽には変わらないんだから、自業自得よ」

			　簡単に割りきれる彼女が羨ましい。ともあれ、透も色々と不利益を被ったわけだし、痛み分けだと考える事にした。

			


			「父さんたちのせいで、散々だったんだからね！」

			　後日、透は詩乃と玲奈と一緒に、両親の住むマンションへ怒鳴り込んだ。もちろん藤倉夫妻も同席させ、強引な同棲に対しての猛省を促す。

			「そうだな。サプライズにばかり気を取られて、ちゃんと透の同意を得なかった事はまずかったかもしれない。済まなかった」

			　両親と、藤倉夫妻にまで素直に頭を下げられ、怒りのぶつけどころを失う。それが向こうの作戦なのだと分かっていても、謝罪されてしまったら、さらなる追及は難しい。

			「まぁ……別に詩乃との婚約が嫌だっていうわけじゃないから。ちゃんと反省してくれれば、それでいいんだけど……」

			　簡単に許してしまう自分が情けない。もっとも、事を荒立てて婚約破棄、なんて展開は透も望んでいないので、この辺りで収めるしかないだろう。胸を撫で下ろす詩乃の隣では玲奈が不貞腐れているけれど、諦めたわけではないのは、その目を見れば明らか。

			　透はそれを横目で見て苦笑いし、親たちに向き直った。

			「まぁ……でも、父さんたちがふざけていたわけじゃないのは分かったよ」

			「ん？　何の話だ」

			　今回、ほんの何組かだったけど、同性カップルの話を聞いた。女性同士だけでなく、男性同士も。透たちの後追いで作成された動画もあって、実際に同性婚法の恩恵を受けた人が想像以上に多い事を知った。

			「いい加減に見えて、ちゃんと色々な人の意見を聞いて、あの法律を作ったんだよね」

			「そりゃあもちろんだ。それが仕事だからな」

			　父親が胸を張る。それだけで終われば、問題はなかった。

			「といっても、まぁ、それだけじゃないけどな」

			「……だけじゃ、ない？」

			　眉を顰める透に、両親と藤倉夫妻が不思議そうに顔を見合わせる。娘として、ちゃんと親の仕事を見直し、評価しようとしたのに、何だか不穏な予感がする。

			「前に言わなかったかな。真の目的は、お前と詩乃ちゃんを結婚させる事だって。お前たちが年頃になろうってタイミングで、同性婚の合法化への希望も増えつつあったし、この流れに便乗しない手はあるか？　ないだろう」

			　ふふんと鼻息荒く、父親がさっきよりも派手に胸を張る。というか、ふんぞり返る。

			「……冗談だよね？」

			「馬鹿を言うな、俺はいつだって家族の事が一番だ。そのためには利用できるものは何だって利用する。結果的に多くの人からも感謝されて、いい事づくめじゃないか。な？」

			　二組の議員夫婦が真顔で頷き合う。いい事を言っているようにも聞こえるけれど、それが本当なら完全に私物化の自白だ。

			「ちょ、マジで言ってるの？」

			「何だ、疑ってるのか？　証拠ならあるぞ」

			　そう言って父親は、本棚から古いファイルを取り出し、中身を見せた。

			「なんでこんな物があるのよ！」

			　透は頭を抱えた。そこにあったのは、新しい法律を作って娘たちを結婚させる約束との覚書。日付は透たちが生まれて間もなく。それぞれの父親の署名捺印まである。昔、酔った勢いで作ったらしい。だったら早々に処分すればいいものを、子供じみた宝物を後生大事にしている大人どもに忍耐が限界を超える。

			「捨てなさい！」

			「馬鹿を言うな。これは俺たちのモニュメントだ」

			「そんなモニュメントがあるか！　いい？　絶対に世に出しちゃダメだよ。墓場まで持って行くんだからね！」

			　雑誌の記事を撤回させるために苦心して支持を集めたのに、こんなものが明るみに出たら台無しだ。透の剣幕に、さすがの父親も気を呑まれる。

			「と、父さんたちの仕事は世のため人のためになってるんだぞぉ。そんなに怒るなよぉ」

			　猫撫で声で娘のご機嫌を取る父親に、深い溜息を吐いた。一応、多くの人たちの要請に応えた大仕事という建前が存在するとはいえ、あの覚書はないに越した事はない。折を見て処分しようと囁き声で提案すると、詩乃と玲奈も、躊躇なく頷いた。

			


			　雑誌の件は、一般社会では終息した。でも身の回りではそうはいかない。

			「で、やっぱり透と藤倉さんって結婚するの？」「違うよ。玲奈の略奪愛だよ！」

			　すっかり三角関係が公のものとなっている。おかげで、クラスメイトたちの無責任な噂話が後を絶たない。でも、おっとりした詩乃はペースが合わず、飄々としている玲奈は話をそらすのがうまく、どちらからも情報を聞き出せないらしい。となれば必然的に、透に質問が集中する。

			「毎日記者会見を受けてる気分だよ」

			　そんな調子で疲れきった週末、自宅のリビングでソファに寝転がり愚痴をこぼした。

			「大臣になった時の練習だと思えばいいんじゃない？　それこそ、毎日のように記者のぶら下がり取材があるんじゃない？　うまく話をはぐらかすのも政治家の資質だよ」

			「あたしに選挙に出ろっていうのー？　生徒会だってやった事ないのにー」

			　無責任な玲奈に視線も向けず、拗ねたように膝を抱えて、右に左にゴロゴロ転がる。

			「パンツ見えてるよ」

			　冷静に指摘され、慌てて起き上がりソファに正座。身体の隅々まで全部見せ合った仲とはいえ、下着を覗かれるのは本能的に恥ずかしい。顔を赤くする透を、大きな荷物を両手で抱えた玲奈が、不服そうな目で見下ろす。

			「そんな事より透も手伝ってよ。はい、これ運んで」

			「うわっ」

			　投げてよこされたのは、羽毛布団とマットレス。玲奈のために揃えた新品だ。先日、親のところへ文句を言いに行った時に、詩乃との同居を再開させる流れになったのだけど、その際、玲奈まで押しかけてくる事になったのだ。

			「詩乃だけチャンスが多い環境は不公平だから」

			　というのがその理由。彼女の親もよくそれを許可したものだと、感心するというか呆れるというか。

			「玲奈さま。お部屋はあらかた片付きました。あとは寝具だけです」

			　いつもの振袖に襷をかけた詩乃がリビングに顔を出す。この許嫁も、ライバルの同居に反対しなかった。快くかどうかは定かではないけれど、今のところ、表立って争う姿勢は見せていない。透を共有という約束は、現在も継続中みたいだ。

			　実際、彼女たちが交わす言葉にも以前のような刺はない。普通の友達のトーンだ。

			「ベッドは透がやってくれるって」

			「そうですか。では、わたしたちは少し休憩いたしましょう」

			　詩乃が襷を外す。お茶の準備を始めて休憩する気満々だ。

			「え～っ」

			　透の不服はスルーされた。仕方がないので、渡された寝具を玲奈用の部屋に運び込む。物置として使っていた小部屋なので少々狭く、シングルベッドが面積の半分を占めてしまう。それでも個室としては十分だと、本人は満足してくれた。

			「ていうか、なんであたしがサボり扱いなのよ」

			　そもそも、手伝おうとした透を追いやったのは彼女たちだ。どうせ運び込める荷物は少ないからと、荷解きは玲奈がひとりで済ませたし、複数で動けるスペースがないという理由で、掃除は詩乃が担当した。それで怠けた事にされるとは何という理不尽。しかも孤独にベッドメイクをしていると、リビングからはティータイムを楽しむ声が響いてくる。

			「二人とも、あたしの事が好きなんじゃないの？」

			　急に扱いが悪くなった気がするけれど、文句を言える立場じゃない。こんな奇妙な同居生活を始める事になったのは、自分が結論を先延ばしにしたせいなのだから。

			　苦情を飲み込み、羽毛布団や枕をカバーに押し込む。慣れない作業に四苦八苦していたら、詩乃の部屋を片付け終えたらしい史未が顔を覗かせた。雑誌社を退職したので、改めて身分を明かした上で、藤倉家に再雇用されたらしい。そしてなぜか、彼女もまた、当たり前のようにこの家に住み込んでいる。

			「おやおや。ハーレムの主が召使のようですね」

			「ハーレムって……そんなのじゃないです。人聞きの悪い事を言わないでくださいよ」

			「またまたぁ、本当は期待してるんでしょう？　これから毎日のように、あの娘たちに求められちゃうのかしらって。何でしたら、私もご奉仕して差し上げますよ？」

			　史未がツンツンと背中を突きながら耳元で囁く。彼女の言う通りだった。二人がおとなしくしているはずがない。毎夜どんな目に遭わされるのか、想像せずにはいられない。

			　でも、同時に迷いも事があった。今はいいけれど、いつまでもこんな曖昧な関係は続けられない。その解決方法を考えた事もあったけど、とても現実的とは言えないので、表明する前に自ら却下したばかり。答えが出ていないという状況に、変わりはなかった。

			「これでよし。さてと……」

			　ぽんぽんと枕を整え、作業を終える。ふと耳を澄ますと、詩乃と玲奈が会話する声が、さっきよりも大きい。

			「ずいぶん盛り上がってるな」

			　笑みが零れる。あの二人がそこまで仲良くなってくれた事が嬉しい。自分も仲間に入れてもらおうと、史未と連れ立ちリビングに向かう。

			「…………ん？」

			　しかし、ドアノブに手をかけ、眉を顰めた。どうにも様子がおかしい。会話を楽しんでいるというよりも、言い争っているような激しさがある。不穏さにドアを開けるのを躊躇したその瞬間、もの凄い勢いで向こうから開かれた。

			「あ！　透さま、ちょうどよいところに！」

			「聞いてよ透！　この女ったらひどいのよ！」

			　リビングから飛び出してきた二人が、お世辞にも仲のいい友達とは言えないセリフを吐きながら両腕にしがみついてきた。そして駄々っ子姉妹のように左右から引っ張り合う。

			「ど、どうしたの？　楽しくお喋りしてたんじゃないの!?」

			「してました！　なのに玲奈さまが……」

			「何よ！　詩乃が意地悪言うからでしょっ！」

			　この先の展開が何となく予想がついてしまい、透はそっと腕を引き抜こうとした。しかし、その逃亡を本能的に察したように、左右からがっちり抱え込まれる。

			「玲奈さまが、婚約は結婚じゃないなんて言うんです！」

			「その通りでしょ！　詩乃こそ、親友は婚約者じゃないから立場が低いとか言った！」

			「立場が低いではなく、優先順位が低いと言ったんです！」

			　ステレオなんて生易しいものじゃない。両側でガンガン喚かれ、耳鳴りがしてくる。

			「ちょっとちょっと！　その話は休戦になったんじゃなかったの!?」

			　先延ばしにした張本人が、必死に仲裁を試みる。せっかく透は共有物という認識で問題を棚上げしたのに、共同生活の初日からこの調子では先が思いやられる。今度こそ史未に助けを求めようとしたら、彼女はまたも口元を押さえて笑いを堪えている。

			（なんでー!?）

			　顔を真っ赤にして、頬を膨らませて。この状況の何が面白いんだろう。それが透の混乱に拍車をかけた。言い争う甲高い声の二重奏が耳を麻痺させ、腕に押しつけられる四つのおっぱいで、劣情がミックスされる。

			「あぁもう！　いい加減にしなさい！」

			　ぐちゃぐちゃに掻き回された透の頭が、ぷつんと音を立てて思考をやめる。

			「あたし、ふたりと結婚する！　そうすれば万事解決よ!!」

			　唐突な宣言に、喧騒が一瞬でやんだ。驚いて目を見開く二人の顔に気づきもせず、透は感情の迸るままに言葉を暴走させた。

			「女の子同士で結婚できるようになったんだもん、三人で結婚したっていいでしょ！　駄目ならあたしがやる！　あたしができるように法律を変えてやるっ!!」

			　ひとしきり叫び、呼吸が落ち着きを取り戻してから、我に返った。慌てて左右を見回せば、きょとんと見上げる二人の顔。後ろのメイドさんも同じ表情で呆気に取られている。

			「ウソウソ、今のなし！　あたしがそんな……ねぇ？」

			　焦った愛想笑いを、みんなに振りまく。実のところ、これは今思いついた事じゃない。同居の前から考えていたのだけど、あまりも非現実的すぎるし、世の中を変えるには理由が身勝手すぎる。これでは親の事を非難できなくなってしまう。

			「ま、まぁそんなわけで、今のは冗談として……」

			　ひとまず静かになったのをよしとして、腕にぶら下がる二人をリビングに誘導しようとした。でも、なぜか動かない。むしろ反対方向に動こうとする力が働く。

			「いいわね、それ」

			「そうですね。その手がありました」

			　玲奈と詩乃が、真剣な顔で見上げてくる。

			「ちょ……本気にしないでよ。今のは……ねえ！」

			　ずるずると、三人で腕を組んだ状態で連行され、透の部屋に放り込まれた。そして彼女たちは正座で向かい合い、大真面目に議論を始める。

			「同性婚が可能になったのは、妊娠の技術革新によって少子化が解決される糸口になると思われたから。でも、結婚率の低下や晩婚化の問題が……」

			「とすると、同性重婚を正当化させるには、まず透と詩乃の親の実績を強調して……」

			「地盤と看板は親のを利用するとして、あとは鞄──選挙資金を……」

			　一見すると真面目に政策を論じているようだけど、要は、いかに透を当選させるかという作戦会議。

			「ね、ねえ。あたしなんかより、二人が出た方が……。ねえ聞いてる!?」

			　駄目だ。透の声が届かないほど熱中している。ここで話し合ったところで何が現実するわけでもないのに、この恋人たちは、どうして冗談が通じないんだろうか。

			「で、最大の問題は、それが成立した場合なんだけど……」

			「そうですね。でも譲れません」

			　ついに、具体的な単語がなくても通じ始めた。ベッドで観覧させられているだけの立場では、何について議論しているのかさえ、すでに分からなくなっている。

			「本妻の座は、私でいいわよね」

			「とんでもない。本妻はわたしです。玲奈さまには二号の座がふさわしいと思います」

			　透は「おや？」と首を傾げた。白熱する議論が難しくなったので聞き流していたら、いつの間にか議題が変わっている。それに、あんなに同調していた二人が、今にも掴みかかりそうな距離で睨み合う。

			「ねぇ……話が元に戻ってない？　そんな事を話題にしたら……」

			　心配になって割って入ろうとしたら、史未が忍び足でベッドに近づいてきた。静かにと唇に指を当てながらウインクし、背後に回り込んでくる。そして戸惑う透の腰を膝で挟むように座ると、いきなり胸を鷲掴みにしてきた。

			「きゃっ……」

			　悲鳴も掌で遮られた。動きも声も封じたメイドは、乳房を揉みしだきながら、秘密めいた囁きで耳をくすぐってくる。

			「心配いりませんよ。あれは元に戻っているんじゃありません。先に進んでいるんです」

			「先にって？　……あっ」

			　部屋着のＴシャツの中に手を入れ、ブラの上から乳首を転がされた。ピリッと痺れる快感で身体が伸びる。その背中に押しつけられた豊かな乳房が、ゆっくりと円を描く。大人の女性の柔らかな膨らみが、鼓動を一気に高鳴らせた。

			「ちょ、史未さん……だめっ」

			「先に、というのはですね。お二人のどちらが透さまと結ばれるかという話ではなく、もはや結婚は前提となっていて……私の話、聞いてます？」

			「ふ、あ……あっ」

			　聞いていられるわけがない。胸を触っていた右手がお腹を滑り、スカートの内側で内腿を撫で回す。左手は喘ぐ口に指を突っ込み、唾液まみれになりながら舌を嬲る。解説したいのか考えるのを邪魔したいのかよく分からない、史未の相反する行為に翻弄される。

			（あ、そんな……。二人の前でなんて……）

			　彼女たちは論争に熱中していて、すぐ横の異常な光景に気づかない。そういえば、詩乃と玲奈は、史未との関係を知らないはず。こんな悪戯をされている場面を見られたらと思うと気が気でない。なのに、見つかった時の事を想像したら、どういうわけか胸が無暗にドキドキ弾んだ。

			「あ……」

			　右膝に、史未の脚が絡みついた。彼女の意図を察した身体は、抵抗するどころか、自ら進んで大きく開脚してしまう。その従順さへのご褒美のように、脚の付け根を、下着の線に沿って指先でそっと撫でられた。優しく触れただけなのに、激しい痺れが背筋を走る。史未の胸に背中を預けながら、身体が大きく跳ね上がる。

			「はぁんっ、くうぅぅンっ！」

			　もう声を抑えられなかった。甲高い悲鳴で、さすがに二人も異常事態に気づく。真っ先に玲奈が、色を成して立ち上がる。

			「なっ……。史未さん、何をしているんですか！」

			「透さまが退屈なさっているようでしたので、気晴らしにご奉仕を」

			　メイドは悪びれもせず、平然と指を動かし続けた。下着越しに秘裂を撫でられ、全身がビクンと強張る。

			「まあ……」

			　それを見た詩乃は、感嘆しながら目を見開いた。ベッドに手をかけ、透の股間をまじまじと覗き込む。

			「史未さん、凄いです。直接触りもせずに、そこまで透さまを感じさせるなんて」

			「確かに。その指使いは参考になるわ。さすがは大人ってところね」

			　最初に非難した玲奈までが、一瞬で心を入れ替え、熱心な視線で詩乃の隣にしゃがみ込む。史未は熱心な見学者のために、さらに大きな開脚を透に強いた。

			「やぁん、だめぇぇぇ！」

			　羞恥の悲鳴も届いていないかのように、彼女たちは固唾を呑んで大人の愛撫を凝視している。第三の女に寝取られながら、目を輝かせている。

			「ふ、二人とも怒ってないの？　史未さんとまで、こんな……」

			　史未の指が引き抜かれ、自由になった口で恐る恐る尋ねる。二人は困り顔で目を見合わせた。立場が悪いのはこちらなのに、どうして彼女たちが戸惑っているのかと思ったら、玲奈が透の膝に手を置き、伸び上がるようにして顔を近づけてきた。

			「……知ってたよ。だって、史未さんを見る目が前と違っているんだもの」

			「あらら……。ばれていたんですって、透さま」

			　笑顔で睨まれた史未が、背後で苦笑いする。詩乃も、透の頬を撫でながら、唇に吐息を吹きかけた。

			「もちろん最初は嫉妬しました。でも……わたしたちの距離ができてしまった時に、慰めてもらったのですよね。……寂しかった、から？」

			　その通りなので、正直に頷く。そして今なら分かる。寂しかったのは、好きだから。きっと彼女たちも同じ。その気持ちが伝わったのか、詩乃は、満足そうに目を細めた。

			「非はわたしたちにあるのですし、透さまを責める理由はありません。むしろ、史未さんに感謝する気持ちさえ……」

			　詩乃の睫毛が、重そうに伏せられる。急に黙ってしまったので、心配になって顔を覗き込んだ次の瞬間、唇がぎゅっと押しつけられた。

			「やっぱり駄目ぇ！　胸がモヤモヤしますぅ！」

			　切なげに眉を下げて嫉妬を訴えながら、再び唇に吸いついた。強くキスしながら、衣擦れの音も激しく帯を解く。着物が肩から滑り落ち、もどかしげに襦袢もはだける。

			「ンもう、詩乃ったら意外に堪え性がないわね。反省も足りないわ」

			　そういう玲奈も、最後のパンツを脚から抜くところだった。遅れて脱ぎ始めたのに、着ている物が少ない分だけ裸になるのが早い。詩乃が足袋で手間取っている間に、唇の奪取に成功する。その透はといえば、目まぐるしい競争に目を見張るばかり。挿し込まれた舌に釣られて、自分も舌を差し出してしまう。

			「ふぁ……！」

			　擦れ合う快感に震えていたら、背後の史未にＴシャツを脱がされた。それが首を通り抜ける一瞬、玲奈の唇が離れる。そこを狙って、全裸になった詩乃が透の唇を奪い返した。

			「あん、ふぁ……。ちょっと……ン！」

			　次々と入れ替わるキスの相手に混乱する。その間に、玲奈が透のスカートとパンツをまとめて脱がそうとしていた。しかも背後では、史未がごそごそ動いて脱いでいる気配。

			「あ、みなさん。ちょっとだけスペースを……」

			　メイド服を脚から抜きたいらしい。でもここで玲奈と詩乃のお人好しが発揮されてしまった。言われた通りに透から離れると、服を投げ捨てた史未が透の腋に手を通し、くるりと身体を反転させた。

			「きゃん……!?」

			　裸同士で向かい合ったと思うと、彼女は透を抱きしめて唇を重ねた。顔を斜めにして、捻じ込むように押しつける。

			「んふふっ……ちゅ、じゅぱ、じゅるる」

			「あ、あっ。史未さん駄目…………ふぁぁぁ……っ」

			　さすがにこれは玲奈と詩乃が怒る。横目で見る二人が、ぷっくり頬を膨らませている。でも、ねっとり絡みつく史未の舌に、単純な欲求ではない愛情を感じて離れられない。

			「らめ……そんなに、舌……あぷ、ん、ンぷぅ」

			「ぅふん、ご奉仕ですよ、ご奉仕。でも……んふ、なんでしたら、私を第三夫人にしてくれていいんですよ？　ちゅ、ちゅぱ、ちゅうぅぅぅっ」

			「きゅふぅぅン」

			　強く舌を吸われて震える背中を、さらに指先で逆撫でされ、両手両足で彼女の身体にしがみついてしまう。

			「あぁん、そろそろ交替ぃ。独占は駄目ですぅ」

			　お預けに耐えきれなくなった詩乃が、ぺろりと頬を舐める。史未は、我侭な妹を見るように目を細めると、透の顎に手を添え、顔の向きを変えた。

			「あはぁ」

			　唇を譲ってもらえた詩乃は、嬉しそうな声を上げて吸いついた。透も遠慮なく舌を伸ばす。身体も解放されて、今度は彼女と正面から抱き合う。胸を揉み合い、乳首を抓ると、痛みが痺れる快感となって、反射的に強く吸い合ってしまう。

			「あふぅん。んふ、どうです玲奈さま。私の方が先にキスしたから、私が本妻です」

			「キスの順番は関係ないでしょ。もう、透もすぐ気持ちよくなっちゃうんだから」

			「ご、ごめんなさい……あぁぁんっ」

			　自分の番を待てない玲奈が、背筋を舐め上げてきた。そのまま首筋、耳朶にまで舌を這わせ、透が気持ちよさで仰け反った隙に唇を強奪した。

			「あんっ」

			　詩乃が名残惜しそうに、舌の上に唾液を垂らす。もっと抵抗するかと思ったけれど、意外とすんなり玲奈に譲渡された。待ちかねた舌が、最初から透の口腔を掻き回す。

			「あぁ透、透ぅ……」

			「ん、あ、あ、玲奈……じゅぶっ」

			　四人分の唾液を狭い空間でミックスされて、甘い匂いに酔う。凍えたように全身が細かく震えるけれど、お腹の奥から手足の先まで、全部が熱い。玲奈と交わす唇も舌も、火傷しそうな錯覚を起こす。

			「はぁ……はぁ……あん、んふぅ……」

			　三人連続で激しいキスを求められ、透はフラフラだった。口の周りは痺れるし、意識も朦朧としてくる。力も抜けて、身体を支えきれない。

			「あらあら、情けないご主人様ですね」

			　仰向けに倒れた透を、史未が下になって受け止める。そんな状態なのに、身体は貪欲に快感を欲しがった。見下ろしてくる玲奈と詩乃に手を伸ばし、二人をまとめて掻き抱く。

			「あはぁ。詩乃、玲奈ぁ……。来てぇ……もっといっぱい、ちゅーしよぉ」

			　自分のものとは思えない、甘えた声でおねだりする。彼女たちは喜色に顔を染め、群がってきた。争いながら透の舌を奪い合い、時々、勢い余って二人でキスする。目の前で交わされる美少女同士の口づけは耽美で、無意識に、乳首や秘裂を自分で慰める。

			「透さま、自分でなんて許しませんよ？」

			「え？　あ、あん。あぁぁぁん」

			　史未の含み笑いがしたかと思うと、身体の下から伸びた手が乳房を掴んだ。捏ねるような手つきで膨らみを揉みくちゃにされるのが堪らない。背中に感じる大人の乳房に押し上げられて、身体が何度も弾んで跳ねる。

			「あん、おっぱい……おっぱいがぁ！」

			　自分のを揉まれるのも史未のを感じるのも気持ちいいのだけど、全身が快感漬けになって、そんな簡単な説明すらできない。

			「そうそう。透は、私たちが気持ちよくしてあげるんだから。……ちゅっ」

			「ふぁっ、乳首だめぇぇっ」

			　玲奈が覆い被さって、頂上の桃色蕾を口に含んだ。歯を立てられて、痛み混じりの快感が一瞬で身体を走り抜ける。ふくらはぎが攣るほど全身がピンと伸びる。でも、たっぷりの唾液を纏わせた舌で転がされると、今度は力が抜けてふにゃふにゃになってしまう。

			「ふみゃあぁぁ……あ、あぁぁぁん」

			「んふ。透さま、仔猫ちゃんみたいです。では、わたしはこちらを……」

			　緩んだ脚を大きく広げ、詩乃が淫裂に口づけた。彼女の方こそ仔猫のような舌使いで、濡れた恥襞を細かく舐め上げる。陰核を転がしながら、同時に指で陰唇も震わせてくる。

[image: ]




			「ぺろぺろっ、ちゅ。ちゅぱちゅぱ、れろっ」

			「あぁぁぁ凄い、すごいぃっ！」

			　透の悲鳴が玲奈を刺激した。乳首を吸い上げ、もう一方を抓り上げる。胸を玲奈に譲った史未までが、脇腹をくすぐり、耳朶を舐め回す。

			「だめ、だめ！　そんなにしたら……身体……変になっちゃうっ！」

			　三人から同時に責め立てられて、正常でいられるわけがない。全身が快感で甘く痺れ、垂れる涎を拭う事さえ忘れてしまう。

			　でも、そんな中にあってさえ、透の中の気弱な部分が顔を覗かせる。

			（あたし……みんなからこんなに愛される資格、あるの？）

			　至らないところだらけで、決断から逃げて、時には大事な人を傷つけて。

			（でも……でも……！）

			　頭を貫く快感が透を開き直らせた。それなら愛される資格のある人間になればいい。だって、つまらない事で悩んで、こんなに気持ちいい事を手放すなんて馬鹿馬鹿しすぎる。

			「あぁぁ……大好き……みんな、あたしのお嫁さんにするぅ！」

			　心から叫ぶと、彼女のたちの愛撫が熱を帯びた。誰が一番にイカせるか競って、激しさが増していく。透は、三人の愛に満たされるのを感じながら、すぐそこに迫る絶頂の予感に、身も心も震わせた。

		

	



小説　あらおし悠ゆう

８年も使っていたハードディスクレコーダーの調子が悪い。毎日何かを録画していると、ろくに修理にも出せないのがオタクの辛いところ。今は色々な視聴環境がありますが、考えた末、素直に買い替える事に。これで百合アニメの増加にも安心して備えられるというものです。




挿絵　相川あいかわたつき

お手に取っていただきありがとうございます。フリーで活動中。同人誌やイラストや美少女ゲームなど描いてます。百合物初めて描かせていただきました。とても興味深い世界観で、また何かしらの形で描きたいです。

https://twitter.com/ab_akanagi
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